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序

大自然に恵まれた岩手県は、四国4県に匹敵する広大な面積を有し、埋蔵文

化財の宝庫と言われております。これら先人達が遺した貴重な文化遺産を保護

し、後世に伝えていくことは、私たち一人一人に課せられた責務でもあります。

また、一方では主要幹線道路網や農業基盤整備など、社会資本を充実させる

ことも行政上の重要な施策となっております。このため埋蔵文化財の保存・保

護と地域社会進展との調整や調和が今日的な課題でもあります。

こうした見地から、(財 )岩手県文化振興事業団では埋蔵文化財センターの創

設以来、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課による調整と指導のもとに、

道路建設や農地整備、ダム建設などによってやむを得ず、消滅していく遺跡に

ついて発掘調査を実施し、記録保存する措置をとって参 りました。平成15年度

は、県内17市 町村におよぶ49遺跡に対して発掘調査を実施いたしました。

調査 した遺跡の時代は、縄文・弥生・奈良・平安時代、中世、近世まで多期

に亘っておりますが、この中で注目される遺跡として、 3年目の継続調査にな

った普代村力持遺跡が挙げられます。縄文時代前 。中期を主体とする大集落跡

で、70棟の住居をはじめとしフラスコ土坑、列石・集石、埋設土器、長軸18mを

超える縄文時代前期の大形住居が確認され注目を集めております。

平安時代の大規模集落跡は、玉山村芋田Ⅱ遺跡、盛岡市台太郎遺跡、北上市

の堰向Ⅱ遺跡・西川目遺跡、水沢市中半入遺跡等で検出されております。中で

も台太郎遺跡からは、在地系土器に混じって関東系の上器や県内初見である計

量器思われるコップ形須恵器を、芋田Ⅱ遺跡では集落内に文字に親しんだ人が

いたこと示唆する六文字書かれた墨書土器や箆書の刻書土器を多く出土してお

ります。

この発掘調査略報は、調査本報告書の発刊に先立ちまして、今年度に調査を

行った遺跡の調査概要を収録したものであります。本書が研究者のみならず、

広 く多 くの方々にも活用され、埋蔵文化財に対 してのご理解を一層深めていた

だく一助となれば幸いです。

最後になりましたが、野外の発掘調査作業を進めるにあたり、ご協力を賜り

ました委託者をはじめとし、地元の教育委員会及び関係各位に対 しまして、衷

心より感謝申し上げます。

平成16年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武
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平成15年度の調査結果について

平成15年度の発掘調査事業は、年度当初には42遺跡、173,891ド を対象としてスター トしたが、最終的には

49遺跡162,106雷 を調査 して終了した。調査委託機関の事業計画の変更等が要因となり、調査対象遺跡数は増

加 したものの、調査終了面積はやや減少 している。

今年度発掘調査を実施 した49遺跡のなかで、特徴的な遺跡を時代ごとに紹介すると次のようになる。

旧石器時代の遺跡の調査は行われなかったが、縄文時代の遺跡の調査は普代村力持遺跡 (1)、 住田町里古

屋遺跡 (26)、 北上市大橋遺跡 (22)、 盛岡市熊堂A遺跡 (13)な どで実施され、各遺跡とも多 くの遺構 。遺

物が発見されている。 3年 目の継続調査 となった力持遺跡は、県内有数の規模を持つ前・中期主体の集落跡

で、深い竪穴住居、大形の貯蔵穴などが密集 して検出されている。今年度の調査では、長軸が18mを 超える

大形住居が発見され、集落が開始された時期の様相が明らかになった。中・後期の集落跡である里古屋遺跡

からは遺物包含層が検出され、その下層から竪穴住居、貯蔵穴などが発見された。晩期中葉の大規模な盛土

遺構や遺物包含層が発見されている大橋遺跡では、隣接地の低位部分の調査が行われ、同時期の掘立柱建物

群が検出された。熊堂A遺跡は晩期後半の集落跡で、竪穴住居、墓坑などが発見されたほか、完形の石刀・

石棒をはじめとする多量の遺物が出土している。

弥生時代の遺跡としては、北上市金附遺跡 (23・ 24)の調査が行われ、前期の遺物包含層 (捨 て場 )、 平地

式住居群、土器棺墓などが発見されている。この遺物包含層は東西約50mの範囲に広がり、最大厚が1,6mに

も達する大規模なもので、900箱 を超える多量の遺物が出土 している。出土遺物の大半は、原料や製作途上の

ものを含む石器類で、石器製作を生業とする特異な集落と考えられている。

奈良・平安時代の遺跡の調査は、盛岡市台太郎遺跡 (15)、 玉山村芋田H遺跡 (2)、 北上市西川目・堰向

Ⅱ遺跡 (20・ 21)、 水沢市中半入遺跡 (25)な ど数多 くの遺跡で実施されている。台太郎遺跡では、奈良時代

と平安時代の竪穴住居群がそれぞれ分布域を異にして検出されたほか、在地の上器に混じって関東系の土器

も出上 している。ロクロ据付穴を付設する大形住居跡が発見された芋田Ⅱ遺跡では、平安時代の竪穴住居群

に伴い、多量の墨書土器や刻書土器のほか、黒曜石製の円形掻器など特殊な遺物が出土している。西川目遺

跡と堰向Ⅱ遺跡は、隣接 して位置する平安時代の大規模集落跡で、竪穴住居、掘立柱建物などの遺構や、そ

れに伴う大甕・硯 (風字硯)・ 緑釉陶器などの遺物が発見されている。古墳時代の大規模集落として知 られる

中半入遺跡では、重複・密集 した竪穴住居群や水田跡など、平安時代の遺構が多数検出された。

川崎村河崎の柵擬定地 (8)の調査では、類例の少ない平安時代後半の遺構・遺物が発見されている。河

崎の柵擬定地は、前九年の役で減亡する安倍氏の柵の一つである河崎柵に擬えられている遺跡で、今年度の

調査で、11世紀代 と考えられる大規模な堀と、それに並行する溝が検出された。

中。近世の遺跡としては、宮古市山口館跡 (18)、 花巻市高木古館跡 (5)な どで中世城館の調査 を実施 し

たほか、軽米町梅の木沢遺跡 (9)で近世鉄山、紫波町南日詰遺跡 (17)な どで近世屋敷の調査 を行った。

山口館跡は多 くの郭をもつ広範囲な館跡で、今年度は先端部分を調査 し、外敵の侵入を防ぐ大規模な横堀や

竪穴建物跡などが発見されている。江戸時代の製鉄遺跡である梅の木沢遺跡では、高殿の構造や鍛冶場 。づ́

淳場の位置などが確認され、鉄山内の当時の様相が明らかになった。

平成15年度調査遺跡の概要は以上のとおりである力S、 その詳細については、平成16年度以降に発刊する本

報告書を参照 していただけれは幸いである。なお、検出遺構、出土遺物とも見込みより少なかった22遺跡に

ついては、本書をもって本報告に代えている。
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(調査第一課長 佐々木 勝)



I.国土交通省関係





(1)力持遺跡

下閉伊郡普代村第16地割字天拝坂

28番地 5ほ か

国土交通省東北地方整備局

三陸国道事務所

普代バイパス建設事業

平成15年 4月 10日 ～11月 19日

1,400rド

1,400rド

」G92-0137・ TM-03

星 雅之・須原 拓・駒木野智寛

普代村教育委員会

ちからもち

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1.遺跡の立地

力持遺跡は、三陸鉄道北リアス線普代駅の北約 2 km、 力持海岸から西に約1.5km、 力持川の河日付近に見ら

れる小起伏山地が解析された小規模な谷底平野地形に立地する。標高は55～ 68mである。調査区の現況は畑

地、林、荒れ地、宅地である。

2.調査の概要

今年度検出した遺構は、竪穴住居跡70棟、掘立柱建物跡 2棟、土坑94基、柱穴状土坑198基、列石。集石 8

基、埋設土器 2基である。検出された遺構の時期は、近世～近代 と推定される掘立柱建物跡 2棟以外は縄文

時代前期前～中期末葉に比定される。

<堅穴住居跡> 今年度検出した竪穴住居跡の主体となる時期は中期中葉で、前期前～中葉、前期末乗、中

期前葉の順に多い。前期と中期に大別して記述する。

縄文時代前期の竪穴住居跡は、前～中葉が調査区西部の高い面に、末葉が調査区中央部～中央部やや東側

の斜面傾斜変換点付近に分布する。平面形は、長方形を中心に隅九長方形や正方形を呈する。規模は3mほ

どの小形から、10mを越える大形までがみられる。炉は、確認できたもの全て地床炉である。住居跡の壁際

には、壁柱穴若しくは壁溝が巡るものが主体である。埋土に十和田中掠テフラを含むものも数棟検出されて

いる。特記事項として、長軸約18m、 短軸約 5mのロングハウス型の大形住居跡が確認されている。この大

形住居跡は、南北方向に長軸を持ち、東から西へ居住空間を変えながら大きくは3回の建て替えが行われて

いる。主柱穴と思われる大形の柱穴の中には、根固め石と思われる径30cn程の花尚岩が設置されているもの

もある。この大形住居跡の構築時期について、出土土器からは円筒下層 a式 より古いと推定されるが、検討

を要する。重複関係を持つ遺構から推定すると、十和田中採テフラを埋土に含む土坑に我られている状況か

ら、同テフラ降下期以前に構築された可能性が高い。

縄文時代中期の竪穴住居跡は、前葉が調査区中央部の斜面部分に、中葉は調査区東側を中心にほぼ全域に

分布する。平面形は、長方形や隅九長方形を呈するいわゆるロングハウス型の他に、隅丸正方形、卵形、楕

陸中野田

-5-



円形などがある。規模は3.5～ 10m程が見られる。竪穴住居跡は全般に深 く、lmを越える深さの住居が複数

棟ある。炉の位置は、住居の構造や柱配置の違いにより相違があるものの、住居の長軸線上に位置すること

では規則性が窺える。炉の種類は、石囲炉、石囲埋設土器炉、地床炉があり、ロングハウス型では炉を複数

基持つ住居 もある。

<土坑> 94基が検出され、その内70基がフラスコピットである。調査区全域に分布するが、時期により占

地が異なる可能性が高い。規模は開口部径1.5mメ上、底部径 2～ 3m、 深さ1.5m以上を測る大形のフラス

コピットが多い。底面の中央に単独で副穴を持つものと副穴から溝が壁に向かつて延びるものがあり、溝の

本数は 1～ 4本まで見られる。

<掘立柱建物跡> 8間 2間 と推定される 1棟 と6間 2間 と推定される 1棟が検出された。出土遺物から近

世～近代に比定される。

<柱穴状土坑> 198基検出された。径15～ 30cmの 小形が主体である。竪穴本体は破壊された竪穴住居跡に伴

う柱穴と推定される。

<列石・集石> 列石・集石は、大きめの礫が直線的な配列を見るものや意図的に集められているものに命

名した。 8基全て中期前～中葉の竪穴住居の覆土中に構築されている。廃屋墓的な性格の遺構である可能性

も考えられ、検討を要する。

<埋設土器> 調査区中央部やや東側の斜面傾斜変換点付近より、前期末葉 2基を検出した。 2基共に完形

の土器で、土器を埋置するのに最低限の掘 り方を持って、正立で埋設されている。周辺の状況から該期の竪

穴住居跡に伴う何らかの施設であつた可能性が高い。

<出土遺物> 遺物は、縄文土器150箱分 (大コンテナで換算)、 土製品30点、石器1,800点 、石製品100点、

チップ・フレーク約 5箱分、琥珀約127g、 黒曜石数点、獣骨・貝類・魚骨などの遺存体である。

土器は大木 8a式が最も多 く、次いで円筒上層 b～ c式、円筒下層 d式、円筒下層 b式、大木 2式 ?の順

となる。土製品はミニチュア土器、円盤状土製品などである。石器は石鏃、尖頭器、石匙、石錐、石箆、削

掻器、ピエス・ェスキーュ、磨製石斧、半円状偏平打製石器、磨石、敲石、石皿、台石、凹石などである。

石製品は攻状耳飾、石刀、石棒、有孔石製品などである。琥珀は径10～ 2011urlの 原石 (約0.5g)と小破片 (約

0.lg)で、製品での出土は確認されていない。獣骨・貝類・魚類は、遺構の上壌をサンプリングしフロー

テーションを行い抽出した。獣骨類はイノンシ・ニホンジカなどが、貝類は巻貝・二枚貝・フジツボなどが、

魚類はアイナメ・カタクチイワシ・カツオ・アオザメ・ホホジロザメなどが出土 している。

3.ま とめ

3カ年の調査で竪穴住居跡200棟以上、フラスコピット200基以上が検出され、併せて遺物約740箱分が出土

するなど、縄文時代前期前葉～中期末葉の大規模な集落跡であることがわかった。

今回の調査成果から特記事項と課題などについて若千記述する。①円筒式土器と大木式土器は時期によっ

て出土量に優劣が看取できる。②中棘テフラ降下前と考えられる土器の出土③前期大形住居跡の構造や変遷

の状況が掴めた。④中期中葉における竪穴住居の形態変化。⑤縄文琥珀に製品加工以外の用途を推定する資

料を得られた。⑥時期により遺構の空間占地が異なる。⑦墓域の所在が不明なこと。

今年度の調査により、力持遺跡の集落成立時期の様相がより明らかとなったことで、縄文時代前期前葉か

ら中期末葉にかけての集落の変遷過程が辿れた。沿岸北部における大木式土器文化圏と円筒式土器文化圏の

接触地域の貴重な資料を得られた。
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遺跡全景 (真上から、右が北 )

前期大形住居跡 (長さ約 18m、幅約 5m、 西から)

力持遺跡 検出遺構
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事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(2)

岩手郡玉山村大字芋田字芋田

53-101ま か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道 4号渋民バイパス建設事業

平成15年 4月 11日 ～11月 11日

6,784 rf

6,784rギ

K E47-2199・ IDE-03

濱田 宏・飯坂一重

玉山村教育査員会

に
百
旦

だ
田

嶋
芋 遺跡

地

者

在

託

所

委

1:50,000 沼宮内

1.遺跡の立地

芋田Ⅱ遺跡は、 IGRい わて銀河鉄道線好摩駅の南東約 l kmに 位置し、秀峰姫神山から延びる山地の縁に

立地する。遺跡の範囲は南北に200m、 東西に450mを 測 り、南側は西流する沢で区切られている。調査区内

の標高は、北側の尾根部で223m前 後、南側の平坦部で205.7～ 206.7mほ どで、平坦部と沖積地との比高はお

よそ17mである。調査以前の状況は、平坦部が畑地として利用されていたほかは、ほとんどが山林である。

2.調査の概要

本遺跡は、かつて平成 9年度に広域農道整備事業に伴う発掘調査が行われ、その際に奈良・平安時代の住

居跡が21棟のほか、土坑や焼土遺構が確認されている。今回の調査区域は、そのすぐ東側に隣接する地点で

あり、同様の遺構の存在が予想された。

調査によって検出された遺構は、縄文時代では土坑 1基、土器埋設遺構 1基、焼土遺構 1基、平安時代で

は竪穴住居跡16棟、住居状遺構 7棟、土坑19基、焼土遺構 9基のほか、近世の墓媛 1基、詳細な時期が不明

の柱穴力Ml基である。

<堅穴住居跡> 16棟検出されたが、それらは一辺の長さが4m以下の小形のもの 7棟、 4～ 6m前後の中

形のもの 6棟、 7～ 8m以上の大形のもの3棟の大きく3つ に分けられる。全体としてみると、大形住居は

平坦部中央から西側に、それ以外は主に東側に位置 している。カマ ドが設置される壁は、北から北東向きの

住居と南東向きのものに三分されるが、今のところ時期差を示すものかは不明である。また、偏平な礫が多

く組まれた煙道・煙出しをもつ住居や土器製作工房の可能性がある住居など、特徴のあるものも多 くみられ

る。これら16棟の時期は、ほとんどが埋土に灰白色火山灰 (十和田 a降下火山灰)を含んでいることから、

火山灰降下以前の 9世紀後半から10世紀前半にかけてと推定される。

<住居状遺構> カマ ドを持たない住居ほどの規模のものを7棟検出した。いずれも平面形は方形で、一辺

の長さは3～ 6.5mである。土坑を有するものや床面に焼土が形成されるものもあり、これらは小鍛治などの

作業場として使われていた可能性がある。

<土坑> 縄文時代に属する 1基はフラスコ形土坑で、西側半分は調査区域外にある。大きさは直径1,7m、 深

遺跡位置
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さは lmである。他はいずれも平安時代のものと思われるが、平面形は隅九方形、長方形、円形の 3つ に大

別される。隅丸方形の土坑 8基は一辺が1.5～ 2.5m前後である。長方形のものは4基確認されているが、長

軸が lm前後のものや 3mを 超えるものがある。形状から、これらは墓娠となる可能性 もある。この他、底

面に焼土を有する円形の土坑や、埋土に灰白色火山灰を含むものなどもみられる。

<焼土遺構> 縄文時代の 1基は、尾根部の土器埋設遺構近 くに確認されたが、それとの関連は不明である。

平安時代 と判断したものは、斜面部裾で4基、平坦部で 5基検出された。前者には炭化材を伴っている。

<土器埋設遺構> 尾根部で 1基検出した。深鉢形土器が埋設され、土器内には拳大の礫が 1個入れられて

いた。時期は縄文時代中期末葉である。

<柱穴> 41基確認 したが、これらで建物は構成できない①直径は20～30cm前 後のものが多 く、埋土に灰白

色火山灰を含むものが数掴ある。

<墓境> 墓石を伴っていたと思われる墓墳が 1基確認された。大きさ・形状は、90× 110cmほ どの隅丸長方

形で、墓石には「天明四年辰年」と年号が刻まれている。人骨一体とキセル・磁器壼・棺の金具が出土した。

<出土遺物> 出土 した遺物の総量は大コンテナ25箱 で、そのほとんどは平安時代の土師器・須恵器である。

これらの中には、墨書された土器や記号 (文字 ?)力該Jま れた土器があり、その数は78点 に及んでいる。ま

た、土師器甕の底部に砂粒が付 く砂底土器と呼ばれるものも数点出土 している。この他の平安時代の遺物に

は、鉄製品 (釘 。刀子・鉄鏃など)や土製品 (耳皿・羽口など)、 炭化 した木製椀、砥石などがある。また、

黒曜石製の石器が 4点出土 しているが、確実に平安時代に属するものかは不明である。縄文時代の遺物は、

土器・石器類が中コンテナ 1箱程度出土した。土器の時期は後 。晩期が主体で、早期 。中期後半のものなど

もわずかながら出土している。

3。 まとめ

調査によって本遺跡は、尾根部は縄文時代中期末ごろの、平坦部と斜面裾付近は平安時代前期の集落跡で

あつたことが明らかとなった。前回の調査結果と併せると、この平安時代の集落は、40棟を超える住居跡と

いくつかの作業場から構成されることになり、今回確認された遺構・遺物から、集落内では小鍛治、土器製

作などの生産活動が行われていたことも判明した。また、墨書・刻書土器、耳皿などが出土していることか

ら、当時そのようなものを手にすることができる地域の有力者が存在 した集落であったことが想定される。

平坦部全景 (北 から)
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調査区全景

大形の堅穴住居跡

カマド全景

方形土坑と出土遺物

芋田Ⅱ遺跡 検出遺構
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くまどう

(3)熊堂B遺跡第18次調査

地

者

在
　
託

所

委

盛岡市本宮字熊堂45-1ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道46号西バイパス建設事業

平成15年 4月 11日 ～6月 30日

平成15年 9月 18日 ～10月 8日

6,775rド

5,452rド

L E16-2118。 OKO-03-18

福島正和・齋藤麻紀子

吉田 充・野中真盛

盛岡市教育委員会

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1.遺跡の立地

熊堂B遺跡は盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅より1.5km西 に位置し、雫石川右岸の河岸段丘上に立

地している。今回の調査区は標高約122m前後で、調査前は主に宅地や畑地として利用されていた。

また、遺跡周辺には、熊堂A遺跡、稲荷遺跡、野古A遺跡、台太郎遺跡など多 くの集落遺跡が存在する。

2.調査の概要

遺構は表土、近現代耕作土層直下の黒色土上面で、縄文時代～平安時代の遺構を検出した。検出した遺構

は、縄文時代晩期～弥生時代の土坑 5基、古代の竪穴住居 6棟、古代の土坑23基、古代の溝 2条であった。

<堅穴住居跡> すべて平面方形であり、カマ ドの取 り付け方位は一定ではない。検出したすべての竪穴住

居跡は、古代のもので、出土遺物から奈良時代と平安時代の二者があると考えられる。

<溝跡> 平行に南北を指向する2条 を検出した。調査区の近接する第14次、第20次調査で検出している 2

条と一連の遺構であると考えられる。これらの溝は、出土遺物から古代のものであると判断される。

<土坑> 時代、性格不明のものを含め28基を検出した。そのうち、土器埋納土坑、礫がまとまって含まれ

る土坑は、出土遺物や埋土の様子から縄文～弥生時代の遺構であると考えられる。また、平安時代の遺物を

含む隅九長方形の土娠墓と考えられる 1基を検出した。

<出土遺物> 縄文土器や弥生土器、墨書土器を含む土師器、須恵器などの土器類や鉄製品が主に遺構から

出土した。出土 した遺物は、糸亀文時代晩期、弥生時代中期、奈良・平安時代のものと考えられる。

3。 まとめ

今回の調査により縄文時代晩期の集落遺跡である熊堂A遺跡の遺構群が南に広が り、古代の集落遺跡であ

る熊堂B遺跡の遺構群が北へ広がることが想定された。調査区は地形変換点上に位置し、当該地力光罷文時代

晩期集落と古代集落が交差する地点であることが遺構および遺物から明らかになった。
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(4)

花巻市高木第19地割101-35ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所  ´

国道 4号花巻東バイパス建設事業

平成15年 4月 8日 ～ 6月 19日

2,621rギ

2,171ド

WI E 26-2340・ UDE-03

小山内透・阿部徳幸

花巻市教育委員会

跡迫
退

に

百
旦

か
台

力
上

地
　
者

在
　
託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

発 掘 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺肋番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

1:50,000 花巻

1.遺跡の立地

上台Ⅱ遺跡は、」R東日本新幹線新花巻駅の南西方向約3.5kmlこ 位置し、西側には南に流下する北上川、東

から北側には西流する猿ヶ石川によって、南側を除く三方が囲まれた範囲のほぼ中央に分布する台地、低位

の河岸段丘上に立地する。遺跡の現況は畑地となっており、周囲の水田面よりも約 lmほ ど高い標高約80m

の浮島状となっている。本遺跡の西方には上台 I遺跡が位置し、未報告ながら過去、花巻市教育委員会によっ

て、本遺跡の今回調査区から約300mほ ど離れた地点の発掘調査が行われており、縄文時代草創期の竪穴状遺

構などが検出されている。

2.調査の概要

今回の調査は、北側畑地部分のA地区と南側水田部分のB地区の二箇所について調査を実施したが、B地

区では試掘の結果、遺構 。遺物は検出されず、遺跡範囲外と判明した。従って今回検出された遺構は、すべ

てA地区からであり、土坑の一部を除く大半が島状の微高地上に位置 し、縄文時代では陥し穴30基、平安時

代では竪穴住居跡 4棟、竪穴状遺構 2棟、掘立柱建物跡 1棟、柱穴約400基、この他、時期不明の土坑44基、

焼土遺構 7基、溝跡 4条などがある。

<陥 し穴> 陥し穴は、形態から判断されたもので、長さ1.5～ 3.5m、 幅15～ 50cmの 溝状のもの、長さ約1.5

m前後、幅約40～ 70cmの 楕円形のもの、直径約1.5mのバケツ形の3タ イプがあり、いずれも深さは 1～ 1.5

m程を測る。ほとんどが溝状及び楕円形のものであり、バケツ形は 1基のみで中央に逆茂木痕を有する。

<堅穴住居跡・堅穴状遺構> 竪穴住居跡は、北側の 1棟については西側が調査区外にかかるため全容は不

明だが、いずれも隅九方形を呈 し、南側の最大のもので一辺約 7m、 ほかは一辺3.5～ 4.5mほ どを測る。カ

マ ドはすべて東壁の南よりに付設され、芯材として人頭大の石が用いられていた。煙道は割 り貫き式が 1

棟、掘 り込み式が 3棟あり、北側の 1棟では土師器甕が土管状に設置されていた。時期的には、中央の 2棟

の検出面で十和田 a降下火山灰と思われるものが確認されたことと出土遺物から、 4棟の形態上の類似性も

あつて 9世紀代後半と考えられる。また、南側の 1棟からは羽日・鉄砧石 。鉄津類が出土 しており、明瞭な

鍛冶炉は検出されず、鍛造剥片も認められなかったが、鍛練鍛冶を行っていたものと思われる。

遺跡位置
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竪穴状遺構は、長軸約4.5m、 短軸約2.5mの 歪なダルマ形を呈するものと長軸約 3m、 短軸約 2mの歪な略

楕円形の2棟が検出された。

<掘立柱建物跡・桂穴群> 掘立柱建物跡 1棟は、調査区微高地上の南側に位置し、南北長軸の 3間 ×2間

で、柱間は約 2m程である。柱穴は、直径がおよそ15～ 40cmの 円形及び楕円形を呈し、深さ5～ 50cmの もの

があり、径約30cm前後、深さ約20cmほ どのものが大半を占める。分布状況としては南側に多 く、中央の竪穴

住居跡周辺では希薄となる。時代を特定できる遺物が出土 したものは少ないが、竪穴住居跡の埋土中から掘

り込まれたものや、分布状況などから、平安時代のものと推測され、今後の検討により掘立柱建物跡が増加

すると思われる。

<土坑類> 土坑類は直径 1～ 2mの円形と長さ約1.5m、 幅約80cmの 長方形のものがあり、いずれも深さは

50cm以 下を測る。出土遺物がほとんどないため、時期や性格などの具体的用途は不明である。

<焼土遺構> 焼土遺構 7基は、強弱はあるものの火熱により赤色変化 した30cm～ 50cmほ どの広がりを検出

したものだが、調査区が開墾により削平されていることから、本来は掘 り込みのある炉跡であったものと考

えられる。

<溝跡> 溝跡は、検出した4条のうち、北側と中央の 2条 は畑地の区画方向と一致 していることから、新

しいものと思われるが、南側の 2条は状況から竪穴状遺構と一連のものとも考えられ、同期の可能性がある。

<出土遺物> 今回の調査で出土 した遺物には、縄文土器、石器類、古代の土器 (土師器・須恵器)、 鉄製

品、土製品、石製品、鉄津などがあり、総量で大コンテナ約 5箱分が出土した。

縄文時代の遺物は、土器は地文のみの時期を特定できない小破片が少量と、石器も不定形の剥片石器 3点、

凹石 1点のほかはフレークが少量出土 したのみである。

古代の遺物は、土器類は大コンテナ約 3箱分が出土し、須恵器は甕の破片が少量と杯の破片が数点と少な

く、大半は土師器の甕や杯で、ロクロ成形のものが多い。鉄製品は刀子と鉄鏃が各 1点、土製品は羽口 1点

と土錘約10点、石製品は鉄砧石 2点、鉄津約10点が出土し、ほとんどが竪穴住居跡からの出土である。

3。 まとめ

本遺跡は、隣接する上台 I遺跡が縄文時代草創期ということもあって、これまで縄文時代の遺跡として登

録されていたものだが、今回の調査では、平安時代の集落であることと、縄文時代には狩猟の場として使用

されていたことが明らかとなった。調査は約6,000ド と推定される遺跡の縁辺の一部を調査 したに過ぎず、未

調査範囲部分の調査が行われることがあればさらに解明できるものと思われる。
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遺跡全景 (東→
)

竪穴住居跡・同カマド遺物出土状況

上台 Ⅱ遺跡 検出遺構

同カマド 完掘

竪穴住居跡 。遺物出土状況
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(5)高木古館跡

花巻市高木第20地害j88-702ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道 4号花巻東バイパス建設事業

平成15年 6月 9日 ～10月 24日

10,597rド

7,890rド

M E26-2089・ TGKD-03

阿部徳幸・小山内透

花巻市教育委員会

遺跡位置

1.遺跡の立地

高木古館跡は、」R東 日本東北新幹線新花巻駅の南西約3.7kmに 位置し、西側を南流する北上川と東側を北

流する猿ヶ石川に囲まれた丘陵地 (標高約90m)に 立地している。遺跡の現況は山林である。

2.調査の概要

中世城館に関する遺構は、曲輪となる平坦部 5箇所、テラス状平場 2箇所、堀跡 3条、土塁 2箇所である。

そのほか、縄文時代の陥し穴が 5基、弥生時代のものと思われる竪穴住居跡 1棟、時期不明の竪穴状遺構 1

棟、土坑 2基、炭窯跡 1基が検出された。

<曲輪> 調査区西狽1か ら東側にかけての尾根頂部に3箇所、そのうちの 2箇所 (1箇所は未調査区)に は

人工的な造成が見られる。他の 2箇所は、北狽]緩斜面の中位に位置し、自然地形を利用 した平坦地である。

<テラス状平場> 調査区西側の斜面中位と中央部の南側の沢すじに検出され、切土や盛土の様相を呈する。

<堀跡> 3条 とも調査区中央の尾根頂部付近で検出され、南北方向に延びるが、いずれも空掘である。

<土塁> 上部の残存状態が悪いが、盛土された簡単な叩き土塁の様相を呈している。

<堅穴住居跡> 周囲の一部が削平されているため残存状態はよくない。平面形は楕円状を呈 し、規模は長

軸約 7伍、短軸約 5m前後と推定され、地床炉 3基が検出されている。

<堅穴状遺構> 出土遺物もほとんどなく、大半が調査区域外にあるため、その全容は不明である。

<陥 し穴> 尾根頂部東側の平場と北側斜面の中位から5基検出され、いずれも細長い溝状である。

<炭窯跡> 調査区東側で検出されたが、出土遺物もほとんどなく時期は不明である。

<出土遺物> 中世のものとしては中国産の青磁片と鏡 (亀 甲地双農文鏡)、 錫杖、古銭 2点がある。ほか

に、縄文土器、弥生土器、石器、土師器、須恵器、近世以降の陶器片等が出土 したが、その量は少ない。

3.ま とめ

今回の調査で高木古館跡は、馬の背状の痩せ尾根を東西に堀切を用いて仕切られた曲輪が連ねた簡便な館

跡であることと出土遺物から15世紀中頃に機能したであろうことがわかった。文献資料に乏しく館主や築城

時期は不明であるが、今後の調査と整理の中で、その様相がさらに明らかにできると思われる。
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(6)

花巻市高木第23地割ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所  ´

国道 4号花巻東バイパス建設事業

平成15年 8月 18日 ～10月 31日

11,590rド

8,342rド

M E36-0218・ TGND-03

丸山直美・窓岩伸吾・吉田 充・野中真盛

花巻市教育委員会
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協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 花巻

1.遺跡の立地

高木中館遺跡は」R東北新幹線新花巻駅の北東約 4 kmの 地点に位置 し、北上川左岸に形成された河岸段丘

上に立地する。遺跡の標高は約72mで、西側を南流する北上川との標高は約12mである。

2.調査の概要

検出された遺構は竪穴住居跡 6棟、土坑10基 (平安時代 )、 掘立柱建物跡 2棟、柱穴列 1列、溝跡 3条、柱

穴群25基 (中 ・近世以降)である。

<堅穴住居跡> 調査区全域より6棟を検出した。平面形は方形～長方形を呈 し、規模は一辺 3～ 5mを測

る。埋土中位に十和田 a降下火山灰とみられるテフラが帯状に堆積するものが 1棟存在する。カマ ドの構築

方向は東壁 2棟、北壁 2棟、北東壁 1棟、南東壁 1棟 と多様である。カマ ド形態は煙道底面が外側に向かっ

てほぼ平坦な角度をもって延びるものが多いが、上部構造は削平によりはつきりしない。

<掘立柱建物跡> 調査区北側から桁行 7間 ×梁間 4間の建物跡 1棟、南西側から桁行 6間 ×梁間 3間の建

物跡 1棟を確認 した。規模はそれぞれ桁行1.44m(47.7尺 )。 梁行5,83m(19.2尺 )、 桁行9.24m(30.5尺 )・

梁行5。 92m(19.5尺 )を 測 り、柱間寸法は6～ 7尺が多用されている。柱穴の深さは8～ 53cmと 浅いものが

あり、柱穴配列も不足するものが多いことから削平により消失 した柱穴が存在すると考えられ、本来は下屋

が付属 していた可能性もある。出土遺物がないことから時期などの詳細については不明である。

<出土遺物> 大コンテナ 7箱分が出土 している。内訳は土師器、須恵器、磁器、石器である。特筆される

のは調査区中央部の竪穴住居跡から出土 した土師器の杯・甕で、製作に際してロクロを使用するものと不使

用のものが混在する。ロクロ不使用のものは底部にムシロ痕を有するもので、器種にはイ・高台郭・甕がある。

3。 まとめ

今回の調査では、高木中館跡の載る段丘の第Ⅱ層面が主に平安時代から近世にかけての居住域であったこ

とが判明した。Ⅲ層からは縄文時代の陥し穴状遺構が検出されており、来年度は更に下層の調査が行われる

ことから、遺跡の様相がより明らかになるものと思われる。また、調査では中世城館に関わるような遺構・

遺物は確認されなかった。
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(7)大清水上遺跡
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所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

胆沢郡胆沢町若柳字慶存ほか

国土交通省東北地方整備局

胆沢ダムエ事事務所

胆沢ダム建設

平成15年 4月 10日 ～ 7月 31日

11,200rド

11,200rド

N E22-2286・ OSK-03

佐藤淳―・水上明博

胆沢町教育委員会

遺跡位置

1.遺跡の立地

大清水上遺跡は」R東北本線水沢駅から西へ約20km、 胆沢川によつて形成された段丘面に位置する。標高

は約290mで、調査前の状況は水源涵養保安林として植林された林地ならびに荒地であった。

2.調査の概要

調査は平成12年度から行われており、今年度は、遺跡東側の1,700ド と西端部5,400∬ 、さらに昨年度から

の継続知 ,100ド を合計 した11,200ぜ が調査対象面積 となった。確認された遺構は土坑34基、陥し穴33基で

ある。

<土坑> 34基確認 した。径 1～ 2m程度、深さ50cm程度の比較的規模の小さいもので、用途や機能につい

て推測し難いものが多い。調査区東側では、底面付近に多量の廃棄炭化材を含むものや、隣接する住居址と

同時期の遺物が出土した土坑など、集落との関連性が推測される遺構を多 く確認 した。

<陥 し穴> 33基確認 した。内訳は溝状をなすものが 8基で、上端が楕円形で底面は長方形をなすものが19

基、さらに上端・下端ともに円形をなし底面中央付近に小穴を持つものを6基確認 している。底面が長方形

をなすものは、底面に複数の小穴を持つタイプ、底面中央に 1つの小穴を持つタイプ、底面に小穴を伴わな

いタイプという三種類が確認されている。また、上端が楕円形、底面が長方形で同じ平面形をなすものでも、

覆土上部に十和田 a降下火山灰と推測される火山灰を含むものと含まないものが確認されている。

3。 まとめ

東側調査区では、集落と同時期の土坑を確認したが、遺構密度という観点からすると集落中心部に比較し

て非常に薄い。陥し穴の平面形は、①溝状のもの、②開口部楕円形・底部長方形で火山灰あり、③②とよく

似ているが火山灰を含まない、④開口部・底部ともに円形をなす、などに分類することができる。これらに

ついては、分類別に配置の規則性を一部確認できるものもある。構築された時期については、それを特定す

ることのできる資料が乏しいことから不明である。出土遺物は、東側調査区からおもに縄文前期後葉～末に

かけての大木5～ 6式土器の破片と、それと同時期と思われる石器類が出土した。西側調査区については、

縄文早期～晩期まで多様であるが、絶対量が少なく、ほとんどは遺構外からの出土である。

焼石岳
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(8)河崎の柵擬定地

東磐井郡川崎村門崎字川崎92ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

床上浸水対策特別対策事業

平成15年 4月 14日 ～11月 28日

22,000rド

17,340ド

O E09-1173・ KSG-03

阿部 憲・亀沢盛行・

鈴木裕明・阿部孝明・

米田 寛・川又 晋・

川崎村教育委員会協 力 機 関

1.遺跡の立地

本遺跡は川崎村役場の西北約 l kmに 所在 し、北上川左岸の自然堤防上に立地 している。標高は19m～ 20m

前後で、調査開始前は畑、宅地として利用されていた。

2.調査の概要

遺構の検出面は大きく分けると、①10世紀前半以降、② 8世紀後半～9世紀初頭、③縄文時代後期～晩期

がある。①面は地表から約50cm、 ②面は約3m、 ③面は約 5m以下の深さである。

<①面の遺構> 掘立柱建物14棟 (柱穴約460基 )、 竪穴住居 1棟、焼± 1基、土坑80基、堀 1条、溝跡 9条、

方形周溝 1基、窪み状遺構 1基、畑跡 8基、墓娠214基、埋没沢跡 1基が検出された。十和田a降下火山灰と

の層序関係から、10世紀前半以降に属する遺構である。掘立柱建物は中世、近世に属するものである。E tt S

Blは大規模な建物で、17世紀後半の民森の主屋と推測される。竪穴住居は埋土中に十和田a降下火山灰を層

状に含んでおり、火山灰降下直前に廃棄されたと判断できる。焼土は周辺に土師器片が散布し、竪穴住居の

カマドの残欠である可能性が高い。堀は出土遺物から11世紀代に属する可能性が高いものである。上幅は約

4.5m、 深さ約1.2mで 自然堤防上を横断する方向に掘られている。溝の中の1条 は堀と約40m離 れ平行に走っ

ており、堀と同時存在と推測される。この堀と溝は前九年の役の「河崎柵」を構成する遺構の可能性が高い。

方形周溝は出土遺物から12世紀後半の遺構と推測される。窪み状遺構は不整な形状で、人為的なものか否か

判断できなかった。埋土中から12世紀代の密教法具の六器が出土している。畑跡は近代～現代のものと、十

和田a火山灰降下頃のものがある。墓墳は中世末から近代初頭のもので、調査区東側の墓域と、中央部の墓

域の2箇所に別れている。人骨の残存状況は良好で、埋葬姿勢を復元できるものが多い。埋没沢は調査区中

央にあり、11世紀、12世紀後半のかわらけ片を多量に含んでいる。土坑の殆どは近代～現代のものである。

<②面の遺構> 8世紀後半～9世紀初頭の遺構である。竪穴住居 9棟、窪み状遺構 2基、焼± 2基、畑跡

2基が検出されている。竪穴住居のカマド方位は西向きが2棟、東向きが 7棟である。窪み状遺構としたも

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発掘調 査期 間

調査 対象面積

発掘調 査面積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

かわさき  さく ぎ てい ち

林 勲   遺跡位置

羽柴直人・星 幸文・溜浩二郎

村田 淳・立花 裕・江藤 教

1:50,000 -関・EF厩
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のは不整な形状のものである。埋土中から土師器、須恵器が出土している。畑跡は調査区東側で検出されて

いる。 2基が重複 して交差 しており、東西方向に走る方が新 しい。

<③面の遺構> 住居跡 2棟、焼± 1基が検出された。住居跡は楕円形の平面形で地焼炉を持つ。③面は縄

文時代晩期後半の遺物を包含する層の上面である。この面より下に厚さ5m以上にわたって砂層と縄文土器

を包含する層が互層に存在している。縄文時代の包含層は、分布を把握するため、調査区の各地点で試掘 ト

レンチによる深堀をおこなった。その結果、調査区のほぼ全域に上記の深さで包含層が存在することが確認

された。この状況から関係機関と協議をおこない、縄文時代の包含層の調査は、試掘 トレンチと先行して掘

り下げを行なっていた部分のみをおこなうこととなった。よってこの③面検出とした遺構は、存在するであ

ろう縄文時代の遺構全体のごく一部にすぎない。

<出土遺物> 多岐にわたる時代の遺物が多量に出土している。

① 縄文時代の遺物 土器は大コンテナ25箱、石器、石製品は10箱出土した。上記のように縄文時代の包含

層は一部分のみの調査であり、全体の包含量はこの数十倍と推測される。土器、石器の時期は後期前葉～

晩期末葉にわたる。他に土偶、土錘、土製耳飾り、土玉が出土している。土玉は径 1～ 2 11ullの 微細なもの

で穿子とがあり赤彩が施されている。また土壌水洗の結果、獣骨、魚骨が多数検出されている。獣骨はシカ、

イノンシ、魚骨はアユ、サケ、フナ、イワシ、サメなどがある。

② 弥生～古墳時代の遺物 僅かな量であるが、弥生時代後半の土器と後北式土器が出土している。

③ 8世紀後半～9世紀初頭の遺物 土師器、須恵器、緑メ由陶器、鉄製品、和同開珠が出土している。土師

器、須恵器はロクロ使用と不使用のものが混在している。緑釉陶器の器種は小壺で無頚のものである。鉄

製品は蕨手刀、鉄鏃、小札、刀子、鎌、紡錘車がある。和同開亦は異なる住居から計 2枚出土した。

④ 10世紀代の遺物 十和田a火山灰降下前後頃の土師器、須恵器が出土している。

⑤ ll世紀の遺物 かわらけが出土している。器種は大型、小型、高台付き、柱状高台がある。他に中国産

白磁碗、土製人形が出土しているが、これらは12世紀に属する可能性もある。

⑥ 12世紀の遺物 12世紀後半の手づくねかわらけが出土している。器種は大皿、小皿、内折れがある。国

産陶器は常滑産片口鉢、渥美産甕、須恵器系陶器波状文四耳重がある。中国産陶磁器は、白磁四耳壼、小

壺、青白磁小壺蓋が出土している。また、密教法具の六器が出土している。

⑦ 中世の遺物 かわらけ、常滑産陶器甕、瓦質悟鉢、中国産白磁皿、青磁碗が出土している。他に板碑が

18基土中から出土した。それ以外に地上に立っていたものが21基あり、合わせて39基が存在する。殆どは

種子のみであるが、文保 2年 (1318年)と応永27年 (1420年)の銘を持つものがある。

① 近世の遺物 調査区各地から陶磁器が多量に出土している。近世墓からは副葬品として銭、煙管、鏡、

鋏、警、年、小柄、土人形、小刀、刀、毛抜き、陶磁器、内耳鉄鋼が出土している。

3.ま とめ

今回の調査で特筆されるのは、11世紀中頃のかわらけと、その時期に属する可能性が高い堀、溝が検出さ

れたことである。これは「河崎の柵擬定地」が前九年の役の「河崎柵」であることを非常に強 く示唆してい

る。また12世紀後半の遺物もまとまった量出土しており、平泉の奥州藤原氏との関係が推察される。

8世紀後半～ 9世紀初頭の集落は、胆沢方面の征夷の時期と重なっており、蕨手刀、鉄鏃、小札など武具の

出土は社会状況を物語る重要な資料といえる。

近世墓は214基 と数が多 く、副葬品、人骨の残存状況も良好で、埋葬方法の解明にこの上ない良好な資料を提

示することができた。
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調査区全景
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蕨手刀出土状況古代竪穴住居跡
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うめ き ざわ

地在所

委  託  者

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

(9)梅の木沢遺跡

軽米町大字小軽米第17地割

字玉川向平87-1ほか

二戸地方振興局土木部

荒廃砂防事業

平成15年 8月 1日 ～10月 22日

2,200ド

2,200ぜ

」F15-0344・ UKS-03

村木 敬・新井田え り子
遺跡位置 1:50,000 陸中大野

1.遺跡の立地

梅の木沢遺跡は、軽米町役場より南東約20km、 大野村と山形村との境に位置 している。遺跡はウチナイ沢

と東流する沢とが合流する地点の上流、標高350m前後の河岸段丘上に立地 している。現況は山林。原野であ

る。

2.調査の概要

今年で 3年 目となる発掘調査は、遺構検出した段階において保存状態が良好であること等の理由から、協

議により記録保存から遺構確認調査に変更された。保存することを目的とした調査であったため、調査区内

の遺構配置の把握に務めた。また、遺構の性格が把握できないものに対 してのみ必要最低限の トレンチを入

れ、それらの詳細な記録を得ることとした。

今回の精査の結果、高殿・排淳場 。性格不明遺構 。鍛冶場の4箇所の異なる作業により形成された範囲を

確認できた。以下にそれら成果をまとめておく。

<高殿> 高殿は調査区北西隅の最も標高の高い場所に存在 している。その内部において製鉄炉 1基、押立

柱 4基、焼± 2基、その外部において土塁 1基、堀 1条が検出され、製鉄炉を中心とした各配置を確認でき

た。

高殿の規模は南北約18m×東西約16m、 平面形は隅丸長方形の九打ちである。床面は焼 き締められた土や

黄褐色粘土で形成されている。焼き締められた土は輔座を構築する粘土との堆積関係より、 3回の構築され

ている状況が確認された。また、黄褐色粘上の堆積からは北側に形成された排津場を整地 して拡張 している

ことが明らかとなった。

製鉄炉は高殿のほぼ中央に位置し、その掘 り方の規模は約 7～ 8m、 平面形は長楕円形を呈する。その中

央部付近の両脇には輔座、両端には湯溜 りがそれぞれ確認されている。そこから想定できる炉の規模は3～

4mである。炉の地下構造は、木炭と礫で形成されている。基本的には木炭を充填する方法が取 られいる。

この木炭充填層 と輔座に使用された粘土の堆積関係から、 3度の再構築が確認された。 3度 目の構築以降の

の地下構造においては、底面に焼けた粘土力翠占られ、東側壁面のみ礫が配置されるようになり再度補修を行っ

ていたことを確認できた。
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押立柱は、平面形は円形ないし楕円形を呈 し、深さは0.8～ 1.5mである。直径約0。 4mの柱痕が確認されてい

る。

<排滓場> 高殿の北東から東側 と性格不明遺構群の南東側にかけて 2地点存在 し、長軸60mの広範囲に形

成されている。このつ,淳場に2本の トレンチを入れた結果、炉壁 と鉄津が互層 となっている状況を確認 した。

それらの トレンチから土納袋約2,000袋・重量約45～ 60tの鉄津と炉壁が出土 している。両排津場の鉄津を分

析することでその性格の違いを明らかにしていきたい。

<性格不明遺構群> 本遺構群は、高殿南側の緩斜面に存在 し、竪穴状遺構 1基、掘立柱建物 1棟、焼± 1

基、柱穴30基検出されている。竪穴状遺構と焼土は掘立柱建物内に存在 している。

<鍛冶場> 調査区南側の平坦面からそこから南へ登る緩斜面の比較的狭い範囲に、本遺構群は密集して存

在 している。その範囲において鍛冶炉 4基、焼± 1基、集石遺構 2基、炭窯 1基、柱穴 3基が検出されてい

る。

<出土遺物> 出土遺物は近世陶磁器が小コンテナ 1箱出土 し、肥前産、大堀相馬産、小久慈産、瀬戸・美

濃産などが見られる。それらの所属時期は概ね18世紀後半から19世紀前半である。その他には銭貨、釘や鑑

などの鉄製品、羽口などが点数は少ないものの出土 している。

3。 まとめ

平成13年度より3年間継続 して調査が行われた結果、鉄山内においてそれぞれの作業工程により場所が異

なって形成されていることが明らかになった。また、出土遺物の所属年代より19世紀前半に所属する鉄山で

ある可能性が高いと思われる。今回の調査により居住域の把握ができなかったものの鉄山内において、この

ような遺構配置が得られた結果は大きな成果と言えよう。

今後、文献等から梅の木沢鉄山を中心とした他の当該期の鉄山との関係やその位置付けを明らかにしてい

きたい。

6 5 4 ０
じ

９

留 1

C ≫

B
ノ
′
Ｆ

A

却場器基2寺
髯婁尊尊螢||   |

Ⅷ Ⅷ

司

_卜 ¬

「

引

4:華 I性格不嚇節群
隠∈
「「

高 殿

梅の木沢遺跡 遺構配置図

□
鍛冶場

-32-

‰
搾 場



-88-

国墓甑螂軍 蠅事洋辛⑫獣

郡
Ｑ

爵
ヽ

∞

灘
鰯∞謙

叫
謙
も
ｕ
苦
計
嗣

灘
甜
耐
詳
ト



調査区全景

性格不明遺構群検出

製鉄炉検出

梅の木沢遺跡 検出遺構
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なか さ い はち

(10)中佐井Ⅷ遺跡

所  在  地 岩手郡安代町字中佐井42ほ か

委  託  者 盛岡地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 中山間地域総合整備事業浅沢地区

発 掘調査 期 間 平成15年 4月 8日 ～6月 3日

調 査 対象面積 1,550∬

発 掘調 査面積 1,550∬

遺跡番号・略号 」E55-1224・ NSIⅧ -03

調 査 担 当 者 亀大二郎・小林弘卓

協 力 機 関 安代町教育委員会
遺跡位置 1:50,000 荒屋

1.遺跡の立地

本遺跡は」R花輪線荒屋新町駅より北東 4 km付近に位置し、安比川右岸に形成された河岸段丘上に立地し

ている。遺跡の南東側は標高300m程度の丘陵地になっており、その奥には七時雨山、田代山、毛無森など

900～ 1,000m級の山地が連なっている。

2.遺跡の概要

今回の調査で確認された遺構は、竪穴住居が 1棟、竪穴状遺構が 1棟、土坑が12基、溝状陥し穴が 1基である。

<堅穴住居> 竪穴住居を調査区中央付近で検出している。平面の形状は楕円形を呈 しており、中央に窪み

を伴う炉跡がある。出土した土器は円筒系のものと大木系のものがあり、遺構の時期としては縄文中期中頃

と想定する。

<堅穴状遺構> 上記竪穴住居の東側で検出している。土器は出土していないが、検出面及び埋土の状態か

ら判断して竪穴住居と同じ頃の遺構と思われる。

<土坑> 調査区の北東狽1か ら4基、中央付近から6基、また南西側から2基検出している。北東狽1の数基

は底部に入化物を含んでおり炭窯跡の可能性もあるが、長芋の耕作によって形状が攪乱を受けているためそ

の性格を判断しがたい。中央付近の 1基からは、寛永通宝がまとまって出土している。

<溝状陥し穴> 調査区の南西端で検出している。埋土の中位層には十和田 a降下火山灰と思われる火山灰

が含まれている。また、底面には逆茂木痕とみられる小孔を伴っている。

<出土遺物> 遺物は縄文土器が大コンテナで 3箱、石器が中コンテナで 1箱出土している。縄文土器の大

半は中期中葉のもので、後・晩期のものも何点か含まれている。

3.ま とめ

調査区の現況は北東端の斜面以外はほとんど平坦であるが、十和田 a降下火山灰を検出する面まで下げた

状態、さらに地山 (八戸火山灰層上面)ま で下げた状態から推察すると、古代以前は調査区中央より南西側

に向かって落ち込んでいく谷地形だったようである。竪穴住居及び竪穴状遺構を検出した付近から南東側に

かけてのなだらかな丘陵地に縄文時代中期頃及び後・晩期頃に生活が営まれており、遺物の大半はそこから

地形に沿つて流れ込んできたものと思われる。
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(11) ソマナイ遺跡

所  在  地 下閉伊郡田野畑村和野533番地 9他

委  託  者 官古地方振興局農政部農村整備課

事  業  名 中山間地域総合整備事業

発 掘 調 査期 間 平成15年 4月 15日 ～6月 30日

調 査 対 象面積 2,379∬

発 掘 調 査面積 2,379∬

遺跡番号・略号 K G22-1355,WNS-03

調 査 担 当 者 阿部勝則・新妻伸也

協 力 機 関 田野畑村教育委員会
遺跡位置 1:50,000 岩泉

1.遺跡の立地

本遺跡は、田野畑村のほぼ中央にあり、三陸鉄道北リアス線カンパネルラ田野畑駅の南西約2.5km、 田野畑

村役場から南東約 l km付近に位置し、東流 して太平洋に注 ぐ平井賀川とその支流に狭まれた海岸段丘に立地

する。調査区は北西から南東に緩 く傾斜 し、標高は約211～ 233mである。現況は畑地と山林である。

2.調査の概要

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡 2棟・陥し穴状遺構13基・土坑12基、近代の炭焼窯 1基・掘立柱

建物跡 1棟 を検出した。

<堅穴住居跡> 調査区西側の平坦面で、縄文時代の竪穴住居跡を2椋検出した。東側にある住居跡は、規模・

平面形が径 5m程の円形と推定され、東壁寄 りに炉跡 と推定される焼土を 1箇所確認 した。柱穴は3基検出

している。時期は、出土 した土器から縄文時代中期末葉と推定される。

<陥 し穴状遺構> 円形 2基・方形 1基・溝形10基を検出した。規模は、円形のものは径1.5m、 方形のもの

は1.7× 1.4m、 溝形は長さ1.5～ 2.8m、 幅0.6～ 0,8m、 深さ0.7～ 1.5mで ある。円形と方形の陥 し穴の底部

には逆茂木痕があった。時期は、覆土上位に中採火山灰が確認されたので、縄文時代前期前葉と推定される。

<土坑> 平面形が円形の上坑が10基、楕円形の上坑が 2基ある。規模は、径0,8～ 1.5mで ある。

<掘立柱建物跡> 4本柱の掘立柱建物跡 1棟 を調査区西側の傾斜地で検出した。平面形は長方形、規模は 2

m× 4mで、柱穴の規模は径0.5m前後、深さ0.5m前後である。近代の炭窯跡に関連する施設と考えられる。

<炭窯跡> 調査区西側の傾斜地で 1基検出した。平面形は卵形で、長軸 4m、 短軸2.5mである。焚き日は

南側にあり、煙道日は北狽1に ある。焚き口側は焼土が広が り、煙道側は煤に覆われていた。

<出土遺物> 縄文土器が大コンテナ 1箱出土 している。時期は縄文時代前期～晩期があり、中期の土器が

多 くを占める。石器は剥片石器や礫石器などが少量ある。垂飾 りなどの石製品も出土 している。

3。 まとめ

今回の調査では次のことが確認された。縄文時代前期の陥し穴状遺構が調査区東側に約30～ 40m間隔を

もって広 く分布 していた。陥し穴状遺構は、本調査区の南北にある沢を結ぶ獣道上につ くられていたものと

考えられる。また、調査区の西側の平坦面には、縄文時代中期の竪穴住居跡が検出されている。
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(12)

所  在  地 下閉伊郡田野畑村和野589番 地 1他

委  託  者 宮古地方振興局農政部農村整備課

事  業  名 中山間地域総合整備事業

発掘調 査期 間 平成15年 7月 1日 ～8月 5日

調査 対象面積 1,340ポ

発 掘調査面積  627言

遺跡番号・略号 K G22-1262・ WNNH」 -03

調 査 担 当 者 新妻仲也・阿部勝則

協 力 機 関 田野畑村教育委員会
遺跡位置

1.遺跡の立地

本遺跡は、田野畑村のほぼ中央にあり、三陸鉄道北リアス線カンパネルラ田野畑駅の南西約2.5km、 田野畑

村役場から南東約 l km付近に位置し、東流 して太平洋に注ぐ平井賀川とその支流に挟まれた海岸段丘に立地

する。調査区は、東側は北西から南東方向に沢が入 り、緩い東向きの斜面になっており、西偵1は高台で平坦

面である。標高は247～ 255mである。遺跡の現況は畑地・山林である。

2.調査の概要

今回の調査では、縄文時代の陥し穴状遺構 4基・土坑 4基・遺物包含層 1箇所を検出した。

<陥 し穴状遺構> 4基 検出した。平面形は円形・溝形のものがある。規模は、円形の陥し穴は径 1～ 1.5

m、 溝形の陥し穴は長さ2m、 幅 lm、 深さ0.8mで ある。底部には逆茂木痕が確認されている。これらの陥

し穴は、約30～40mの 間隔で配置され、遺跡の南北にある沢を結ぶ獣道上につ くられたものと推定される。

時期は、出土遺物が無 く、覆土に火山灰の堆積も見られないことから、詳細は不明である。占地と検出状況

から形態別による時期差はないと判断される。

<土坑> 平面形が円形の上坑 3基、不整形の土坑を 1基検出した。円形の上坑の規模は、径0.5mの もの 1

基、径1.5mの もの2基で、深さは、最も深い土坑で1.5mで ある。不整形の土坑の規模は、径 lm、 深さ15

cm程である。縄文時代後期の土器片が出土している。

<遺物包含層> 西側の斜面に面積約135ドの遺物包含層を確認した。土器を多量に包含する褐色土層は、遺

構の構築時に廃棄された排土と推定され、厚さは30cII程 で斜面の上位にのみに広がる。ほぼ完形の土器や石

器が多 く出土している。時期は、縄文時代後期前葉が主体である。

<出土遺物> 縄文土器が大コンテナで 4箱出土 している。時期は縄文時代後期前葉のものが主体である。

石器は、剥片石器 。礫石器など中コンテナで 1箱出土している。他に石棒などの石製品も出土 している。

3.ま とめ

今回の調査では、縄文時代の陥し穴状遺構が検出された。また、西側の斜面では縄文時代後期前葉の土器

捨て場だつたと考えられる遺物包含層が確認された。同時期の居住域は、西側にある未調査区の高台となる

平坦面にあるものと想定される。調査区西側の調査未了地と未調査区は次年度以降の調査 となる。
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くまどう

盛岡市本宮字熊堂71-2ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 4月 12日 ～ 6月 20日

1,588rド

1,588rド

L E16-2107・ OKD-03-17

本多準一郎・小松則也

盛岡市教育委員会

(13)熊堂A遺跡第17次調査

地

者

名

在
　
託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1.遺跡の立地

熊堂A遺跡は」R東北本線仙北町駅から西に約1.5kmに位置し、雫石川によって形成された標高123m前後

の河岸段丘に立地 している。雫石川との比高は5mで、遺跡の現況は宅地跡である。

2.調査の概要

今次調査区は東西約25m、 南北約64mの範囲に亘り、大きく北側と南側調査区に分かれている。南側調査

区から竪穴住居跡 1棟、土坑17基、石囲炉 3基、焼土遺構 6基が検出された。出土する遺物等から縄文晩期

後半を中心とした集落跡と考えられる。

本遺跡の基本層序については、 I層表土 (宅地造成の盛土)、 コ層旧耕作土 (水田)、 Ⅲ層黒褐色土層 (無

遺物層 )、 Ⅳ層遺構検出面。遺物包含層に大別される。Ⅳ層上面から下位に20～ 30cm程が遺物の包含層になっ

ており、南北約30mの範囲に広がっている。一部グライ化している部分が見られ湿地帯だったと思われる。

Ⅳ層包含層下位で遺構検出したが遺構埋土との識別が難 しく検出面は包含層内だった可能性もある。

<堅穴住居跡> 1棟検出している。規模は5× 4.lmでほぼ円形を基調とする竪穴住居跡である。壁の立ち

上が りは緩やかで、炉はほぼ中心に石囲炉が設置され、 3基の作 り替えが確認できる。この内 1基は、土器

埋設の石囲炉である。柱穴の確認はできなかった。出土している遺物から縄文晩期後半に属すると推定され

る。

<土坑> 調査区南西部から17基集中して検出している。平面形は円形と楕円形を基調とするものが大部分

を占め、断面形は碗形、逆台形、すり鉢状の形状を呈するものがある。規模は長軸70～ 200cm、 短軸40～ 150

cmの範疇にある。底面から縄文土器片や土版が出土 した土坑もあり、形状等から墓坑の可能性の高いものも

ある。文様等の特徴などから縄文晩期後半に属すると思われる。

<石囲炉> 3基 検出した。規模は長軸110～ 120cm、 短軸100～ 110cmを 預1る 。壁の立ち上が りや、柱穴の跡

は確認できなかったが、内 2基は焼土面の焼成がよく石がしつかりと配置されていたことから住居跡の可能

性が高い。 1基は石囲炉の形態をなしていたが、焼土面が検出されなかったため、炉以外の用途に使用され

たと思われる。
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<焼土遺構> 9基 検出した。平面形は不整を呈するものが多い。規模は長軸30～ 80cm、 短軸20～ 60clllで あ

る。大部分の焼土遺構は焼成が悪 く石の配置も確認されない。出土遺物は土器片が数点出土 してお り、文様

等の特徴などから縄文晩期後半に属すると推浪1さ れる。また、この内 1基からは多量の炭化 したクルミ片が

出土している。

<出土遺物> 土器と石器を合わせて大コンテナ36箱 出土した。遺物等の出土は調査区南側の約430ドの限ら

れた範囲に集中している。土器は縄文晩期後半大洞C2式～A式を中心に、甕、壺、台付浅鉢、浅鉢が出土

している。一括で出土するものもあるが、大部分は破片で摩滅しているものが多 く遺構外の出土の割合が多

い。この他土偶 (破片含む)9点、土版 2点、耳栓 4点等の土製品も出土している。石器は石鏃、石匙、石

錐、箆状石器等が出上 している。石製品は完形の石刀 1点、完形の石棒 1点、他石棒類を含む多 くの石製品

が出土 し、フレーク類や不定形石器、石核の出土 している割合が多い。

3。 まとめ

本遺跡は平成 8年度にも隣接する調査区東側で調査が行われ、竪穴住居跡 1棟を検出している。検出され

た遺構数などから今次調査範囲は熊堂A遺跡の中心域にあたると思われる。今回の調査で熊堂A遺跡は縄文

晩期を中心とした集落跡であることが判明した。時期が近い集落跡としては盛岡市教育委員会が調査 した盛

岡市湯沢に立地する縄文晩期前半を中心とした湯壼遺跡 (標高192～ 1%m)があるが、盛岡南開発関連遺跡

の調査でこのような集落跡が見つかった例は少ない。周辺の遺跡は殆どが古代を中心とした集落跡であり、

なぜ標高の低い位置にこのような集落が形成されたのか地形的な観点からも検討をしていく必要がある。

遺構配置でみると住居跡 (石囲炉)が集中する範囲と土坑等が集中する範囲が分かれており、場の使い分

けがされていたことがうかがえる。遺物の出土については遺構外からの出土が多いものの土偶やミニチュア

土器、石刀や石棒などの石製品が出上していることから祭祀的な事が行われていた可能性が考えられる。ま

た、石核やフレーク類の出土割合が多いことからこの場所で石器製作を行っていたと思われる。

盛岡市内で縄文晩期の集落が検出されている例が少ない中、貴重な資料を提供 したと考えられる。今後周

辺の縄文晩期集落跡と比較・検討を加え、総合的に本遺跡の性格等を考えていきたい。
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竪穴住居跡完掘

土坑内土器出土状況 土坑内土器出土状況

石囲炉完掘 土器出土状況

石棒出土状況

熊堂A遺跡第 17次調査

石刀出土状況

検出遺構・遺物出土状況
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くまどう

盛岡市本宮宇熊堂58-1他

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 4月 11日 ～10月 17日

10,070rド

10,216言

L E16-2118。 OKO-03-20

阿部員澄・早坂 淳

盛岡市教育委員会

(14)熊堂B遺跡第20次調査

地

者

名

在

託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.遺跡の立地

熊堂B遺跡は、」R東北本線仙北町駅の西約1.5km、 雫石川右岸の微高地上に位置する。本次調査区は西側

(E区 )が休耕田、畑地と宅地跡、北側 (G区 )が宅地跡で占められ、過年度におこなわれた第 1・ 15次調

査区、本年度並行 しておこなわれた第18・ 19次調査区に隣接 している。標高は123～ 124m前後と概ね平坦で

あるが、その中でも多少の高低差がみられ、北側 (G区 )は微行地の縁辺部にあたり、緩やかに下降しなが

ら低湿地に至る。

2.調査の概要

本次調査で新たに検出した主な遺構は、竪穴住居跡21棟 (奈良時代 2棟・平安時代19棟 )、 掘立柱建物跡 1

棟、土坑37基、竪穴状遺構 2基、焼土遺構 1基、溝跡22条、柱穴状土坑である。調査区内の層序は、 I層灰

黄褐色土 (現代耕作土)、 コ層黒掲色土、Ⅲ層黒褐色土と暗褐色土 (漸移層)、 Ⅳ層黄褐色砂質土 (地山層)、

V層砂礫層と把握、Ⅲ層下面からⅣ層上面で遺構を確認した。

調査区は10,000ぜ 以上あり、また 3箇所に分かれているため、プレハブを中心に西側をE区西とE区東、

北側をG区 とした。位置については、後のグリッド図に示 した。

<堅穴住居跡> 調査区E区東から10棟 (奈良時代 2棟・平安時代 8棟 )、 E区西から11棟 を検出した。E区

は全体に耕作による削平を受け、遺構の残存状況は良くない。埋土は、黒tr5色土～暗褐色土が主体、一部に

は灰白色火山灰粒が認められるものもある。平面は方形が主体であり、規模は一辺が約 3mの もの 9棟、約

4～ 6孤のもの10棟、床面またはカマ ド部分のみ残存するもの2棟であり、比較的小規模の竪穴住居跡が集

落を形成している。21棟中12棟 についてカマ ドの精査をおこなったが、作 り替えがおこなわれていたのは 2

棟のみであった。煙道の作 り方は今」り貫き式と掘 り込み式の両方、方向については奈良時代の竪穴住居跡が

北西であるのに対 し、平安時代の竪穴住居跡に於いては、概ね東から南の傾向がみられる。

<掘立柱建物跡> E区 東で 1棟検出した。規模は 2間 ×2間 (4× 4m)の正方形で主軸方向は南北であ

る。掘 り方は径40cm前後、深さ22～33cmで ある。竪穴住居跡や土坑が集中するE区東にあり、古代に属する

と考えられる。

<土坑> E区 東と西で計37基検出した。大部分は時期を特定する遺物も少なく、役割等も不明である。た
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だE区東の竪穴住居跡東側に隣接する方形の土坑は、暗褐色土層を確認することが出来、墓娠とみられる。

E区東の 1基 と西の 1基からは調整が明瞭に残 り剥がれたように砕けた土師器・甕破片 (口縁～体部)が焼

土とともに出土 している。また、E区西の北西調査区境には、埋土下層から底面に焼成良好の焼土が認めら

れる土坑もあり、その役割については検討中である。

<堅穴状遺構> E区 東で 2基検出、平面はいずれも方形である。E区東の 1基の埋土は隣接する竪穴住居

跡と同様黒褐～黒色土主体、一辺が 2～ 3mと小規模であるが須恵器・短頸壼が横向きで出土している。も

う1基は第 1次調査区との境にあリー辺が 4m、 埋土はにぶい黄褐色～黒褐色土主体、壁の立ち上が りが明

瞭であり、攪乱を含むが、埋土中から土師器片や須恵器が出土している。

<焼土遺構> E区 西で 1基検出、平面は不整形、焼成良好の明赤褐色焼土が残る。カマ ドと床の一部のみ

残る竪穴住居跡等があることから、住居跡のカマ ド部分であったと考えられる。

<溝跡> 新たにG区で 5条、E区東で 2条、E区西で15条検出した。G区 には他に第18次調査区→第20次

調査区→第15次調査区と延びる約21m深 さ20cIIl前 後の底面に工具痕が残る浅い溝跡や、出土遺物は少なく時

代を特定することはできないが東西に廷びる長さ約75m深 さ55～ 66clllの 溝跡がある。本次調査に於いてはこ

の溝跡より北側で古代の遺構を確認することはできなかった。E区東の溝跡 1条 に関してもG区の溝跡と同

様時代の特定は出来ないが、長さ約41m深 さ46～ 58cm、 遺物は少なく壁の立ち上がり等は明瞭である。E区

西の溝12条は、調査区南東に広がる黒色上部分にあり、埋土に灰白色火山灰を含み、北側に広がる集落とほ

ぼ同時期に使用されたとみられる土師器・甕や杯などの出土遺物も多い。

<出土遺物> 遺物は大コンテナで 6箱出土した。種類は、土器 (土師器・須恵器)、 石器 (砥石・石匙)、

鉄製品 (刀子・紡錘車・釘・鎌・鉄鏃)が主である。土器については、G区は検出面からの出土のみである

が、E区東では竪穴住居跡を中心にロクロ使用とロクロ未使用の土師器、E区西では竪穴住居跡を中心にロ

クロ使用の土師器が出土している。器種は甕と杯が中心であり、高台付郭や厚めの鉢、土師器・小型甕の他、

砂底土器や墨書土器 (破片)な どもみられる。

3。 まとめ

4月 からおこなった約10,000す の調査により、現時点で以下のことが考えられる。

(1)E区西は調査前は水平な休耕田であつたが、竪穴住居跡の残 り状態からみると、古代に終いては西

側が高 く、また北側も自然に高 くなっていたとみられる。北側からみると南東に延びた、黒色土部分 (旧

河道)に向け張 り出した土地であり、そこに古代の集落が形成されていた。

(2)(1)に対 して、G区は熊堂A遺跡から続 く低湿地に向け、緩やかに下る段丘の縁であったとみられ

る。中央部分を調べた結果、水分を含んだ粘土質層が褐色土と責掲色砂質土の下まで入 り込んでいる

ことから、現在よりも南側まで低湿地が広がっていたと予想される。

今後は、本次調査結果のまとめと過年度の調査結果を統合 し、古代熊堂集落の全容をより明確にしていき

たいと考える。
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熊堂 B追跡 グリッド配置図
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調査区全景

遺物出土状況

E区西 溝跡完掘 作業風景

熊堂 B遺跡第20次調査 検出遺構
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だい た ろう

盛岡市向中野字八 日市場 8-4ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 4月 11日 ～11月 10日

8,686rギ

6,616∬

L E16-2269・ ODT-03-51

中村絵美 。石崎高臣・阿部員澄・

早坂 淳

盛岡市教育委員会

(15)台太郎遺跡第51次調査

地

者

名

在
　
託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.遺跡の立地

台太郎遺跡は、盛岡市の南西部、JR東北本線仙北町駅から南西約900mに 位置する。雫石川によって形成

された河岸段丘上の標高120mに立地している。概ね平坦な地形であるがその中でも若千の高低差がみられ

る。

2.調査の概要

今回の調査は、 6つ の調査区 (A～ F区)に分かれている。調査前の状況は、水田や畑、道路、宅地等に

利用されていた。これらのうち水田 。畑地以外の区域では、現況の建物の基礎、排水管、水路等の影響を受

け遺構の残存状態は良くなかった。

検出した遺構は、竪穴住居跡26棟 (縄文時代晩期 4棟、古墳末～平安時代22棟 )、 住居状遺構 3棟、土坑65

基、溝跡29条 、井戸跡 1基、柱穴状土坑約150基である。

<堅穴住居跡> 縄文時代晩期の竪穴住居跡はA区、古代の竪穴住居跡はB～ F区 に分布する。このうち古

墳末～奈良時代の竪穴住居跡は、C区 3棟、D区 5棟、E区 1棟、F区 3棟、計12棟検出された。形状は方

形で、一辺が 2mか ら7.5mま で様々な規模を持つ。カマ ドはいずれも北壁に設置され、煙道の構築方法は今J

り抜き式である。袖は地山を積み上げるものが大半を占めるが、削 り出しも一部認められる。同壁にカマ ド

を2基設置する住居跡が 2棟あり、このうち 1棟では拡張が行われている。

平安時代の住居跡は、B区 9棟、D区 1棟の計10棟検出された。形状は方形、規模は2.8～ 6mである。カ

マ ドは東・西・南壁と様々な方向に設置され、煙道の構築方法はやはり到抜式と思われる。前代の住居跡が、

同壁に複数カマ ドを持つ立て替えまたは拡張なのに対 し、煙道方位を変えたものが数棟重複する。

縄文時代晩期は、古代の住居跡がみられないA区で4棟検出された。住居跡は洪水等によって一気に埋

まっているため、埋土が周囲の地山土と非常に類似 しており、平面形での規模・形状を把握することができ

なかった。しかし、地床炉及び石囲炉が各 3基検出され、これを中芯とした床面上に炭化材及び遺物の広が

る範囲が認められた。

<土坑> A～ F区で検出されたが、大半は遺物もなく時期不明である。

-49-



□ 50次調査区

匡巨]51次調査区
0  116,OO0 100m
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ふ竪穴住居跡 (縄文)

・  地床炉

▲ 石囲炉

睦珍炭化物範囲

台太郎遺跡第51次調査 遺構配置図 1
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50次調査区

竪穴住居跡 (古代 )

土坑

台太郎遺跡第51次調査 遺構配置図 2
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<溝跡・堀跡> 溝跡も土坑同様全区域で検出された。A区では北西部の旧河道の落ち際に沿って溝が何条

も走 り、調査区の北東部では、奈良と平安時代の溝が 2条重複 している。両者とも幅 2m程度の比較的規模

の大きい溝で、平安時代の方には多量の遺物が投棄されていた。

堀跡は、E区、F区 に位置する。いずれも前年度までの調査区から続 くもので、E区の堀跡は、22次 。44

次調査のものと同一遺構で方形に区画する可能性が高い。

<井戸跡> B区 で検出された。放射状に円を描いて石を積み上げ壁とし、底には水溜として木製の枠が設

置されている。遺物が出土 していないため、時期は不明である。

<出土遺物> 土器が大コンテナ20箱程度出土 した。大半が古墳末～平安時代 もので、在地の土器に混じり

関東系土師器が 1点住居内から出土 している。その他の出土遺物には、縄文土器 。中～近世陶磁器、鉄製品

(紡錘車・鉄鏃)、 土製品 (紡錘車・勾玉)、 石器・石製品(石鏃・敲磨器類・紡錘車)、 木製井戸枠、馬歯などが

ある。

3.ま とめ

今回の調査では、遺跡の西側 (B区 )で平安時代の住居跡、東側 (C～ F区 )で奈良時代の住居跡が検出

された。以前の調査においても周囲に同時代の遺構が分布する傾向がみられる。また、奈良時代の住居は比

較的散在 し、平安時代のものは密集し重複するという状況がみられ、これまでの成果と矛盾がない。一方で、

古代の住居跡が存在 しない旧河道付近の低い区域 (A区 )では、縄文時代晩期の住居跡が立地している。各

時代においての占地、土地の利用方法が異なっていた可能性が考えられる。

台太郎遺跡第51次調査

石囲炉

検出遺構・出土遺物

奈良時代のカマド

関東系土師器出土状況
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ほそ や ち

盛岡市向中野字野原11-1ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 7月 1日 ～11月 7日

3,067rド

2,638rド

L E26-0214・ OHY-03-8

福島正和・齋藤麻紀子

盛岡市教育委員会

(16)細谷地遺跡第 8次調査

地

者

名

在
　
託

業

所

委

事

発 掘 調 査 面 積

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.遺跡の立地

細谷地遺跡は盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から1.5km南 に位置 し、雫石川右岸の河岸段丘上に立

地 している。今回の調査区は標高約122m前 後で、調査前は主に果樹園やその他の畑地として利用されてい

た。遺跡周辺には、北に飯岡才川遺跡、台太郎遺跡、向中野館遺跡、西には矢盛遺跡が存在する。

2.調査の概要

遺構は表土、近現代耕作土層直下の黒色土上面で、古代の竪穴住居16棟、畑状遺構 2箇所、杭跡13基、土

坑17基 を検出した。竪穴住居や土坑は、主に調査区中央からやや東側に密集 しており、畑状遺構、杭跡は調

査区西側でみられた。一部、削平や攪乱を受けているが遺構、遺物の遺存状態は概ね良好であつた。

<堅穴住居跡> すべて平面方形であり、煙道とカマ ドを 1辺に持つが、その取 り付け方位は一定ではない。

検出したすべての竪穴住居は、十和田 a降下火山灰や出土遺物などから平安時代のものであると考えられる。

<畑状遺構> 平行する畝間状の溝計31条 を2箇所で検出した。遺物の出土はなかったが、溝の埋土すべて

に十和田 a降下火山灰が多 く含まれていることから竪穴住居と同じく平安時代の所産であると考えられる。

<杭跡> 畑状遺構の南側に整列ではないが、13本の杭跡からなる杭列を検出した。杭跡は直径 5～ 10cmの

円形で、埋土上層に十和田 a降下火山灰がみられる。畑状遺構に関連する杭列の可能性がある。

<土坑> 時期、性格不明のものを含め17基 を検出した。そのうち、被熱痕跡や焼土を伴う4基、細かく剥

離 した土師器片が多 く出土 した 1基は、それぞれ土器の焼成に関係する遺構である可能性が考えられる。

<出土遺物> 墨書・刻書土器を含む土師器、須恵器などの土器や鉄鏃、鉄鎌、鉄釘、刀子、餃具など鉄製

品が竪穴住居などの遺構から出土 した。出上 した遺物は、いずれも平安時代のものと考えられる。

3.ま とめ

今回の調査によって第 4次、第 5次調査で検出した古代の集落がさらに南へ広がることが明らかになった。

この集落は、検出した遺構や出土した遺物から平安時代であると考えられる。さらに、竪穴住居のみならず

畑状遺構や土器焼成土坑と思われる遺構を検出し、周辺の古代集落遺跡では不明確であった集落内での生産

活動を遺構から想定することができる。当該期集落の具体像に迫る貴重な例であると考えられる。
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豊跡

所  在  地 紫波町南日詰字田中143ほ か

委  託  者 盛岡地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 経営体育成基盤整備事業南日詰地区

発 掘 調 査 期 間 平成15年 9月 16日 ～11月 11日

調 査 対 象 面積 1,491紆

発 掘 調 査 面積 1,491言

遺跡番号・略号 L E77-1086。 MHZ-03

調 査 担 当 者 北田 勲・坂部恵造

協 力 機 関 紫波町教育委員会

犬Ⅲ
渕

遺跡位置 1:50,000  日弓浩

1。 遺跡の立地

南日詰遺跡は、紫波郡紫波町の南部、町役場から南に約 4 kmに位置 し、北上川西岸の段丘裾部縁辺に立地

している。標高は95m前後でほぼ平坦 (若干東に下る)、 現況は畑地・水田である。

2.調査の概要

今回の調査で検出した主な遺構は、平安時代の竪穴住居跡 1棟、近世の竪穴遺構 1棟、近世の掘立柱建物

跡 8棟、時期不明の土坑 8基、井戸跡 2基、溝跡 6条、ピット182基、陥穴状遺構 9基である。

<堅穴住居跡> 調査区南西側で 1棟を検出した。一辺が4m前後の隅丸方形プランと考えられるが、削平

の影響により壁は無 く床面のみであり、僅かに残存する周溝でプランが想定される。プラン内の東寄 りに焼

土粒を含む燃焼面が確認されており、カマ ドである可能性がある。プラン内北東隅にピットがあ り、平安時

代の土器が検出されていることから、この時期に比定されると考えられる。

<堅穴遺構> 調査区中央東側で 1棟を検出した。規模は3× 4mの隅九長方形プランで、カマ ドなどの付

属施設は確認されなかった。掘立柱建物跡に隣接 してお り、近世の陶磁器を出土していることからこの時期

に比定される。用途は付属小屋的な施設と想定される。

<掘立柱建物跡> 調査区南半部から重複するかたちで 8棟を検出した。母屋と想定される長軸10m規模の

建物跡が 4棟とこれに付属する小屋と想定される長軸 5m規模の建物跡が 4棟である。遺構プランと柱穴内

からの出土遺物から近世～近代に所属すると考えられる。

このほかに調査区全域から時期不明の土坑 8基、掘立柱建物跡と同時期に比定される井戸跡 2基、建物跡

を構成すると見られるがプラン不明のピット182基、縄文時代に想定される陥穴状遺構 9基、時期不明の溝跡

6条 を検出している。

出土遺物の総量は、中コンテナ約 1箱で、内訳は平安時代の土器・近世～近現代の陶磁器・縄文時代の石

器 。近世の銭貨である。このほかに建物跡の柱材を出土 している。

3.ま とめ

今回の調査で、南日詰遺跡が平安時代、近世～近代を主体に営まれた集落遺跡であることが判明 した。調

査成果を吟味 し、周辺遺跡との関わりなどを考慮 しながら、本遺跡の在 り方について検討 したい。
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やまぐちだてあと

(18)山 口館跡

所  在  地 宮古市黒森町107呑 2ほか

委  託  者 宮古市都市整備部建設課

事  業  名 宮古市北部環状線道路改良工事

発 掘調 査 期 間 平成14年 6月 3日 ～H月 5日

調 査 対 象 面積 6,250∬

発 掘 調 査 面積 1,780ぜ

遺跡番号・略号 L G23-2310・ YGD-03

調 査 担 当 者 亀大二郎・小林弘卓

協 力 機 関 宮古市教育委員会 1:50,000 宮古

1。 遺跡の立地

宮古市山口館跡は」R山 田線宮古駅から北西約1.2kmに 位置 し、山口川左岸に延びる黒森山南側の丘陵上に

立地している。遺跡の北東には多 くの伝承を残す黒森神社、周囲には高根遺跡、赤畑遺跡、山口駒込遺跡、

黒森町 I遺跡などがある。なお、本遺跡は平成 8。 9年度には当埋蔵文化財センター、平成11年度から宮古

市教育委員会によつて調査が行われてお り、本調査区はその継続地域である。

2.遺跡の概要

竪穴建物跡 1棟、堀・溝跡 8条、土坑 5基、炭窯 1基、大走 り6条が検出された。

<堅穴建物跡> 調査区尾根上の南東側において 1基検出した。平面形は確認された壁及び柱穴から長方形

を呈する。残存する壁は長辺約10.9m、 短辺約3,6m、 柱配置は2間 ×8間で、桁行約16.2m、 梁行約3.3m

である。壁は尾根上から西側斜面にかけての肩口を掘 り込んでおり、削 り出しの土塁として機能 していたと

思われる。東側には床面よリー段高 く棚状の施設が構築されている。床面西側中央には炉跡が、東壁沿いに

壁溝が確認された。遺物は柱穴の埋土から無文銭が 3枚出土している。

<堀・溝跡> 調査区東側において計 8条が確認された。斜面上方で確認された堀跡は平面幅約 2m、 深さ

約1.8mの 大規模な横堀で、本格的な防御態勢下において造られたことが窺える。堀の上・下斜面 とも急傾斜

となるよう切岸として削 り出されている。また、この堀は中段より下方から眺めると死角となり、仮に中段

まで攻め入られた場合にも迎撃できるような望塚的機能も考えられる。中央付近には排水のため下方に延び

る溝が掘 り込まれている。中段にも同様に堀が巡っている。両者は繁がつていない別々の遺構であるが、尾

根の地形に沿って同様に掘 り込まれていることから、意図的に設計された一連の堀と考えられる。両者とも

北から南方向に従って深 くなっており、最深部では深さ約1.9mを測る。また、北側の堀跡はL字状に曲がつ

て下方に廷びることから、竪堀的な機能も併せてお り、かつ排水的機能も持ち合わせているものと考えられ

る。幅は狭いがこれと同様の形状で並行する溝跡が確認でき、同じような機能が推測されるが、埋土は人為

堆積で、堀跡に切られていることから、時期がこれらより旧いものと判断される。

<土坑> 尾根上及び東側中段から5基検出している。このうち中段北側の4基は、開口部径70～ 100cmの 円

形を呈 し、深さは30～ 50cmを 測る。出土遺物が無いため時期等は不明だが、中段中央～南側で検出されたビ

ニール等を含む複数の攪乱痕と埋上が似てお り、時期的に新 しい可能性が考えられる。

遺跡位置
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<炭窯> 調査区東側中段の洞部上方で 1基検出した。平面形は円形で、規模は開口部径約140cm、 深さ約70

cmを 測る。埋土断面から上層 と最下層に炭化物層が確認でき、それぞれ直下で焼上が形成されていることか

ら、 2時期行われた可能性が考えられる。溝跡に中央部を切 られることから、これよりも旧い遺構と判断さ

れる。

<その他> 調査区西側より犬走 りが 4条確認された。いずれも斜面下方から尾根上、調査区外北側に存在

する主郭部に通 じる通路の役害Jを もっているものと思われる。また、東側においても数段の棚状の平場が築

かれているが、数十年前までこれを畑地として利用 してお り、詳細は不明である。

<出土遺物> 遺物は総量で中コンテンナ 1箱 ほどである。主なものとして、中・近世期の遺物は青磁片が

数点、無文銭が 4枚、寛永通宝が 1枚、小刀の鍔が 1点出土 している。その他縄文時代の遺物として、土器

が十数片、石鏃 1点、石錐 1点、石匙 1点が出土している。

3.ま とめ

山口館は下図 (斉藤英樹氏作成)の ように主郭と思われる部分が 2箇所 (I・ Ⅱ)あ り、以前より館が 2

つあった可能性が指摘されていた。館の傾向として、主郭を尾根の後方に構える (H)のは14～ 15世紀頃、

主郭を土塁で囲い中心部に設ける (I)の は16世紀中頃にみられるものであり、Ⅱを主郭とする館からIヘ

と移った可能性が考えられる。今回の調査で確認された堀跡等は、 Iの防御ラインを想定する部分 (本調査

区東側)にあたり、その可能性が高まったと思われる。また、今回確認された堀跡や塁壁面はかなり堅牢な

防御構造となってお り、当時の緊迫 した状況が推察される。なお、竪穴建物跡等の遺構について、今年度は

1棟のみの精査 となったが、尾根上及び西側斜面において十数棟の同形状の遺構を検出しており、また盛土

整地層下においても数棟確認 していることから、来年度の調査によって、時期・機能等詳細についてより明

確になるものと思われる。

①主郭 ②二の郭 ③三の郭 ④四の郭

⑤五の郭 ⑥砦 ⑦物見

山口館跡 模式図
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調査区全景

西側斜面全景 竪穴建物跡完掘

堀跡断面

山口館跡 調査区全景・検出遺構
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(19) 跡立退
や
野

こ昔同
奮袖

叫
石

娘
期

地 遠野市遠野町第31地割宇女男石

16-1

委  託  者 遠野地方振興局土木部

事  業  名 遠野第ニダム建設事業

発 掘調査 期 間 平成15年 9月 1日 ～11月 4日

調 査対象 面積 1,000∬

発 掘調 査面積 1,000N

遺跡番号・略号 M F55-1057・ MIS-03

調 査 担 当 者 北村忠昭・水上明博

協 力 機 関 遠野市教育委員会

遺跡位置

1.遺跡の立地

夫婦石袖高野遺跡は、遠野市の南部、」R釜石線遠野駅から南に約 2 km離 れた遠野市遠野町地内に所在 し、

市内を流れる猿ヶ石川の支流である来内川の左岸、舌状に張 り出した山地の緩斜面上に立地している。遺跡

の標高は287m前後で、現況は原野と山林である。

2.調査の概要

検出された遺構は住居状遺構 1棟、土坑39基、焼土遺構 6基、炉跡 2基、柱穴状土坑 6基である。

<住居状遺構> 竪穴住居跡に似るが、炉や柱穴を伴わない遺構である。調査区のほぼ中央、土坑群の南東

端に 1棟検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸約 4m、 短軸約3.5mである。時期は出土遺物から縄

文時代中期～後期と考えられる。

<土坑> 調査区全体から39基の土坑が検出された。これらのうち少なくとも20基は開口部より底部が広い

フラスコ状土坑である。また、残 りの土坑でも断面形が浅い皿状を呈 しているものも本来はフラスコ状土坑

であったと考えられる。規模は大きい土坑で径約 2m、 小さい土坑で径約0,7mで ある。土坑・フラスコ状土

坑に関係なく、覆土中もしくは底面直上に遺物の出土するものが多い。時期は出土遺物から縄文時代中期～

後期と考えられる。

<焼土遺構 。炉跡> 焼土遺構 6基、炉跡 2基検出された。焼土遺構は調査区の北側に見られ、土坑類と重

複 しているものが多い。時期は遺物が伴わないため不明であるが、フラスコ状土坑を切つているので少なく

とも縄文時代中期以降である。炉跡は調査区の東側と中央部に各 1基見られ、 2個 ないし4個の礫を配した

石囲炉である。時期は出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

<柱穴状土坑> 便宜的に長軸が0.5m未満の土坑類を柱穴状土坑とし、 6基検出した。 1基 もしくは2基

が散在 しており、性格は不明である。遺物が伴わないものが多く、詳細な時期についても不明である。

<出土遺物> 出土遺物は中コンテナ約20.5箱 分で、縄文土器と縄文時代の石器が主体である。縄文土器は

約12箱で早期中葉～後期前葉のものが出土しており、主体は後期初頭～前葉である。石器は約 8箱である。

石鏃や石匙等の トゥール類は70点弱と少なく、ほとんどが調整痕の見られない剥片類である。土製品は土偶

在所
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や円盤状土製品等が出上 している。陶磁器類は近現代のものを主体に小コンテナで約0。 5箱である。この他に

石製品や貝や骨、炭化種実等の自然遺物、銭貨が出土している。

3。 まとめ

今回の調査の結果、縄文時代後期初頭～前葉の集落跡の一部であることが確認された。ただし、今回の調

査では竪穴住居跡は 1棟 も検出されておらず、集落跡の中心は調査区の南西側に広がる緩斜面に存在すると

考えられる。

AX=-75,890078
Y= 60,335.687

AX=-75,920.170

Y= 60,315928

(世界測地系)

0                          10m

夫婦石袖高野遺跡 遺構配置図

▲ 焼土遺構
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にしかわ め

(20)西川目遺跡

所  在  地 北上市二子町字西川目135-3ほ か

委  託  者 北上地方振興局農林部農村整備室

事  業  名 県営ほ場整備事業二子地区

発 掘調査 期 間 平成15年 4月 9日 ～7月 11日

調査 対象面積 2,000ド

発 掘調査 面積 2,000∬

遺跡番号・略号 M E56-1101・ NKM-03

調 査 担 当 者 西澤正晴・小針大志

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置 1:50,000  Jと上

1。 遺跡の立地

西川目遺跡は,JR東北本線村崎野駅より南東1.3km、 北上市の北東部二子地区に位置する。この地域はお

もに北上川やその支流の沖積作用によって形成されてお り,それらの河川による自然堤防が数多 く残ってい

る。本遺跡は、このような沖積低地上に残された自然堤防上に立地している。

2.調査の概要

今回の発掘調査によって、以下の各遺構が検出され、多数の遺物が出土 した。

<検出遺構> 検出された遺構は、竪穴住居跡 9棟、掘立柱建物跡 6棟以上、溝跡 5条、井戸跡 3基、土坑

8基、ピット約230基、柵跡 2条、水田跡 1面、墓娠10基である。このうち、竪穴住居跡は完掘 したものは少

ないが、すべて平安時代に属する。十和田 a降下火山灰と思われる灰白色火山灰が埋土中に含まれている住

居跡も存在 している。掘立柱建物跡には平安時代と江戸時代に属するものがある。とくに廂付きと考えられ

る掘立柱建物跡の発見は重要である。調査区の関係から完掘することができなかったが、 3間 ×2間の舅舎

をもち3面 に廂が付設された建物跡と考えられる。そのほか、 2間 ×2間規模の総柱式掘立柱建物跡も1棟

検出されている。水田跡は、調査区の南端に位置し、竪穴住居跡が立地する場所よリー段低 くなっている。

比較的小区画の田面が調査区内で長さ約20mの範囲に広がっている。上部の大半が削平されており、擬似畦

畔Bで確認 したため不明な点が多い。

<出土遺物> 平安時代の土師器を中心とする土器類と、近世に属する陶磁器類が主体を占める。そのほか

に、土錘が300点 近 く1棟の竪穴住居跡から出土 している。墓渡からはキセル、古銭といった金属製品も出土

している。

3.ま とめ

今回の調査によって、平安時代 と江戸時代の遺構が存在することが明らかとなった。主体は前者であり、

おおよそ 9世紀後半～10世紀前半までの年代が考えられる。調査を行っていない部分も含めてかなり大規模

な集落を形成していると予想される。調査区が狭小であったため十分な資料を蓄積できないが、旧河道を挟

んで隣接する堰向Ⅱ遺跡とあわせて、この地域の中心的な集落の一部であると推定されよう。
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せきむかtゝ に

(21)堰向 Ⅱ遺跡

所  在  地 北上市二子町字西川目64-2ほか

委  託  者 北上地方振興局農林部農村整備室

事  業  名 県営ほ場整備事業二子地区

発 掘 調 査 期 間 平成15年 7月 14日 ～11月 19日

調 査 対 象 面 積 4,447ド

発 掘 調 査 面積 4,447∬

遺跡番号・略号 M E56-1101・ SMⅡ -03

調 査 担 当 者 西澤正晴・小針大志

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置

1.遺跡の立地

西川目遺跡は、」R東北本線村崎野駅より南東1,3km、 北上市の北東部二子地区に位置する。この地域はお

もに北上川やその支流の沖積作用によって形成されてお り,それらの河川による自然堤防が数多 く残ってい

る。本遺跡は、このような沖積低地上に残された自然堤防上に立地している。

2.調査の概要

今回の発掘調査では、数多 くの竪穴住居跡を中心 として、掘立柱建物跡、溝跡、井戸跡、土坑、ピットな

どが検出された。なお、一部の調査区 (D区 )では確認調査 も本調査 とあわせて実施 している。

<検出遺構> 竪穴住居跡は調査区全体で43棟 を確認 し (拡張 している3棟は含まず)、 そのうち35棟を調査

した。多 くは4m四方前後の規模のもので一般的な住居跡 と考えられるが、なかには規模が 7m四方 と予想

される大形のものも存在 している。掘立柱建物跡は3棟以上を確認した。そのうちの 2棟は総柱式で、埋土

の状況から平安時代に属するものと考えられる。それ以外のものの時期については不明確ながら近世に属す

ると思われる。そのほか、各調査区からは土坑48基、溝跡 7条、井戸跡 2基、ピット約400基が発見されてい

る。

<出土遺物> 土器類、石器、土製品、鉄製品等が出上 している。土器は土師器が主体であり、ほかに須恵

器、緑釉陶器がある。須恵器では大甕の完形品が 2個体出土 している。これらのうち特筆すべき遺物 として、

鉄製の餃具、緑釉陶器等の施釉陶器、硯があげられる。

3.ま とめ

今回の調査ではとくに平安時代 9世紀～10世紀前半を中心 とする時期の遺構が多数発見された。調査区の

位置と遺構の分布状況から、集落は自然堤防上全体に広がっていることが予想される。施釉陶器や硯などの

特徴的な遺物の出土から、平安時代の本集落は他集落とは異なる性格を有 していると思われる。このように

考えた場合、本遺跡は隣接する西川目遺跡とあわせて、この地域の拠点的な集落であることが判断できよう。
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おおはし

(22)大橋遺跡

所  在  地 北上市和賀町横川目6地割40番地 1ほ か

委  託  者 北上地方振興局農林部農村整備室

事  業  名 中山間総合整備岩間地区

発掘調 査期 間 平成15年 4月 9日 ～6月 30日

調査 対象面積 1,794∬

発 掘調査 面積 1,794∬

遺跡番号・略号 M E52-2325・ OH-03

調 査 担 当 者 人木勝枝・新井田えり子

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置

1.遺跡の立地

大橋遺跡は」R北上線横川目駅から南西 l km地点に位置し、和賀川左岸に立地する。遺跡の標高は119m前

後で現況は水田と畑である。和賀川との比高は約12mを測る。

2.調査の概要

遺跡の層序は表土以下Ⅱ層暗褐色土 (遺物包含層)、 炭を少量含むⅢ層暗褐色土、Ⅳ層明褐色土、V層暗褐

色土、Ⅵ層褐色土に区分され、Ⅵ層は補点 6か ら南においては礫層 となる。Ⅲ層以下無遺物層である。遺物

包含層は口層、遺構検出面はⅡ～Ш層上面である。また調査区東側において、層中に十和田中椒火山灰が部

分的に堆積 していた。検出遺構は、掘立柱建物跡11棟・盛土遺構 1箇所 (昨年度検出の北盛土遺構の北端)・

配石遺構 1基・土坑15基 。柱穴状土坑622基・溝 1条 ・炉跡 2基・焼± 1箇所である。

<掘立柱建物跡> 11棟検出した。直径95cm(柱 の直径は45cm)の 6本柱建物 1棟、直径70cm(柱 の直径は

35cm)の 4本柱建物10棟 を確認した。

<盛土遺構> 昨年度調査の北盛土遺構北端は撹乱が著しく、様相を明確に確認することはできなかった。

<配石遺構> 1基確認した。包含層下面で検出した。 7号掘立柱建物跡に近接する。下部に掘 り込みはな

いが、配石遺構の可能性がある。

<土坑および柱穴状土坑> 土坑15基・柱穴状土坑622基確認 した。大半が調査区東側に集中している。平面

形は円形、楕円形を呈し、時期は出土遺物などから縄文時代後～晩期と思われる。

<炉跡・焼土> 炉跡は2基確認 した。北盛土遺構最下面と北盛土に近接 して検出。焼土は 1基確認 した。

包含層下面、 5号配石遺構に近接する。焼土のみで炭はなく、現地性とは考えられない。

<出土遺物> 28ゼ コンテナ35箱 の土器と28諺 コンテナ17箱の石器類が出土している。時期は後期前葉～晩

期末葉で、昨年度同様晩期中葉が主体をなす。

3。 まとめ

昨年度から継続調査 となる北盛土遺構は撹乱が著 しく、盛土端部の構造を詳細に確認することはできな

かったが、最下面および盛土付近で炉跡を新たに2箇所確認した。南・北盛土遺構は配石遺構が集中する面

に立地 し、掘立柱建物跡は北盛土遺構から約30m離れた約 lm低い地点に集中する。掘立柱建物跡の柱穴は

盛土遺構内部で確認 した柱穴状土坑とは規模と構造が異なる。
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かねつき

(23)金附遺跡

所  在  地 北上市稲瀬町字金附200-2ほか

委  託  者 北上地方振興局農林部農村整備室

事  業  名 県営ほ場整備事業下門岡地区

発 掘 調 査 期 間 平成15年 4月 9日 ～ 5月 30日

調 査 対 象 面 積 205∬

発 掘 調 査 面 積 205∬

遺跡番号 。略号 M E76-2058。 KT-03

調 査 担 当 者 金子昭彦・藤原大輔

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置

1.遺跡の立地

金附遺跡は、北上駅の南約3.5km、 県道北上江刺線沿いにある。自然堤防上に立地し、遺跡の西限は北上川

の氾濫原、東限は段丘崖に沿う後背湿地である。標高約53m、 遺跡の現況は水田である。

2.調査の概要

今回の調査は、昨年の続きである。ほ場整備と県道の改良が組み合わさった事業で、周囲には県道の調査

区が続 く。今年のほ場整備関係の調査は、ポンプスタンドの取水部分のみである。

大洪水で水につかる場所にあるため、斜面では、各時代の遺物包含層が洪水堆積砂層に良好にパックされ、

近世～古代包含層、古代洪水堆積層、弥生時代包含層、縄文時代晩期前後の洪水堆積層、縄文時代中期～後

期遺物包含層の順に堆積 している。そのため、遺構検出面は主として三面あり、一次検出面は近世～古代、

二次面は弥生、最終面は縄文時代の検出面だが、後述の地形と現況が水田で平らにならされているため、調

査区西端は、表土直下が地山になっており検出は 1回行ったのみである。

縄文時代の焼± 1基、土坑 1基、柱穴状土坑 1基、平安時代の土坑 1基、近世の溝跡 2条、土坑墓 2基が

検出された。焼土は調査区境に確認され、周囲から縄文時代中期末の土器が集中して出土 し、柱穴状土坑と

組んで竪穴住居跡を構成する可能性が高いが、断面、平面の何れからも竪穴を確認することはできなかった。

<土坑> 平安時代の土坑は、50× 40cmの やや角張った楕円形で、深さ約40cm、 人為的に埋め戻されている。

下層から壊れた奏が出土。砂層に掘 り込んでいるので不明だが、壁や底は火を受けているようである。

<出土遺物> 縄文土器が中コンテナ (30× 40× 20cm)1箱 出土した。ほとんどが中期末 (大木10式)であ

る。石器は、磨石等の礫石器を主体として中コンテナ 1箱出土 している。その他、上述の遺物がある。

3。 まとめ

洪水堆積層によって各時代の遺物包含層が良好にパックされた、あまり例のない遺跡である。今回の調査

で、自然堤防の東端～後背湿地の続きが確認され、地山面の調査区東西の比高差は1.6mに もなる。遺構配置

図の網に狭まれた部分が大体自然堤防にあたり、東西幅約40mで ほぼ南北に続 く。縄文時代以来の自然堤防

である。その東側が後背湿地となり、北側では弥生時代の捨て場が確認されているのだが、今回の調査区に

は見られなかった。なお、昨年の調査では、平安時代の住居跡、中世の火葬墓なども検出されている。
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かねつき

(24)金附遺跡

所  在  地 北上市稲瀬町字金附195-1ほ か

委  託  者 北上地方振興局土木部

事  業  名 緊急地方道路整備事業

発 掘調査期 間 平成15年 5月 19日 ～10月 10日

調査 対象面積 2,000∬

発 掘調 査面積 2,000∬

遺跡番号・略号 M E76-2058・ KT-03

調 査 担 当 者 金子昭彦・藤原大輔

協 力 機 関 北上市立埋蔵文化財センター
遺跡位置

1.遺跡の立地

金附遺跡は、北上駅の南約3.5km、 県道北上江刺線沿いにある。自然堤防上に立地し、遺跡の西限は北上川

の氾濫原、東限は段丘崖に沿う後背湿地である。標高約53m、 遺跡の現況は水田である。

2.調査の概要

地形、調査範囲については、前述の農村整備室関係調査区の記載を参照いただきたい。調査は昨年の続き

で、南北調査区に分かれる。北側調査区は、最終検出面での遺構検出と精査、南側調査区は、一部遺構の検

出・精査は行われていたが、基本的には全ての面の調査を行った。

北側調査区は、風倒木痕等の擬似現象は多 く確認されたが、遺構となったのは縄文時代の土坑 1基のみで

ある。これは、この調査区が自然堤防の東端～後背湿地に位置しているためと思われる。

南側調査区では、昨年検出された近世の大溝に続 く溝跡 2条、焼± 1基、近世～古代の土坑 3基、柱穴状

土坑 8基、縄文時代晩期末～弥生時代前期の捨て場 1箇所、土器棺墓 1基、炉跡 4基、焼±27基、土坑 6基、

柱穴状土坑約200基、縄文時代中期末の竪穴住居跡 1棟 (遺構配置図東端の半円)が検出された。

<縄文時代晩期末～弥生時代前期の集落跡> 縄文時代以来の大規模な自然堤防の西側に主として確認され

た。遺構配置図の西側の網がかかった部分である。全域に捨て場が広がるが、本来の地形は、西端の幅約12

mの南北に延びる自然堤防とその東根Jに沿い二つの自然堤防に挟まれた後背湿地である。自然堤防上の遺物

包含層を整地して居住地としており、その東側の後背湿地に主としてものを捨てていたようである。居住地

に確認された炉跡や焼土、柱穴状土坑は、その検出状況などから、平地式住居の一部であった可能性が高い。

<出土遺物> 土器は、30× 40× 30cmの コンテナで162箱出土 した。大部分が捨て場からで、大洞C2式～山

王Ⅲ層式まで見られるが、A′ 式がほとんどを占める。縄文土器は 1箱程度で、中期末、後期中葉がある。

古代の土器は、数十点のみである。石器類は、磨製石斧、環状石斧の未製品も多 く、素材を含めると30× 40

×20cmの コンテナで760箱 に及ぶ。その他、50点以上の土偶、管玉、アスファル ト塊などがある。

3.ま とめ

捨て場から出土した土器は可能な限り層位的に取 り上げたので、該期の土器型式編年に大きく寄与すると

思われる。また、該期の石器製作跡としても注目されよう。

-71-



＃

州

柳

日

ｈ

ヤ

よ

粘

楡

‐

可

Ｉ
Ｊ

一
瑠
ゴ
北
上
ド
脚
臨

凡 例

ム 中世土坑墓、火葬墓

△ 古代土坑

◆ 弥生前期土器棺墓

El捨て場範囲

~~~―

__氣
剌

凱
.ll

・
l

子瑚
ll

ツイ′
~~― ――

座標値

基 l X=-83,605176
Y= 24,978891

基 2 X=-83,575176
Y= 25,008891

(日 本測地系 )

S=1/1000
20m

『から)            捨て場除去後の湿地底 (北から)

金附遺跡 遺構配置図 検出遺構

＼ 悸

押
継
押
那

――

引

川

――

――

川

今年度調査区域

前年度調査区域

一却

-71

Flくイぎ。

°   「う。
°
  O ο

ぜユ
° _。 ?∫

。

捨て場調査風景 (南から)

-72-



(25) 4次調査

所  在  地 水沢市佐倉河字十日市63番地ほか

委  託  者 水沢地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 県営ほ場整備事業満倉地区

発 掘調査 期 間 平成15年 4月 10日 ～11月 7日

調 査 対象 面積 5,675∬

発 掘調 査面積 5,675雷

遺跡番号・略号 N E15-0264・ NHN-03

調 査 担 当 者 島原弘征・太田代一彦

協 力 機 関 水沢市教育委員会

水沢市埋蔵文化財調査センター
遺跡位置

1.遺跡の立地

中半入遺跡はJR東北本線水沢駅から北西方向に約 6 km、 水沢市街地の北西部、胆沢川南岸の水沢段丘低

位面と胆沢川に挟まれた水沢段丘高位面西端に位置する。標高は70～73m前後を測 り、現況は水田である。

2.調査の概要

今回の調査では、平安時代の竪穴住居跡93棟・平安時代もしくはそれ以降と思われる工房跡 3棟、平安時

代の水田跡 3箇所・畝間状遺構 1箇所、時期不明の竪穴状遺構 7棟・掘立柱建物跡 8棟・土坑87基・炭窯 5

基・溝跡87条・柱穴状土坑約500基等を検出した。ただし、東側調査区 (約3,000言 )の約75%にあたる2,200

∬は遺構が密集して検出されたため、調査原因の用排水路のルー ト変更ならびに、計画水田面の標高を高 く

設計変更を行うことで、盛土保存することになったので、本調査から確認調査に切 り替えて調査を行った。

<堅穴住居跡> 今回の調査では西側調査区より38棟、東側調査区より45棟の計93棟検出した。所属時期は

全て平安時代であると思われる。前回のほ場整備による削平や重複が激しいことや、調査区の幅が狭いこと

から、住居の平面形・規模がはっきりしないものが多いが、一辺が 3～ 7m前後の隅九方形状を呈するもの

と思われる。カマ ドの設置位置は東・西 。南・北壁とさまざまで、東壁に多 く設置される傾向が見られる。

また、住居の軸線が槻ね磁北と同一軸線にあるものが多数を占める。主柱穴の配置をみると、確認されたも

のでは4本柱で構成されるものがみられる。

<堅穴状遺構> 西側調査区より10棟、東側調査区より2棟検出した。ここでは一辺 3～ 4m前後の隅九方

形状を呈 しているが、カマ ド・炉が検出されず、遺物が全 く出土 しない遺構をここでは竪穴状遺構としてあ

つかっている。遺物が出土 していないこともあり、竪穴状遺構の所属年代は今後の検討課題である。

<工房跡> 西側調査区より3棟検出した。炉の周辺より僅かだが鉄津等の遺物を出土 していることから、

鍛冶関連の施設であつた可能性が想定される。所属時期を示す土器が出土 した工房と無い工房があるため、

はつきりしたことは言えないが、時期は前者は平安時代、後者は平安期の竪穴を切つていることから、少な

くともそれより新しい時期の遺構であると思われる。

<掘立柱建物跡> 西側調査区より3棟、東側調査区より6棟検出した。これらの掘立柱建物跡の年代は出
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土遺物が少ないため所属時期は不明である。

<水田跡> 西側より2箇所、東側より1箇所検出した。検出時は、十和田 a降下火山灰が堆積 した窪みが、

不規則に複数確認された状態であった。これらの窪みに堆積 していた火山灰を取 り除いたところ、足跡状の

窪み等が確認されたことや、窪みの検出時の状況が、前回までの調査で検出された水田跡と類似 しているこ

と等から、これらの窪みの広がりが水田跡であると判断した。前述のような検出状況のため、残存状況は不

良である。所属時期は十和田 a降下火山灰の年代からみて10世紀前半代ではないかと思われる。

<畝間状遺構> 東側より1箇所検出した。検出時には灰白色砂質土を含むにぶい黄褐色砂質土の広が りが

見られたのみであったが、サブトレンチによる断面観察から断面形は逆台形ないし半円状を呈 し、上面幅42

～80cm、 深さ14～ 24cmを 測る溝が 9条並んで確認されたものである。溝の間隔は20～30cm前後となる部分が

多い。確認調査区内の遺構のため、精査 していないことから、詳細は不明であるが、状況から見てこれらの

溝は畠の畝間の可能性が高いと思われる。

<炉跡> 長軸2.44m、 短軸0.57～ 1.05m、 深さ約38cmの 楕円形状の掘 り込みの壁面や底部に、非常に堅く

締まった現地性焼土の広がりが認められることから、炉跡と判断したものである。しかし、出土遺物は僅か

に磨減した土師器片が出土するのみで、鉄津等の遺物が全 く出土 しないことから、鉄生産関連の炉跡とは考

えにくい。また、炉跡を取 り囲むかのように掘立柱建物跡が検出されており、この掘立柱建物跡は炉跡の上

屋となる可能性があるので、これらの炉跡と掘立柱建物跡は、鉄生産関連以外の用途をもった工房跡 ?の可

能性もあるが、現時点では不明である。この炉跡の所属時期は不明だが、平安期の竪穴住居跡を切つて構築

していることから、少なくともそれよりは新 しい時期の遺構であると思われる。

<炭窯> 西側調査区より5基、東側調査区より1基検出した。平面形は楕円形状・円形状を呈 し、規模は

0.6～ 1.2m、 深さ10～ 20cmを 測る。所属時期は出土遺物が少ないため不明である。

<土坑> 西側調査区より65基、東側調査区より22基検出した。平面形は円形・楕円形・方形など様々で、

規模は約0。 5～ 1.4mを測る。出土遺物が少ないため、時期は不明である。ただし、一部の上坑から永楽銭等

の古銭が出土 している。古銭が出土 した土坑の堆積土は炭・焼土が混入 した人為堆積を呈することから、火

葬墓の可能性が高いと思われる。また、火葬墓の可能性のある土坑は炉跡と同一の検出面で確認されている。

<溝跡> 西側より39条 、東側より48条検出した。溝の幅や長さや方向は様々で、規則性は認められない。

大半が平安時代の竪穴住居跡を切っていることから、それより新 しい時期のものであると思われる。

<出土遺物> 今回の調査では、縄文土器、平安時代の上師器・須恵器、石器 (石鏃)、 石製品 (砥石・磨

石)、 土製品 (土錘・羽口)、 鉄製品 (鎌 。刀子)、 古銭、鉄津、陶器・陶磁器等が出土した。

縄文土器は 9号袋 1袋分、石器類は小袋 1袋分と少量で、大半が表土中より出土した。遺物の大半は平安

時代の土師器 。須恵器などの土器類で中コンテナで33箱 、石製品が中コンテナで 5箱出土した。他に少量で

はあるが陶器類 (緑釉・灰釉・常滑)数点、近世以降の陶磁器類が小コンテナ 1箱、鉄製品 (鎌 ・不明鉄製

品)力Ⅵ コヽンテナ1/2箱弱、古銭 (洪武通費・永楽通費等)4枚、鉄津等が 9号袋 1袋分出土 した。

3.ま とめ

今回の調査では、古墳時代の遺構 。遺物が確認されなかった。調査区が細長いため、遺跡・遺構の性格に

ついては把握 していない点が多いが、今回の調査からも①竪穴住居は特定の場所に密集している。②その竪

穴住居跡は重複が多 く認められる。③平安時代の水田跡は竪穴住居跡の近 くにはあるが重複 していない。と

いう傾向が見えてきている。このことは昨年度までの調査において指摘されていることではあるが、今後の

整理の中で遺跡や集落内における場の使い方や変遷等を明らかにしていきたい。
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重複した竪穴住居跡

西側調査区水田跡検出状況矢出状況          西側調査区水田跡完掘状況

中半入遺跡遺第 4次調査 検出遺構
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(26)

所  在  地 住田町世日米字里古屋8番地の2ほ か

委  託  者 大船渡地方振興局土木部

事  業  名 国道397号地域活性化支援事業

発 掘調 査 期 間 平成15年 4月 11日 ～9月 16日

調 査対象 面積 2,288∬

発 掘調査 面積 2,288ゴ

遺跡番号・略号 N F14-2005'SGY-03

調 査 担 当 者 北田 勲・坂部恵造

協 力 機 関 住田町教育委員会
遺跡位置 1:50,000 陸中大原・盛

1.遺跡の立地

里古屋遺跡は、気仙郡住田町の北西部、町役場から西に約 8 kmに位置し、気仙川の支流である大股川北岸

の丘陵部縁辺、南向き緩斜面上に立地している。標高は230～ 239m、 現況は宅地・畑地・水田 。原野である。

2.調査の概要

里古屋遺跡の調査は2カ 年に渡つて行われる予定であり、今年度はその 1年 目にあたる。今年度の調査は

2,288∬ (試掘分288∬ )を対象に行い、縄文時代前期末葉～後期前葉の竪穴住居跡16棟、竪穴住居状遺構 2

棟、土坑23基、焼土遺構16基、時期不明のピット247基、墓坑 2基、堀跡 1条、溝跡 5条 を確認した。

<堅穴住居跡・堅穴住居状遺構> 竪穴住居跡は16棟、竪穴住居状遺構は2棟検出した。調査区西側エリア

で 6棟、調査区東側エリアで12棟検出しており、東側ではほぼ同一箇所に連続 して「建て替え」が行われて

いる。竪穴住居跡は検出層位、遺構平面形や出土遺物によつて3期 に区分される。その内訳は①縄文時代後

期前葉 :平面形は円形、石囲炉・地床炉などを伴うもの4棟、②縄文時代中期中後葉 :平面形は円形・楕円

形、石囲炉を伴うもの9棟、③縄文時代前期末棄 :平面形は楕円形・長方形、地床炉を伴うもの3棟である。

<土坑・ビット> 土坑は23基検出した。時期は竪穴住居跡とほぼ同時期に想定されるが、住居跡を切る形

での検出も多く見られる。平面形はいずれも円形を呈し、断面形状がフラスコ形・袋形・ビーカー形になる。

ほかに直径 lm以下のピットを247基検出しているが、時期不明で建物跡を構成する柱穴の可能性もある。

<堀跡・溝跡> 時期不明の堀跡 1条・溝跡 5条検出した。堀跡は幅約 2m。 深さ約1,7m。 長さ約25m(次

年度調査区及び調査区外へ延びる)で、断面形がV字状を呈する薬研堀となる。

<出土遺物> 出土遺物の総量は、大コンテナで約60箱である。遺物の内訳は土器約40箱、石器約20箱、土・

石製品数点、銭貨数点である。銭貨を除き、すべて縄文時代に属する。出土土器は縄文時代前期末葉～中期

中葉・後期前葉に比定される。出土石器類は前述の箱数のうち、約1,000点 が製品であり (剥片を除く)、 出

土土器と同時期に所属すると見られる。土製品・石製品は、円盤状土製品や石棒類などが出土している。

3。 まとめ

本年度の調査で、里古屋遺跡が縄文時代前期～後期を中心とした複合遺跡であることが判明した。調査成

果を生かし、次年度調査 と合わせて本遺跡の集落としての様相を明らかにしたい。
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よ う しんじょうたて あと

(27)楊生新城館跡

所  在  地 一関市弥栄字沼畑地内

委  託  者 一関地方振興局土木部

事  業  名 一般国道284号道路改築事業

発 掘調査 期 間 平成15年 4月 8日 ～5月 15日

調 査対象 面積 1,000∬

試 掘 面 積 1,000活

遺跡番号・略号 O E09-2056・ YOS」 -03

調 査 担 当 者 吉田 充・野中真盛

協 力 機 関 一関市教育委員会
遺跡位置 1:50,000 -関・f厩

1.遺跡の立地

本館跡は北上川を挟んで」R大船渡線陸中門崎駅南方約2.lkmに 位置 し、一関市最東端の弥栄地区内にあ

る。奥羽山脈の東狽Jに広がる丘陵地形の東縁付近にあたる。南側斜面下を国道284号線が走る。周辺には楊生

古城、古館、廻館、西風館、薄衣城など中世の館跡が多 くある。現況は山林である。

2.遺跡の概要

本館跡は北上川を見下ろせる独立丘陵上につくられ、館跡の全体形から囲郭式の城跡である。調査区は南

西側縁辺部にあたり、調査区中央より西側部分が今年度の調査対象となった。検出された遺構は曲輪 2箇所、

テラス状遺構 4箇所、堀跡 1条、土塁 1基である。

<山輪> 掘跡の斜面上側にテラス状遺構と交互に配置されている。 2つの曲輪とも1～ 数m幅で、調査区

外に延びる。山体斜面の傾斜角が約40度に対 し、曲輪面は15～ 20度で南西側 (国道側)に傾斜する。各曲輪

面積は50ド、65ド である。柱穴等の施設は検出されていない。 5～ 10cmの偏平な川原石 (亜円礫)が出土 し、

地山とは異質であることから投石用に使われた可能性がある。

<テラス状遺構> 曲輪より規模が小さく、テラス形の平場をテラス状遺構とした。規模は長さが 7～ 17m

で幅は2～ 4mである。曲輪と曲輪の間に配置されるものが多い。検出面は10～ 20度 で南西側に傾斜する。

<掘跡> 曲輪・テラス状遺構の西側に位置し、南北から北西―南東方向に向きを変えながら下る。実行堀

幅は約6。 7m、 実行法高は約2.8mで、断面形はU字形を呈する。腐葉土のみの堆積で、埋土はほとんどない。

<土塁> 掘跡に接 し、斜面下側で検出された。全長約10mで南北方向に延び、斜面下側は国道工事時に切

り取られ、直立する岩盤で道路に接 している。基底幅約 4m、 上幅約 lm、 垂直塁壁高約1.4mで ある。柵列

等は検出されなかった。

<出土遺物> 出土 していない。

3.ま とめ

本館跡は北上川を一望できる位置にあり、交通の要衝を制するために城を構築したと推測される。検出さ

れた曲輪やテラス状遺構の遺構取 りは細かく、峠を越えて西側から攻めてくる敵から城を護るつくりである

と考えられる。本調査により館跡南西斜面の細部構造が明らかになり、貴重な資料が得られた。
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かまさわたてあと

(28)釜沢館跡

所  在  地 二戸市釜沢字上野平50呑地 2地先ほか

委  託  者 二戸地方振興局農政部農村整備室

事  業  名 畑地帯総合整備事業 (担い手育成型)舌崎地区

発 掘 調 査 期 間 平成15年 5月 16日 ～8月 8日

調 査 対 象 面 積 2,800ド

発 掘 調 査 面 積 2,800∬

遺跡番号・略号 I E79-1077・ KSD-03

調 査 担 当 者 野中真盛・吉田 充

協 力 機 関 二戸市教育委員会

1.調査に至る経過

釜沢館跡は、畑地帯総合整備事業 (担い手育成型)舌崎地区の事業区域内に位置しているため、当該事業

の施行にともない発掘調査を実施することとなったものである。

本地区は、青森県との県境に位置 し、一級河川馬淵川沿いに拓けた、 りんご、きゅうり栽培を主体 とした畑

作地帯である。

地区の現状は畑地へのかんがい用水施設が未整備で、農道幅員が狭小な鯰路なため、生産性、品質、物流

に支障をきたしていることから、国営事業で水源、幹水路を、本事業で支線用水路、末端かんがい施設、農

道等を整備 し、計画的・安定的生産、品質の向上、他目的用水の活用等を図り、併せて生活環境の向上に寄

与するものである。

■

'
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ψ
〕ｉ
令 苺

象
賛
研

遺跡位置
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当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、当該事業の施行主体である二戸地方振興局農政部農村整備

室の依頼を受け、平成14年度に岩手県教育委員会事務局および二戸市教育委員会が試掘調査を実施 し、その

結果を踏まえ平成15年度財団法人岩手県文化振興事業国に調査を依託することとなったものである。

岩手県教育委員会は、平成15年 3月 6日 付け教生第1630号 により二戸地方振興局へ財団法人岩手県文化振

興事業団と平成15年度事業としての実施を通知 した。 (二戸地方振興局農政部農村整備室 )

2.遺跡の立地

遺跡は、」R東北本線金田一温泉駅の北西約3.7kmに 位置し、馬淵川左岸の河岸段丘上にある。対岸は青森

県三戸町に隣接する岩手県の北端に立地している。馬淵川に面 した箇所では、比較的急峻な段丘崖となりい

くつかの旧河道を挟みなだらかな起伏のある地形を呈 している①

調査前の土地利用状況は、果樹栽培等の畑地で、なだらかな傾斜地と山の急峻な斜面の立ち上がり部分に

あり標高は、115m～ 139mで ある。

3.遺跡の基本層序

調査区の基本層序は次の通 りである。 (B区で崩落箇所があり約30mの 区間がこれに当てはまらない。)

I層  5YRl,7/1 黒色 砂質シル ト 浮石 1～ 5111111250/O含 む

耕作土

Π層 5YR2/2 黒褐色土に2/3 黒褐色±30% 3々暗褐色土

20%含む

Ⅲ層 10Y R4れ  褐色土に8/1灰白色土 (砂粒)3%含 む

Ⅳ層 10Y R4/4 褐色±6/4褐色土 (砂粒)の混合土

V層 10Y R7/4 にぶい責橙色と8/3浅黄橙色 (浮石)1～ 8 11url

の混合土 (中椒火山灰 )

Ⅵ層 10Y Rl,7/1 黒色土に5/8 黄褐色土 (浮石)2～ 201111115%

含む

Ⅶ層 10Y R2/3 黒褐色土と5/8黄褐色土 (浮石)2～ 2011ul110%

含む

Ⅷ層 10Y R5/8 黄褐色土 (浮石)2～60mm2/3 黒褐色土 (南

部浮石)

Ⅸ層 10Y R2/3 黒褐色土に5/8黄褐色土 (浮石)1～ 3011EI1 5%

含む

トーーーーL=115。 200m一――一引

I

Ⅱ

Ⅲ

第 1図 基本層序

4.調査の概要と検出遺構

今回の調査で検出された遺構は、土坑 2基である。

<土坑> 1号 土坑はB区南側のDⅥ ―h o i23で表土下の南部浮石層で検出した。基本層序ではⅧ層であ

るが、山の斜面が崩落 した後に形成された地形であるために2層 になっている。出土遺物がないことから、

時期及び性格については不明である。

2号土坑はDⅥ ― j23の 3層上面で検出した。土坑の北側半分が文化課の試掘 トレンチにかかっており開
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No 這樗名 出土地芦 平面形 開口部径 底部径 深 さ 備考

l 1号土坑 DⅥ ―h i 23 円形 142× 123 79× 72 斜面崩落後 に作 られている。

2 2号土坑 DⅥ ―,23 円形 101× 99 88× 86 試掘で上部が削平している。

口部の一部が削平されている。出土遺物がないことから時期及び性格については不明である。

第 1表 遺構観察表
単位 :Cm

5.出土遺物

遺物量は、土器片と石器合わせて中コンテナ 1箱である。検出場所はいずれも遺構外からの出土で、調査

区外の南西上斜面から流れ込んだものと考えられる。土器の時期については縄文前期から弥生時代 と考えら

れる。石製品は、石鏃 3点、掻・削器 1点、石匙 1点である。

6。 まとめ

検出された2基の土坑からは遺物が検出されなかったために、時期及び用途については不明であるが、 1

号土坑については、斜面の崩落後に作られたものであることから比較的新 しい遺構であることが推測できる。

出土遺物については、広い範囲から出土 しているが、すべて遺構外からの出上であることから、調査区の南

西上斜面から土砂とともに流れ込んできたものと考えられる。このことから調査区上の斜面及び平場状の場

所に集落若 しくは、生活空間が存在 していたと考えられる。時期については、出土 した土器から縄文時代前

期から弥生時代であることが分かった。

報 告 書 抄 録

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

垂
名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 野中真盛・吉田 充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
司ヒ准草 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

かま さわ たて あと

釜 沢 館 跡
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石
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ほ

03213
I E79

-1107

40度

20分

08秒

141反

16分

01秒

2003.05.16

2003.08.08

2,800ド

畑地帯総合整

備事業に伴 う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

釜沢館跡 散布地 縄文時代
土坑2基

(時期不明)

縄文土器・石器

(前期～晩期)

※緯度・経度は世界測地系
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1号土坑

Nトーーー し=125400m
A'

引 S

10Y R 2/1黒 色± 3/3暗掲色 7/8黄橙色± 2～ 25mm

8/3浅黄橙色± 1～ 25mの 混合土 締 まりなし

10Y R 3/2黒 褐色± 7/8黄橙色± 2～ 25ndl

8/3浅黄橙色±  1～ 25mmの 混合土 締 まりなし

2号土坑

Ａ峠
A'

L=124000m  ttS

ウ/巧

10Y R 4/6褐 色土 と10Y R 3/4暗 褐色土にN15/0黒 色± lo%含む

粘性あ り 堅 く締 まる

10Y R 2/3黒 褐色土 とN15/0黒 色上に10Y R 5/8責 掲色± 1～ 81d3%含む

粘性あ り 堅 く締 まる

10Y R 2/3黒 褐色± 10Y R 3/4暗 褐色± 10Y R 5/4に ぶい責掲色上の混合土

10Y R 8/1灰 白色± 1～ 51m l%含む 粘性あ り 堅 く締 まる

10Y R 3/3暗 褐色土 と10Y R 6/8明 黄褐色土にN15/0黒 色±15%含 む

粘性あ り 竪 く締 まる

第 3図 釜沢館跡 検出遺構

第 2表 土器観察表

h 出土地点 層 位 器 種 部  位 原 体 特   徴 時 期

1 DⅢ ―a16 3層 下位 深鉢 口縁部 ～胴下 RL横
口縁部突起、横位圧痕文の問に短い縦位圧痕文、沈線文

磨消縄文
前期、大木 6

2 DⅢ ―a17 3層 下位 小型鉢 日縁部 ～胴下 RL縦横斜 沈線文、磨消縄文 後期、十腰 内

3 DⅢ ―a24 3層 下位 深鉢 口縁部 ～胴下 LR横 煤け有り、底部底上げ 晩期

4 CI― y22 3層 下位 深 鎌 胴下～底部 LR横 底部あげ底、煤け有り 晩期

5 DV― m17 2層 深鉢 口縁部 ～胴下 LR横 底部平坦、胎土粗雑 前期

6 cⅢ ―y23 3層 深鉢 胴下～底部 無節斜行縄文 後期

7 DV― O17 3層 深鉢 国縁部 RL+LR横 国縁部不整撚糸文、結束羽状縄文 前期

8 DⅢ 一a24 3層 下位 深鉢 体都 LR横 結節縄文 前期

9 DⅡ ―a13 2層 深 鉢 頚 部 原体圧痕、ボタン状貼り付け 中期

0 DⅢ ―b18 2層 深鉢 体音Б RL 網目状撚糸文、単軸絡条体 (第 5類 ) 中期

DⅢ ―a17 3層 下位 深鉢 体言ヽ RL縦 原体圧痕、維位絡条体 、繊維含 む 後期

2 DⅢ ―a21 3層 浅鉢 国縁 LR横 沈線文、内側口唇部丁寧にミガキ 後期

3 DⅡ ―b17 3層 下位 浅鉢 体部 LR縦 方形区画、沈線文 後期

DV― n23 3層 一霊 体 部 LR横 沈線文、幅広無紋帯 後期

5 CⅢ ―y21 3層 下位 深鉢 口縁部 LR横 角状突起、沈線区画磨消縄文、非結束羽状縄文貼瘤 後期

6 DV― f9 3層 深鉢 体 都 LR+RL横 非結束羽状縄文 、繊維含 む 後期

DⅢ ―a17 3層 下位 深鉢 体きБ LR横 沈線3 後期

8 DⅢ ―a17 3層 下位 深鉢 口縁部 LR縦 非結束羽状縄文、繊維含む 後期

9 DⅢ ―a17 3層 下位 深鉢 体部～頚部 RL横 煤け有り 後期

CⅢ ―y21 3層 下位 深鉢 体言Ъ 煤け有 り 後期

DⅢ ―a24 3層 養 14k部 ～顕部 RL横 無紋 ナデ 後期

DⅢ ―a17 2層 小型鉢 体音Б 入組沈線文、横位沈線 2 晩期

DⅡ ―a24 2層 体 部 しR斜 煤け有り 晩期

DⅢ ―a23 3層 一霊 体 部 無節慕行縄文 晩期
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第 5図 釜沢館跡 出土遺物 (2)

29

第 3表 石製品観察表

No 出土地点 層  位 器  種 長 さCm 幅 cI 厚 さcll 重量 g 石 質 産  地 特 徴

DV― にn 2層 石鏃 17 03 1.15 買岩 奥羽山脈 有茎

26 DV― m21 2層 石鏃 1.4 17 買 岩 奥羽山脈 無茎凹基

DⅢ ―a22 3層 石鏃 16 1.48 買岩 奥羽山脈 無茎凹基

28 DV― n19 2層 掻 削器 13 16 77 買岩 奥羽山脈 両面調整

DⅢ ―a17 3層 下 石匙 40.4 買岩 奥羽山脈 両面調整
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調査前風景 作業風景

調査A区検出状況 調査B区検出状況

1号土坑 完掘

2号土坑 完掘

写真図版 1 釜沢館跡

1号土坑 断面



写真図版 2 釜沢館跡 出土遺物 (1)
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いな り

盛岡市本宮字稲荷 7-7ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 5月 6日 ～ 6月 24日

3,209rド

3,374rド

L E16-2131・ OIN-03-6

小松則也・本多準一郎

盛岡市教育委員会

(29)稲荷遺跡第 6次調査

地

者

名

在

託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置                                      1:50,000 盛岡

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。稲荷遺跡は、岩手県教育委

員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業とすることで確定 した。これを受け、平成15年 4月 1日 財回

法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約が成立し、発掘調査を実施するに至った。

(盛岡市都市整備部盛岡南整備課)

2.遺跡の立地

稲荷遺跡は」R東北本線盛岡駅の南西約 2 kmに位置し、雫石川南岸河岸段丘面の微高地上に立地している。

標高は125m前後で、全体は概ね平坦な地形である。調査前の土地利用状況は宅地・畑作地・果樹園・休耕地

となっている。北狽〕は段丘面の縁にあたり、 1～ 2mの高低差をもって熊堂B遺跡 (奈良～平安時代の集落

跡)と 隣接する。

3.基本土層

I層  10Y R2/3 黒褐色シル ト (現表土)植物根多少あり 粘性なし 締 りかなりあり

Ⅱ層 10Y R4た 褐色シル ト (漸移層)粘性なし 締 りかなりあり

Ⅲ層 10Y R5/8 責褐色シル ト (地山)植物根多少あり 粘性ややあり 締 りあり

Ⅳ層 10Y R5/8 黄褐色砂土 (砂層)粘性なし 締 りなし

遺跡位置
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4.調査の概要

平成14年度の試掘分 (500言 )については、一部検出された遺構を広げ精査を行い、本年度分 (2,874ド )

については本調査を行った。

<堅穴住居跡> 試掘調査 トレンチ21・ 2B15p地点より竪穴住居跡 R A001を 1棟のみ検出した。平面形は

隅丸方形を呈し、規模は3,30× 3.20mで ある。埋土は黒褐色シル トが主体で 2層 に十和田降下 a火山灰が混

入する。壁は外傾 して立ち上がる。壁高は北壁45cm、 南壁48cm、 東壁28cmで西方向に煙道を伴ったカマ ドを

持つ。カマ ドの残 りは良好で両袖の断面には崩落焼土、現地性焼土、漸移性焼土が明瞭に見られた。燃焼部

焼土の規模は72× 54cmで厚さは 6 cmで ある。左袖内側に支脚と思われる土師器の奏 7を含む。煙道はくりぬ

き式で長さは約120cm、 最大幅32cmで緩やかに下降する。煙出部は削平により確認できなかったが、煙道部断

面より約径32cmと 推定される。床は堅く締まっているが、中央に広 く炭化物痕が見られた。

<土坑> 2基 を検出した。R D001竪 穴住居跡は試掘分①区に位置する。平面形は隅九方形で規模は78× 72

cmである。深さは最大52cmで 、外傾 し立ち上がる。埋土上位からフレークが出土している。R D017土 坑はC

区調査区南際に位置し平面形は楕円形である。規模は65× 48cmである。深さは最大で15cmで外傾 し緩やかに

立ち上がる。 2基 ともに時期は不明である。

<溝跡> 1条 のみでR G 004溝跡は試掘分①区に位置する。規模は長さ18.15m、 幅は18～ 90cmで ある。深

さは最大で13cmで東にやや下降する。溝から円盤状石製品が出土しているが、時期は不明である。

<土器> R A001住居内から2の縄文後期土器片 1点 と土師器 8個体の計 9点が出土した。この内 4は、ほ

ぼ完形の球胴甕で住居の東角床直上からの出土である。非ロクロによる成形と口縁部の特徴から奈良時代 8

世紀のものと推測される。以下、 5～ 11の 甕、杯、碗も上述に同様である。他に 1と 3の縄文土器は、遺構

外からの出土である。

<石器> 13の 円盤状石製品はR G004溝 跡からの出土であるが、時期は不明である。12の 敲石は住居跡の床

面からの出土で、一部に使用痕が見られる。

<鉄製品> 14と 15は角釘でカマ ド左袖側からの出土である。16は 手引金で住居跡東角からの出土である。

5。 まとめ

検出した遺構は、竪穴住居跡 1棟 と溝跡 1条、土坑 2基である。遺構密度は極めて疎らで、多 くは空白域

又は攪乱を受けている区域である。昨年度の調査では墓娠と推定される3基の土坑を検出しているが、それ

と関連する遺構も確認できなかった。

以上、稲荷遺跡第 6次調査に係わる報告は、これをもって全てとする。

幸及 告 書 抄 録
ふ り いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
豊
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, ズ 名 岩手県文化振興事業団坦蔵文化財調査報告書

,― ズ 番 号 第455集
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携翌.

RG004溝 跡

RD016土 坑

卜し・ 郷∞m引

1 10YR 3/3暗褐色土 粘性弱 締 まりややあ り

混 10YR 2/1 5% 10YR 3/1 5% 10YR 4/4
3%粒 植物根わずかにあ り

2 10YR 4/2灰黄褐色土 粘性 なし 締 まりややあ り

混 10YR 4/4 3% 10YR 3/1 3%
3 10YR 4/3に ぶい黄褐色土 粘性弱 締 まりややあ り

混 10YR 4/4 3%
遺物観察表<土器 >

●  ・
住居 土抗 溝

時=姥4側0訓

サ

円盤状石製品出土  溝平面

0   1:100  2m

―ド

引

RD017土坑 望

当⑨枠

稲荷遺跡第 6次調査 遺構配置図および検出遺構 1

1 75YR2/1黒 シル ト、75YR4/4褐 色 シル ト粒 を
ブロック状に含む 粘性なし しまりあ り 上師器辺含む

2 75YR4/4褐 色 ンル ト 粘性 なし 締 まりかなりあ り

1 10YR 3/1黒褐色土 粘性なし 締 まりややあ り

混 10YR 3/2 5% 10YR 4/4 3%
2 10Y R 3/3暗褐色 粘性なし 締 まりややあ り

混 10YR 4/4 5%→ 東断面 ぎわ 7%(地 山質 )

土層小礫混 水酸化鉄の層が礫近 くにわずかに混

睦 lzっ0訓

ー
1 10YR 3/3暗褐色土 粘性なし 締まりあり

混 10YR 4/4 5%→ 東断面ぎわ 7%(地 山質)

上層小礫混 水酸化鉄の層が礫近 くにわずかに混

0    1:40   1m

RL 横 組 文

第 1図
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RA001住居跡

42B15p

Ч

3

4

5

6

7

8

ド仕

1 75YR 2/1黒 掲色シルト 粘性なし 締りあり

2 10YR 3/2黒 褐色ンルトを主体に10YR 6/6明 黄褐色火山灰80%混 入

粘性なし iTま りなし

10YR 2/1黒 褐色シルト 粘性なし 締りあり

10YR 2/2黒 褐色シルト 粘性なし 締りあり 植物根若千あり

75YR 2/1黒色シルト 粘性ややあり 締りややあり

10YR 2/3黒 褐色シルトを主体に10YR 6/6褐 色シルト (地山)混入

10YR 2/3黒 褐色シルト 火山灰極小泣微量混入 粘性なし 締りあり (埋土)

10YR 4/4褐 色シルトと10YR 6/8明 黄褐色粘土質土混合土 (踏床)

lmヽ 2 mm程 度の砂10%混入 粘性ややあり 締りあり

10YR 4/6褐 色砂質土 粘性なし 締りなし (地山一砂礫の漸移層)

10YR 5/4に ぶい黄掲色砂小礫層

粘性なし 締りなし (砂礫層)

C― C'

1 7 5YR4/6～ 5/8褐色～明褐色シルト質焼土

黒褐色シルト20%含 む粘‖生なし 締まりややあり

2 10YR 3/2黒 褐色ンルト 粘性ややあり 締まりややあり

10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性ややあり 締りあり 炭化物混入

10YR 2/3黒 褐色シルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼土粒微畳混入 粘性ややあり 締りあり

10YR 2/3黒 褐色ンルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼±40%混 入 粘性ややあり 締りあり

5YR5/8暗 赤lgJ色焼土を主体に75YR 3/1黒褐色シルト10%混入 粘性ややあり 締りあり

10YR 2/2黒 掲色シルト 粘性ややあり 締りあり

10YR 3/4暗 褐色シルトを主体に10YR 5/8黄 褐色ンルト10%程度混入 粘性ややあり 締りあり

10YR 5/8責 掲色シルト 粘性ややあり 締りかなりあり
10YR 6/8明 黄褐色砂質土 粘性なし 締りなし

10YR 6/8明 黄褐色砂質土 粘性なし 締りなし

10YR 6/8明 黄褐色砂賢土 粘性なし 締りなし

卜L=125500m

1 10YR 3/4暗 褐色ンルト 粘性ややあり 締りあり 炭化物混入
2 10YR 2/3黒 褐色シルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼土粒微畳混入

粘性ややあり 締りあり
3 10YR 2/3黒 掲色シルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼±40%況入

粘性ややあり 締りあり
4 10YR 5/8暗 赤褐色焼主主体に75YR 3/1黒褐色シルト10%混入

粘性ややあり 締りあり
5 10YR 2/2 粘性ややあり 締りあり
6 ЮYR3/4暗 褐色シルトを主体に10YR 5/8責 褐色シルト10%程度混入

粘性ややあり 締りあり
7 75YR2/2暗掲色シルトを主体に10VR 5/8黄 掲色シルト10%程度混入

粘性ややあり 締りあり
8 10YR 2/3黒 褐色ンルトと10YR 4/6掲 色シルト混合土 粘性ややあり

締りあり (袖盛土)

9 10YR 4/6褐 色シルト 粘性ややあり 締りあり
10 10YR6/8明 黄褐色砂質土 粘性なし 締りなし
11 5YR3/6明 赤褐色焼土 粘性なし 締りなし
12 5YR4/6赤 褐色焼土 粘性なし 締りなし
13 75YR3/4暗褐色シルトを主体に5YR5/8明 赤褐色焼土

粘性ややあり 締りややあり

卜L=125300m      引

即
ゴ

B― B'

1 75YR 2/1黒 褐色シルト 粘性なし 締りあり

2 10YR 3/2黒 褐色シルトを主体に10YR/6明 黄褐色火山灰80%混 入

粘性なし 締りなし

3 10YR 2/1畢 褐色シルト 粘性なし 締りあり

4 10YR 2/2黒 褐色ンルト 粘性なし 締りあり 植物根若干あり

5 75YR2/1黒褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり

6 10YR 2/3黒 褐色シルトを主体に10YR 6/6褐 色シルト (地山)混入

上

隣 L=12a600m

卜 L=ワa600m

８

９

１０

げ
一

引

T

E― E'
1 10YR 2/3早 褐色シルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼土粒微量混入

粘性ややあり 締りあり
歩
隅 監F捏律r芽ナ†藉遜当

/6褐色ンルト混合土
3 10YR 2/3黒 褐色シルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼±40%混 入

粘性ややあり 締りあり
4 10YR 4/6褐 色シルト 粘性ややあり 締りあり

1 10YR 2/3黒 禍色ンルトと10YR 4/6褐 色シルト混合土 粘性ややあり 締りあり (袖盛土)

2 10YR 2/3黒 褐色ンルトを主体に5YR4/8赤 褐色焼土粒微豊混入 粘性ややあり 締りあり
3 10YR 2/3黒 褐色ンルトとlωR4/6褐色シルト混合土  粘性ややあり 締りあり (袖 盛土)

4 10YR 2/2黒 褐色ンルト、10YR 5/8黄 掲色シルト1000程度混入        ^
粘性ややあり 締りあり

5 ЮYR4/6褐 色シルト 粘性ややあり 締りあり

稲荷遺跡第 6次調査 検出遺構 2

卜L=ワ&600m引

H― Ц'

1 5YR5/8明 赤褐色焼土
粘性なし 締りなし

2 10YR 4/6褐 色シルト
粘性ややあり 締りあり

3 10YR5/8明 黄褐色シルト
粘性なし 締りなし

第 2図
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RA001竪穴住居跡完掘 (東から)

RA001竪穴住居跡南北断面 (西から)

RD017土坑平面 (北から)

検出遺構

RD016土坑断面 (南から)
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くまどう

盛岡市本宮字熊堂52-2

地域振興整備公団

岩手総合開発事務所

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 9月 1日 ～ 9月 30日

97rド

97rド

L E16-2118,OKO-03-19

早坂 淳

盛岡市教育委員会

(30)熊堂B遺跡第19次調査

地
　
者

在
　
託

所

委

名業事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,OOO 盛岡・日詰

1.調査に至る過程

盛岡広域都市計画事業盛岡南新都市土地区画整理事業は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街

地として開発 し、両者が有機的に結合した軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。平成

3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを対象とした整理事業が4L続中である。

事業対象地域に係わる埋蔵文化財の取 り扱いについては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行い調査の必要

範囲を確定し、財団法人岩手県文化振興事業団の受託事業として実施している。熊堂B遺跡第19次調査につ

いては、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業とすることが確定 し、岩手県教育委員

会と盛岡市及び財団法人岩手県文化振興事業国の両者に通知された。これを受けた両者は平成15年 4月 1日

財団法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施することと

なった。調査期間は平成15年 9月 1日 から9月 30日 であつた。 (地域振興整備公団岩手総合開発事務所)

2.遺跡の立地

熊堂B遺跡は、」R東北本線仙北町駅の西約1.5km、 雫石川右岸の微高地上に位置する。本次調査区は宅地

跡であり、南側と東側が第18次調査区、西側が第15次調査区、北狽1が第20次調査区に隣接する。標高は123m

前後、北側の第20次調査区に向け緩やかに傾斜 している。

3.基本層序

本次調査区の基本層序は、他調査区と同様の堆積状況を示す。

I層 :灰責褐色土 (現代耕作土一部下位に水酸化鉄層有)Π層 :黒褐色土

Ⅲ層 :黒褐色土と暗褐色土 (漸移層下位遺構確認面)Ⅳ層 :黄褐色砂質土 (地山層一部遺構確認面)

V層 :砂礫層

南側第18次調査区との境ではⅢ層上に自然礫層が認められ、溝跡に関してその面で検出が可能であった。

4.調査の概要と検出遺構

本次調査区は、四方を過年度調査区と第20次調査区に囲まれる位置にあり、第19次 と第20次調査を並行 し

て行った。検出した遺構は、土坑 5基 と第18次調査区より続 く溝跡 1条である。
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<土坑> 5P6k～ 5P9m付 近に位置し、Ⅲ層下面で検出した。平面は円形乃至楕円形、開口部は24～

95cm、 深さは10～ 38cmで全体に小規模の土坑である。埋土は締まり粘性とも弱い黒色土、黒褐色土と暗褐色

土が主体、にぶい責褐色土、褐色土と埋上下層に礫が混じる。遺物の出土は、R D 154・ 156・ 158土坑より土

師器・甕 (口縁部・体部)と杯 (口縁部～体部)が 8点であり、これより古代に属すると考えられる。他の

2基については時期特定不能である

<溝跡> 5P8j付 近で第18次調査区より本次調査区に至 り、 5P51付 近で第20次調査区へわずかに延

び、その後消滅する。走行はN-35° 一E、 全長は約8.15m、 幅は35～ 50cm、 底面18～ 32cm、 深さは3～ 9

cm、 北に向かうほど壁の立ち上がりは不明瞭になる。埋土は締まり粘性とも弱い暗褐色土が主体で、下位に

は土坑同様小礫が認められる。遺物の出土は土師器・甕 (口縁部)と 杯 (底部)が主の 9点であり、これよ

り古代に属すると考えられる。第18次調査区同様Ⅲ層上面礫層での検出が可能であったが、Ⅲ層下面で検出

したため、溝跡自体の全容を把握することができなかった。

5。 出土遺物

小コンテナの3分の 1、 土師器片が主で全20点 、うち6点 について実測・掲載した。出土場所は、土坑と

溝跡の埋土である。 3と 4はヘラナデとハケメ調整が明瞭な甕・体部破片、 1と 6は 口縁部にロクロ調整、

底部に回転糸切痕が認められる杯である。また、 5は甕・口縁部であるが、割れ口に輪積面の刻目が認めら

れる。遺物の量が少ないためその特徴と遺構の属する詳しい時期を確定できず、本時調査区は古代に属する

区域とのみ記す。

6.ま とめ

本遺跡は、過年度の調査より奈良時代～平安時代を中心にした集落跡であることが明らかになっている。

本次調査は、範囲も狭 く調査区自体を特徴づけることはできなかった。ただ、北側に接する第20次調査区で

東西に走る溝跡が検出され、その北側は低湿地に続 くことから、本次調査区は熊堂B遺跡古代集落の北西の

一端であるといえよう。古代に於いては、今よりも南側まで低湿地が延びていたとみられる。

なお、熊堂B遺跡第19次調査に関わる報告はこれをもって全てとする。

第 1図 熊堂 B遺跡調査 グリッド配置図

|
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報 告 書 抄 録

熊堂 B遺跡第 19次調査 出土遺物

土師器観察表

No 出上位置 器種 部位
法量 (Cm)

特徴 (色調 調整 )

口径 底径 器高

1 R DlM 埋土 杯  口縁 ～体部 21残存 橙色、内一ロクロ 外―ロクロ

2 R D156 検出面 甕  口縁部 23残存 にぶ い橙色  内一ロクロ、ヘ ラナデ ? 外 ―ロクロ、ヘ ラナデ

3 R D158 埋上下層 甕 体部 355残存 にぶい黄橙色 内一ヘラナデ、ハケメ 外―ヘラナデ

4 R D158 埋上下層 養 体部 51残存 にぶい黄橙色 内一ハケメ 外―ヘラナデ

5 R G098 埋土 養 口縁部 74(頸 部 ) 22残存 橙色  内一ロクロ 外 ―ロクロ

6 R G098 埋土 杯・底部 14残存 橙色 内一ロクロ 外―ロクロ、回転糸切痕

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

圭
一 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

TTh 著 者 名 早坂 淳・阿部員澄

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001,9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日
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所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ糸車 東経
調査期間 調査面積 調査原因
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盛岡広域都市計

画事業 盛岡南

新都市土地区画

整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構  1  主な遺物 特記事項

熊堂B遺跡

第19次調査
集落跡 古代 意繰:真   1   

土師器 本調査区は、第15。 18・ 20次調

査区に隣接する。

※緯度 。経度は世界測地系
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調査区全景 (北から)

RG098溝跡 断面 (北から)

RG098溝跡 完掘 (南から)

写真図版 1

RD154土坑 完掘 (北から)

熊堂 B遺跡第 19次調査 検出遺構
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RD155土坑 完掘 (北から) RD156土坑 完掘 (北から)

RD157土坑 完掘 (北から)

‰ 悦 1

写真図版 2 熊堂 B遺跡第 19次調査 検出遺構・遺物
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(31)台太郎遺跡第50次調査

盛岡市向中野字向中野37-5ほか

地域振興整備公団岩手総合開発事務所

盛岡広域都市計画事業

盛南新都市土地区画整理事業

平成15年 6月 2日 ～30日 ・10月 21日 ～11月 10日

780rド

540ド

L E16-2269,ODT-03-50

石崎高臣

盛岡市教育委員会

だい た ろう

地

者

名

在
　
託
　
業

所
　
委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、盛岡市が経済・文化などに対する各機能を兼ね備えた北東北の拠点都市を目指

して、現在の既成市街地の他に、市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機的に結びついた軸状

都市を形成するために策定された土地区画整理事業である。

遺跡位置

-105-
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この事業は、平成 2年 9月 に、岩手県・盛岡市・旧都南村の三者が地域振興整備公団に対 して事業申請を

行った。これを受け、地域振興整備公団が実施計画を作成し、平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事

業の実施認可が下 り、平成 3年度から同17年度までの15年間を事業予定期間とした、対象面積313haの 土地

区画整理事業が実施されることとなった。この間、事業対象地内の埋蔵文化財に関する取 り扱いについても

協議が重ねられた。その結果、盛岡市教育委員会が試掘調査を行って調査必要範囲を確定し、本調査は財団

法人岩手県文化振興事業団の受託事業とすることとなった。

当遺跡については、岩手県教育委員会と地域振興整備公団との協議の結果、平成15年度の事業として確定

したものである。これを受け、平成15年 4月 30日 に財団法人岩手県文化振興事業団理事長と地域振興整備公

団所長との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。台太郎遣跡第50次調査は平成15年 6月

2日 に開始され、途中都合により、7月 1日 ～10月 20日 の中断期間を経て、同年11月 10日 をもって終了した。

(地域振興整備公団岩手総合開発事務所 )

2.遺跡の立地

台太郎遺跡は、」R東北本線仙北町駅の南西約900mに位置する。雫石川によつて形成された河岸段丘上に

立地し、標高は約122mで ある。今次調査区は並行 して調査が行われた51次調査 D・ F区 と接する。また、以

前に調査が行われた15次・35次・36次の調査区とも隣接 している。調査前の状況は、道路および工場だった。

3.遺跡の基本層序

今次調査区の基本層序は、以下の通 りで、これまでの調査 と同様の堆積状況を呈している。なお、今次調

査ではⅣ層中位に10Y R3/2黒 褐色シル ト・10Y R4/3に ぶい責褐色シル ト・10Y R3/4暗 褐色シル トが挟まれ

ている。

I層 :10Y R2/2 黒褐色土 しまりやや密 粘性弱 現代の地表土

Ⅱ層 :10Y R4/4 褐色粘土 しまりやや密 粘性強 旧水田面の床土

Ⅲ層 :10Y R2/2 黒掲色シル ト しまり密 粘性やや弱 下位から古代遺構検出面

Ⅳ層 :10Y R4/4 褐色シル ト しまり密 粘性弱 古代遺構検出面

V層 :10Y R4/6 褐色砂礫 段丘の基盤層

4.調査の概要と検出遺構

調査区は工場の跡地であつたため、建物の基礎や塵芥廃棄用の穴が多数検出された。そのため、遺構検出

面はかなり攪乱を受けていた。検出した遺構は、土坑 2基・溝 2条・柱穴状土坑 8基だったが、攪乱を考慮

に入れても遺構密度は低い。

<土坑> 東調査区の北端と南端で検出した。 R D ll14土 坑は、直径約0。 7mの ほぼ円形を呈する。深さは20

～25cmで 、底面は平坦である。遺物は出土 していないが、覆上の色調から古代ではなく、中世以降のものと

推測される。R D ll15土 坑は、直径約0.8mの ほぼ円形を呈する。深さは20clllで 、底面は平坦である。遺物の

出土はないが、覆土は他の古代の遺構と同じような色調なので、古代のものと推測される。

<溝跡> 東調査区の中央でR G487溝 跡を、東端でR G488溝 跡を検出した。R G487溝 跡は、途中、削平の

ためとぎれているが、51次調査D区北側から続き、同南側に廷びる溝である。幅は0.4～ 0,9m、 深さは約10cm

を測る。R G488溝 跡 も51次調査 D区北側から続 くものである。配水管を埋設 したと推測される現代の溝に

よつて攪乱され、南半も削平を受けており、残存状況は悪い。幅は約0,6m、 深さは10cm前後を測る。時期に

ついては、ともに遺物が出土 していないので、明確な時期は不明だが、R G487溝 跡は51次調査D区南側で奈

良時代以前の竪穴住居跡を切つており、同じく北側で平安時代と考えられる土坑に切られているので、奈良
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時代後半～平安時代前半と考えられる。

<柱穴状上坑> 西側調査区で 8基検出した。配列に規則性は認められない。

5.出土遺物

R G487溝 跡より上師器の破片が 1点出土 したのみである。1.5× 2.5cmの 極小片のため、器種は不明である。

6。 まとめ

前述のように、今次調査で検出された遺構は、東調査区で土坑 2基・溝跡 2条、西側調査区では柱穴状土

坑 8基である。西調査区の南側では36次調査が行われているが、柱穴状土坑が 4基検出されたにとどまる。

また、北側では15次調査が行われているが、ここでも同様に検出されたのは柱穴状土坑のみだった。したがっ

て、今次調査で遺構がほとんど検出されなかったのは、周辺の状況を鑑みれば不自然ではない。東側調査区

の南北は、並行 して調査が行われた51次調査D区 と接 しているが、そこでは竪穴住居跡が比較的多 く検出さ

れている。また、15次調査区まで目を向ければ、近距離にある lEグ リッドでは 5軒の竪穴住居跡が検出され

ている。このことをふまえれば、東側調査区の遺構密度はかなり低いと考えざるを得ない。なぜ、今次調査

区周辺の遺構密度が低いのか、その理由を説明することは難しい。けれども、これまでの台太郎遺跡、特に

奈良時代 8世紀の竪穴住居跡の占地状況を見ると、数軒の竪穴住居が近接 してひとつの単位を形成 している

様相が見て取れる。そして、その単位間には溝が数条見られる程度で遺構密度はそれほど高 くない。台太郎

遺跡周辺は、地形的にほぼ平坦であることから、こうした様相は地形に制約されたものではなく、住居建築

時に意識的になされたものと推測できる。つまり、台太郎遺跡に展開する集落の人々は、集落内のどこでも

かまわず住むことができたわけではなく、ある程度の規制のもとに住居を建てていたのではなかろうか。こ

のように考えて大過なければ、今次調査のように遺構密度が低 く、出土遺物も僅少であっても、集落全体の

景観を検討する上では欠 くことのできない資料を提供する。そうした意味では今次調査は有意義なもので

あったといえよう。

なお、台太郎遺跡第50次調査に関する報告は、これをもって全てとする。

録報 告 書 抄

ふ が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
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シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 石崎高臣

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001,9002
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土坑 2基

溝跡 2条
土師器

※緯度・経度は世界測地系
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RG488

―
任 ]lg

0     1:20(断 面)    75cll

RDll14

鵠 9c

薇 《こ》

馬

IL=120.500m4'

い

軸慕
蹴椰

ぴ
盈

4と 12“ 500辞
'

一

中

RG487

R D ll14 0 1115:土 坑、

-109-

備考

10YR 4/4褐色シルト50%含む

備考
10YR 4/4褐色シルト5°/o含む

備考
10YR 4/4褐色シルト50%合む

10YR 4/4掲色シルト8096含 む
10YR 4/な 褐色シルト1096含 む

19YR4/4褐 色ンルト80%含む

備考

10YR 4/4褐色シルト19%含む

0     1:40(平 面)    1.5m

くR Dll14>
番号     色調      しまり

1.10YR 3/4 暗褐色シル ト やや密

2 10YR 3/4 暗褐色 シル ト やや密

<RDll15>
番号     色調       しまり
1 10YR 2/2 黒掲色シルト   密

<R G488>
番号     色調        しまり
1.10YR 2/2 黒褐色シルト  やや密
2.10YR 2/2 黒IBtンルト   密
3.10YR 2/2 黒褐色シルト  やや密
4.10YR 2/2 黒褐色シルト  やや密

<R G487>
番号     色調       しまり
1 10YR 2/2 黒褐色シルト   密
2.10YR 2/2 黒褐色ンルト   密

腿
弱
弱

縦

弱

　

　

維

瞬

弱

弱

弱

　

　

縦

弱

弱

第 2図 台太郎遺跡第50次調査 R G487・ 4器溝跡



東側調査区調査前状況

RG488溝跡A―A'(南から)

RG487溝跡完掘 (北から)

RG488溝跡完掘 (南から)

RG488溝跡B―B'(南から)

RDll15土坑断面 (南から)

写真図版 1

RDll15土坑完掘 (南から)

台太郎遺跡第50次調査 検出遺構

-110-



だい た ろう

盛岡市向中野八 日市場 7-1ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道46号盛岡西バイパス建設事業

平成15年 8月 1日 ～ 9月 3日

595rド

595rド

L E16-2269・ ODT-03-52

水上明博

盛岡市教育委員会

(32)台太郎遺跡第52次調査

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関
遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、盛岡市力認1世紀に向けて、経済・文化などに対する各機能を兼ね備えた北東北

の拠点都市を目指 して、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機的に

結びついた軸状都市を形成するために策定された土地区画整理事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (現盛岡市)の三者が、地域振興整備公団にたいし

て事業申請を行い、これを受けて公団は実施計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事

業許可が下 り、平成 3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを 対象とした整理

事業が実施される事となった。事業対象地域に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、盛岡市教育委員会が

試掘調査を行い分布を確認 している。

本遺跡については、岩手県教育委員会が平成15年度事業に急邊追加し、これを受けて財団法人岩手県文化

振興事業国は平成15年 7月 31日 付けで岩手河川国道事務所長と財団法人岩手県文化振興事業団理事長との間

で委託契約を締結し、平成15年 8月 1日 から着手し、同年 9月 3日 に終了した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

2.遺跡の立地

遺跡は、」R東北本線盛岡駅より南西約 2 kmに位置する。遺跡の北を流れる雫石川によって形成された低

位段丘上に立地している。標高は125m前後で、現況は付近で行われている工事等の残土置き場となっている。

古 くは雫石川が貫流 したこともあり、堆積物によって地味が肥えていたため近年まで同様の環境をもつ太田・

飯岡地区とならぶ田園、畑作地帝であった。

3.遺跡の基本層序

調査区の基本層序は下記の通 りであるが、近年の宅地や道路工事の残土が厚 く堆積 しており、遺構検出面

の下まで深 く撹乱を受けた箇所が随所に見られる。
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Ⅲ層

Ⅳ層

V層

層厚18cm

Ⅵ層 10Y R3/2 黒掲色 粘性あ り 締まりあ り

層厚 5 cm

第 1図 基本 層 序4.調査の概要と検出状況

今回の調査で検出された遺構は、古代を中心とした竪穴状遺構 1棟、溝が 8条である。

<堅穴状遺構> R E061竪穴状遺構は調査区南東に位置し、近年に入つてからの用水路工事のため半分近 く

が失われている。規模は3.5m× 2mで平面形長方形を呈すると思われる。出土遺物は、ふいごの羽口や鉄

岸、真ん中がへこんだ鉄床石 (30cm× 30cm× 30cm)、 須恵器などがあり平安時代の作業小屋と考えられる。

<溝跡> 大小合わせて 8条検出し、そのうちの数本は調査区の西狽Jに延びている。

溝跡はいずれも出土遺物などから平安時代のものと考えられる。

<出土遺物> 遺物は土器が小コンテナで 1箱、石器 2点、土製品 1点が出土している。 1は土師器甕の底

部破片で外面はヘラナデ調整を施している。 2～ 4は内面に黒色処理を施した、ロクロ成形の上師器杯であ

る。いずれも口縁部体部から外傾気味に立ち上がり、底部の切 り離 しは回転糸切 りである。 5は須恵器杯で、

口縁部は底部から外傾 して立ち上がっている。底部の切 り離しは回転糸切 りである。 6はふいごの羽口。 7

は土錘で長さ4.2cm,径 3 mmの穴が穿孔されている。 8は木製の浮きである。 9,101よ剥片石器で、 9の両面

に刀部加工を施 している。11は土師器甕の破片、 2は須恵器の破片。13は 土師器高台杯の破片である。14は

ミニチュア土器である。15は ロクロ不使用の土師器杯である。底部は丸底で浅い沈線が巡 り、口縁部は内湾

して立ち上がる。内面はヘラミガキ調整後に黒色処理を施している。16、 17は須恵器甕の体部破片で、外面

は平行叩き具痕である。18は フイゴの羽口で現存長さが9,3cm径2.Ocm× 1.9cmを計る。19は 現存 1/3の コッ

プ形を呈する須恵器である。日径は8。 lcm、 底径6.lcm、 器高5。 3cmで、口縁部は直立気味に立ち上がり、日唇

部は九みを持っている。ロクロ成形痕が明瞭で底部の切 り離しは回転ヘラ切 りである。201ま 新寛永通宝で、

Ｏ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

十

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

一

‐
ｍ

I層

Ⅱ層

10Y R2/3 黒掲色 粘性なし 締まりなし

層厚20cm(旧耕作土)

7.5Y R3/1 黒褐色 粘性弱 締まり中

層厚20cm(混水酸化鉄 3%)

10Y R3/4 暗褐色 粘性弱 締まり中

層厚18cm          _

10Y R4/4 褐色 粘性なし 締まりなし

層厚16cm(砂質)

7.5Y R3/1 黒褐色 粘性あり 締まりあり

_L=姥
■900na_

No 遺構名 長 さm 上幅cm 下幅Cm 深 さCm 方 向 重複関係 備 考

l R G479 14 8 北東～南西 (新 )R G479-R G480(旧 ) 木製浮 きと土錘出土

2 R G480 15 北東～南西 (コ叶)R G479-R G480(十 日) 十和田a降下火山灰含む

3 R G481 7 北東～南西 6折 )R G482-R G481-R G480(十 日)

4 R G482 北西 ～南東 (新 )R G482-R G481(十 日)

5 R G483 15 75 東 ～西 (新 )R G479-R G480-R C483-R G484(旧

6 R G484 21 70 北東～南西 (新)R G483-R G484-R G485「旧J

7 R G485 9 北東～南西 (新 )R G484-R G485(1日 )

R G486 3 80 70 東 ～西 (新 )R G480-R G486(旧 ) 十和 田 a降下火山灰合 む
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21は磨減が著しく時期不明である。

5。 まとめ

本遺跡は、奈良から平安時代を中心とした大規模な集落跡であることが明らかになっていたるが、今回の

調査区は西端部にあたり範囲もせまく、検出された遺構数と遺物量も少なかったが、コップ形須恵器 (計量

器)は県内では初見である。東北地方では秋田市の秋田城跡、宮城県築館町の佐内屋敷跡で出土しているだ

けである。この須恵器が枡のように計量器として使われていたかどうかを考えるには何次にもわたる台太郎

遺跡の発堀調査全体の資料等を研究しながら考えていかなければならない。今後周辺の調査が進むにつけて

近隣にある志波城跡とのつながりなども明らかになってくると考えられる。

なお、台太郎遺跡第52次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。

報 告 書 抄 録

ふ り が な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

書 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 水上明博

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
】ヒ湘革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

姿
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７
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03201
L E16

-2269

度

分

秒

９

　

０

　

７

３

　

４

　

４

141度

08う訃

11オ少

2003.08.01

2003.09.03

595rr

国道46号 盛岡

バイパス建設

事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台太郎遺跡

第52次調査
集落跡 平安時代

竪穴状遺構 1棟

溝跡8基

土師器、須恵器、

ふいごの羽日、木

製の浮き、土錘

コップ形須恵器 1点

※緯度・経度は世界測地系
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― F

4

X=-3も,680.000

Y= 26,210.000
と=  122.817
X==35,700.OOO
Y=26,210.0,0
と-  122.893
X=-35,680Ю 00

Y=26,2彦 5.000

と=  122.051
(日 本測地系)

5

第 2図 台太郎遺跡第52次調査 グリッド及び遺構配置図
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トーーL=121BOOm Ｂト
E'

L=121.800m― ―引

1

Ｂ卜

R0489
1,7す7R3/1黒褐

十和国a降下火山灰を含む
かたく粘性なし

|=12i800m   十和H 降下火山灰

1.7.5YR 3/1黒 褐
かたく粘性なし

地山アロッ
含と居

RG479
1.7.うYR3/1黒褐

かたく粘性なし

地山プロッタを含む層RG479
1.7:5YR3/1黒褐RG480

■,71jY良 3/1黒掲
十和日a降下火山灰を含む
かたく粘1生なし

かたく粘性なし  G
トー■L=121.800m

G'

引

Ｃ
引

Ｃ卜 L=12■ 800m

1.7.5YR 3/1黒 褐
かたく粘性なし RC480

1.7.6YR3/1黒縛
十和田,降下火山床を含Ⅲ
かたく粘性なし

D'
引

F'
引

RC480
1.7.5VR 3/1黒 褐

十和田■降下火山仄を含む
かたぐ粘性なし

第 3図 台太郎遺跡第52次調査

RC480
1 7.5VR3/1黒褐

十和田a火山灰を含む
かたく粘性なし

H
トーーL=121B00m

r
引

一́″……硬正三三三三≡翌≡三こ辱i;:子;:含」層

RC481
1.10YR4/2黒 褐

酸化鉄Ю%含む

植物根も多く含む

I

トーーL=121.800m

D
トーー L=12■800m

F
トーーL=121おOom

RG479
1.7.5YR3/1黒衝

分たく粘性なし

I'

引

~κ

≡
雲

頚 ロックを含む騒

RG482
1.76YR3/1黒 褐

.砂質でンルトを少し含む

検出遺構

地山ア●ックを含む層

地山プロツクを営輔
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水酸化鉄を含む 粘,生あり
1継あり しまり中

K
トーーL=121お00m

1.イ .5YR 3/1黒褐
2 7.5YR4/1褐反

K'
引

讐忠琶ロツクを
li4,絲 3/1黒褐
ク.715VR 4/1褐 反

L
トーーL=121お 00m

粘性あ り

粘性あ り しまり中

RG433
1 10YR2/3黒色

粘質シルト水酸化鉄1596含む

粘性あり しまり中

J'

引

岸

1.10YRガ/3黒色 粘質シルト

41tLあ り しまり中

0'
引

Ｌ引

」
トーーL=12X,300m

1.7.5YR3/1黒褐
かたく務性なし

RG482
1=7,5YR3/1黒褐

砂質 粘上を若千含む

N'
引

N
|―――L=121.800m

RG486
1,715VR 3/1黒褐

―

十和田a大山床を含む
かたく粘性なし

名

０卜
L=121,809

台太郎遺跡第52次調査 検―出遺構

1,715YR3/1黒褐 永酸化鉄を含む

粘性を含む しまり中

第 4図
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第 5図 台太郎遺跡第52次調査 出土遺物
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RG479溝跡断面A一 A' RG479溝跡断面B―B' RG479溝跡断面C―C'

RG479溝跡断面D― D' RG479溝跡断面E―E' RG480溝跡断面A―A'

RG480溝跡断面B―B' RG480溝跡断面C―C' RG480溝跡断面F― F'

RG480溝跡断面G―G' RG480溝跡断面J― J' RG481溝跡断面H― H'

RG481溝跡断面J― J' RG482溝跡断面I―ド RG483溝跡断面K― K'

写真図版 1 台太郎遺跡第52次調査 検出遺構 (溝跡 )
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||ユ :ず

く■

=置

ゞ
RG484溝跡断面L一 L'

RG479溝跡断面 (左 )

RG480溝跡断面 (右 )

RE061竪穴状遺構断面

写真図版 2 台太郎遺跡第52次調査 検出遺構 (溝跡、

RG485清跡断面L一 L'

RG483溝跡

堅穴状遺構、他 )

RG484溝跡断面M一M'

RG486溝跡断面N一 N' RG482溝跡断面 (平面)

RG486溝跡 (平面) 調査区 (西から東) 調査区 (北から南 )

RE061竪穴状遺構平面 (西から) 基本土層

RG479・ 480・ 484溝跡 調査区 (西から東)
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写真図版 3 台太郎遺跡第52次調査

-121-

遺構内出土遺物



写真図版 4 台太郎遺跡第52次調査 遺構外出土遺物

1

¨ 鰯 蔭 陣 14

2
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(33)

盛岡市下鹿妻北32-1

地域振興整備公団岩手総合開発事務所

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 9月 12日 ～10月 28日

1,857rド

1,857rだ

L E16-2155,ONK-03-19

小松則也 。本多準一郎

盛岡市教育委員会

の っ こ

野古A遺跡第19次調査

地

者

名

在
　
託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置遺跡位置                                   ■50,000 盛岡。日詰

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。この事業は、平成 2年 9月

に岩手県・盛岡市・旧都南村の三者が地域振興整備公団に対 して事業申請を行い、これを受けて公団は実施

計画を策定 した。事業は平成 3年 に開始され現在に至る。

平成15年 4月 1日 財団法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結し、発掘調査

を実施することとなった。 (地域振興整備公団岩手総合開発事務所)

2.遺跡の立地

野古A遺跡は」R東北本線盛岡駅の南側約 2 kmに位置し、雫石川右岸に形成された標高124m前後の河岸段

丘の一部に立地している。調査区南側、段丘崖沿いに鹿妻堰用水路が走る。北東約50皿のところに古墳が多

数確認されている飯岡沢田遺跡と近接する。
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3.基本土層

I層  10Y R3/3 暗褐色シル ト (表土)粘性なし 締 りあり

Ⅱ層 10Y R2/3 黒褐色色シル ト (旧耕作土)粘性なし 締 りあり

Ⅲ層 10Y R2/1 黒色シル ト (黒ボク層)粘性ややあり 締 りあり

Ⅳ層 10Y R3/2 黒褐色粘土質土 (漸移層)粘性ややあり 締 りあり

V層 10Y R5/6 黄褐色粘土質土 (地山層)粘性あり 締 りあり

4.調査の概要

陥し穴遺構 4基 と溝跡遺構 2条、焼土遺構 3基を検出した。

<陥 し穴> 4基 共に北西 。南東を向く。いずれも平面形は溝状を呈 している。はじめにR D085土 坑を検

出、他は確認できず調査区中央を横切る黒ボク層 (Ⅲ層)を除去 した後に、R D086・ 087・ 088土坑を検出し

た。R D 085'086土坑は底部が奥に決れる特徴がある。R D087・ 088土坑は底部が極端に狭い。規模の詳細

を表で示す。

遺構名 位置 平面形 開口径cm 底部径Cm 深さCm 壁 備考

R D085 1503v 溝状 358× 55 403× 33 90 外傾する

R D 086 1505b 溝状 335× 55 323× 3ユ 79 えぐれ外傾する 柱穴を伴う

R D 087 15N3 s 溝状 295× 33 290× 8 49 ほぼ直立する

R D 088 14N23e 溝状 330× 19 313× 8 60 外傾 し内湾する

<溝跡> R G022溝跡は調査区の南西～北東下降して延びる。規模は、長さ98m、 幅70～ 80cm、 深さは18～

45clllを 測る。R G022溝 跡からは土師器が破片で15点出土していることから古代の溝跡と推測される。R G023

溝跡はR G022溝 跡と切 り合い関係にありそれよりも新 しい。規模は長さ16m、 幅は25～ 48cIIl、 深さ15～ 22cm

を測る。時期は不明である。

<焼土> R F 002～ 004焼土は調査区のほぼ中央14025iに位置する。Ⅲ層黒ボク層の上面でR F002・ 004・

003焼土の順で検出した。焼土中からは3点の土師器片が、またその周辺からは土師器片が101点ある程度集

中して出土 した。同時に十和田 a降下火山灰も見とめられた。R F003焼 土は土坑に投げ込んだような様相で

あった。いずれの焼土も現地性燃焼の痕跡はなく、二次的焼土であると思われる。伴う住居跡は確認できな

かった。

<土器> 1の 上師器の底部はR F 002焼土からの出土で底部にヘラガキが見とめられた。2～ 8の土師器片

はいずれもⅡ層黒褐色シル ト上面遺構外からの出土である。 4の底部は静止糸切 り痕、 5の底部は回転糸切

り痕である。 9の須恵器片はR G002溝跡からの出土であるが、埋土の上位であったことから流れ込んだ可能

性高い。近世のものと推測される。時期は不明である。不掲載の土器小破片は386点 を数える。

<陶磁器> 10は肥前産の染付碗である。

5。 まとめ

野古A第 12次調査 (平成13年度)においては、古墳時代末～平安時代前半まで営まれた住居跡が27棟確認

されている。住居域は鹿妻堰農業用水路に沿って南西側にさらに広がる可能性があると予想されていたが、

本次調査から住居跡は確認されなかった。鹿妻堰に沿って古代の溝が延びることから、当時においても用水

として用いられた可能性がある。陥し穴遺構の検出から、縄文時代は狩猟場であつたと考えられる。今後の

周辺遺跡の調査進展に伴いさらに野古A遺跡の全体像が明らかになるものと思われる。

以上、野古A遺跡第19次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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RDo85陥 し穴 ≒503v

シF｀

韓越善セヨ厚
霧
鷺孝を,ど

絶 /寧把患よ糞褐色粘土質主同量滉合土

10YR2/3黒褐色シルトとユpYR 4/3にぶい黄褐色粘土質± 2:3混合

指期 ぞ銀 書9カ イと10YR 4/3にぶい婁謗島色4BIL質± 2:3混合

蕊 島 架 褐雹亀皇接土からぃYR5/6黄 掲色糧 質土嘲 移 活性あり 締りなし

l解登Bチ B薫霧魯韓圭蜃圭 韓桂盪′ 幕ηなし

ラ
RD087陥 し穴

10YR 2/3黒色粘土質土 粘性番し 締りあり
10YR 5/8黄褐色活土質土 粘性あり 締りあり
10YR 3/3暗褐色粘土質土と10YR 5/8黄褐色粘土質土混合

粘性あり 締りあり
4.10YR 2/2黒色シルトと10YR 5/8黄褐色粘土質土少量滉合

粘性なし 締りややあり

隣L=閉700m¶

1 10YR 2/1黒色ンルト 粘性なし 締りあり
2.10YR2/3黒 色粘土質土、10YR 5/8黄褐色粘土質土

10YR 5/2灰黄褐色粘土質土罷合 粘性あり 締りあり
3.10YR 5/2灰 黄褐色粘土質土、10YR 3/1黒褐色粘土質土混合

粘性あり 締りあり
4,10YR 3/1黒 色粘土質土 粘性あり 締 ,あ り
5.lllYR 5/4責褐色サンドに10YR 3/1黒掲色ンルト微量混入

粘性なし―締りなし

6.10VR 5/な にぶい黄褐也サンド 粘性なし 締りなし

RD088陥 し穴

1 1,YR3/4暗 褐色シルト 粘性なし 締ケあり
2.10YR 4/6暗褐色粘主質土ににぶい責打色ンルト混入 粘性なし 締りあり
3.10VR 3/4暗褐色砂質土 粘性なし 締りなし
4.10YR 3/3暗 褐色砂質土 1粘性なし 締りなし

RD086陥し穴

ラ
.A

や

第2図 野古A遺跡第19次調査 検出遺構 (1)

隣L=1ワ4.000引

腟1随 .∞謂
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RC023

1.10YR 2/1黒色 シル ト10YR 5/8責褐色

粘土質土を筋状に少々含む 粘性ややあ り

締 りあ り

2 10YR 5/8黄 褐色粘土質土 と10YR 2/1
黒色 シル トほtr同 量の混合土 粘性あ り

締 りあ り

RG023

1 10YR 2/1黒色シル ト10YR 5/8黄褐色粘土質土 を

筋状 に少々含む 粘性ややあ り 締 りあ り

2 10YR 5/8責 褐色粘土質土 と10YR 2/1黒色 シル ト

ほぼ同量の混合土 粘性あ り 締 りあ り

札 NHu
1.10YR 2/1黒 色シル ト10YR 5/8黄褐色

粘土質土を筋状に少々含む 粘性ややあり 締 りあ り

2 10YR 5/8責 掲色粘土質土 と10YR 2/1

黒色シル トほぼ同量の混合土 粘性あり 締 りあ り

1.10YR 2/1黒色 ンル ト10YR 5/8責掲色粘土質上 を筋状 に少々含む

粘性ややあ り 締 りあ り
隣L123臨 剰
マ

0  1:600 30m

レ

RF004

1 5YR4/8赤 掲色焼土 粘性な し 締 りあ り

2.10YR 2/3黒 褐色粘上質土 粘性あ り 締 りあ り

3.10YR 4/6褐 色粘土質土 粘性あ り 締 りあ り

5YR4/8赤 褐色焼土 粘性な し 締 りあ り

10YR 2/3黒褐色粘土質土 粘性あ り 締 りあ り

RF003

終
J

第 3図 野古A遺跡第 19次調査 検出遺構 (2)

卜L=ツ3900m引

V
B― B'

1.10YR 2/1黒色シル ト10YR 5/8黄褐色粘土質土 を筋状 に少々含む

粘性ややあ り 締 りあ り

卜L=乾&700m ヨ
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遺物観察表

<上器>

0       1 1 3      10cm

番号 出土層位 器種 部位 外面/内面/模様等 時期

l R F002 土師器・甕 ? 底部 底部にヘラガキ 平安時代

2 Ⅱ層 土師器  甕 顕部 ハ ケメ ヨヨナデ 平安時代

3 Ⅱ層 土師器 奏 据同～底言Ь ヨコナデ・ヨコナデ 平安時代

4 I層 土師器 杯 底部 ヨコナデ 底部静止糸切り 平安時代

5 I層 土師器 奏 胴～底部 ハケメ ヘラケズリ 平安時代

6 I層 土師器・イ 胴～底部 ヨヨナデ ,底部回転糸切 り 平安時代

7 Ⅱ層 土師器  霊 底 部 ヨコナデ 平安時代

8 Ⅱ層 土師器・奏 日縁部 ヨコナデ ヨコナデ 平安時代

9 R G022 土師器 養 口縁部 ハケメ ヨコナデ 不 明時代

<陶器>
番号 出土層位 種別 器種 口径Cll 底径Cll 器高CI 胎 土 釉薬他 産地 年代

R G022 陶器 碗 灰 色 染付・透明釉 一削

第 4図 野古 A遺跡第 19次調査 出土遺物
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RD085陥し穴完掘 (南から)

RD088陥し穴完掘 (南から)

|.´才
RF002・ 003焼土断面 (東から)

RF0220023溝 跡平面 (西から) 調査前風景 (北西から)

野古A遺跡 19次検出遺構
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写真図版 2 野古 A遺跡第 19次調査 出土遺物

報 告 書 抄 録

ふ  り  が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

書 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 小松貝」也。本多準一郎

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 90磁

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
】ヒ率皐 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

韓
跡
さ
査

い迫違
”
剖硼

Ａ
じ
次

〔
貼
か
紳

”
脚
一
凱

て手

農

め
岩
出
下

32- 1

03201
L E16

-2155

度

分

秒

９

　
０

　
０

３

　
４

　

４

度

分

秒

１

　

７

　

８

４

　

０

　

５

2003.09.12

2003.10.28

1,857雷

盛岡広域都市

計画事業 盛岡

南新都市土地

区画整理事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

野古A遺跡

第19次調査
散布地

縄文時代

平安時代

陥し穴4基

溝跡2条

土師器片

陶磁器
平安時代の溝跡

※緯度・経度は世界測地系
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地

者

名

在
　
託
　
業

所

委

事

(34)野古A遺跡第20次調査

盛岡市下鹿妻北33-1ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 9月 12日 ～10月 28日

1,801ド

1,801rド

L E16-2155。 ONK-03-20

小松則也・本多準一郎

盛岡市教育委員会

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。

野古A遺跡20次調査については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業とすること

が確定 し、岩手県教育委員会と盛岡市及び財団法人岩手県文化振興事業団に通知した。これを受け、平成15

年 4月 1日 財団法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施す

るに至った。実際の調査期間は、平成15年 9月 12日 に着手され同年10月 24日 に終了した。
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2。 遺跡の立地

野古A遺跡は」R東北本線盛岡駅の南側約 2 kmに位置し、雫石川右岸に形成された標高124m前後の河岸段

丘の一部に立地している。調査区南側、段丘崖沿いに鹿妻堰用水路が走る。北東約50mの ところに古墳が多

数確認されている飯岡沢田遺跡と近接する。

3.基本土層

I層  10Y R3/3 暗褐色シル ト (表土)粘性なし 締 りあり

Ⅱ層 10Y R2/3 黒褐色シル ト (旧耕作土)粘性なし 締 りあり

Ⅲ層 10Y R2/1 黒色シル ト (黒ボク層)粘性ややあり 締 りあり

Ⅳ層 10Y R3/2 黒褐色粘土質土 (漸移層)粘性ややあり 締 りあり

V層  10Y R5/6 黄褐色粘土質土 (地山層)粘性あり 締 りあり

4.調査の概要

陥し穴遺構10基 と溝跡遺構 3条 を検出した。

<陥 し穴> 10基共に北西・南東を向く。平面形は溝状のものと楕円形のものに分かれる。溝状の陥し穴R

D090・ 091・ 092・ 095・ 097・ 098は底部が極端に狭い特徴を持つ。初めにV層地山面からR D089陥 し穴とR

D090陥 し穴を検出した。その後、遺構検出を進めたが確認できず、第19次調査で検出した溝跡の断面からR

D091～ 093陥 し穴を確認検出した。さらにダメ押 しでR D095～ 098陥 し穴を検出した。規模の詳細を表で示

す。 R D 096陥 し穴は攪乱により半分破壊されている。

<溝跡> R G 024溝跡は調査区の南西～北東方向に黒ボク層を掘 り込んで延びる。規模は、長さ54m、 幅40

～50cm、 深さは 6～ 30cmを 測 り北東に下降する。R G025溝 跡はR G 024溝跡と切 り合い関係にありそれより

も新しい。規模は長さ58m、 幅は60～ 90cm、 深さは14～ 22cmで 北東方向にR G024溝 跡と平走する。R G024

溝跡とR G025溝 跡からは土師器の小破片が合わせて60点 出土 していることから古代の溝跡と推測される。両

方の溝は、調査区の西側において削平され消滅している。R G026溝 跡は長さ8.5mで 北から調査区南際に延

びる。幅は50～ 70cm,、 深さは最大で35clllで ある。埋土から比較的新 しい溝と思われる。

<土器> 4の 須恵器はR G025溝 跡からの出上であるが、それ以外の土器はⅡ層黒褐色シル ト層からの出土

である。いずれも近隣より逗び込まれたものと思われる。不掲載ではあるが、土師器の小破片は全体で386点

を数える。

遺構名 位置 平面形 開口径Cm 底部径Cm 深さCm 壁 備考

R D089陥 し穴 15N 7 p 楕円形 328× 64 325× 19 75 外傾する

R D090陥 し穴 15N 5 q 溝状 406× 25 440× 10 つ
々

ワ
イ 直立する

R D091陥 し穴 15N14x 溝状 316× 48 377× 25 105 外反する

R D092陥 し穴 15N14u 溝状 338× 44 328× 14 84 直立する

R D093陥 し穴 15N16u 楕円形 386× 57 378× 43 88 外傾する

R D094陥 し穴 15N16g 楕円形 292× 60 280× 28 75 直立する

R D095陥 し穴 15N18u 溝状 276× 55 255× 12 100 外傾する

R D096陥 し穴 15N18f 半楕円形 149× 80 142× 22 88 外反する 半分のみ残存

R D097陥 し穴 15N21f 楕円形 352× 75 362× 16 86 直立する

R D098陥 し穴 15N211 溝状 270× 50 256× 15 84 直立する
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<陶磁器> 7は 肥前産の染付碗である。 8は 内面が無釉であることから肥前産の瓶の底部である。 9は大

堀相馬産の灰釉碗の胴部～底部でる。10は 瀬戸産の摺鉢である。

<木碗> Hの 漆木碗は調査区の南端、後背湿地からの出土である。排水不良によつて生じた泥炭層に流れ

込んだものと思われる。漆の状態は良好で器色は極暗赤褐色である。木碗から陶器碗に移行する近世のもの

と思われる。

5.ま とめ

野古A12次調査 (平成13年度)においては、古墳時代末～平安時代前半まで営まれた住居跡が27棟確認さ

れている。住居域は鹿妻堰農業用水路に沿って南西側にさらに広がる可能性があると予想されていたが、本

次調査では住居跡は確認されなかった。また、鹿妻堰に沿って古代の溝が延びることから、用水として利用

していた可能性がある。陥し穴遺構の検出からは、縄文時代にあっては狩猟場であつたと考えられる。今後

の周辺遺跡の調査進展に伴いさらに野古A遺跡の全体像が明らかになるものと思われる。

以上、野古A遺跡20次調査に係わる報告は、これをもって全てとする。

X=-35,700000
Y= 25,690000

X=-35,700000
Y= 25,740000

X=-35,730000
Y= 25,690000

X=-35,680000
Y= 25,740000

(日本測地系 )

0          1:1000        50m

第 1図 野古 A遺跡第20次調査 遺構配置図
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基

　

　

基
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RD089陥し穴 Ａ

７ｐ

卜 L=ワ■000m癬

1

2

3

4
5

6

10YR 2/1黒色シルト 粘性あり 締りあり
10YR 6/8明黄褐色粘土質シルト 粘性かなりあり 締りややあり
10YR 2/2黒褐色シ,レ ト 粘性あり 締りややあり
10YR 5/2灰黄褐色粘土 粘性かなりあり 締りややあり
10YR 5/3に ぶい黄褐色粘土質土 粘性かなりあり 締りややあり
10YR 5/2灰黄褐色砂質シル ト 粘性弱 締 りあり
10YR 2/2黒褐色ンル ト 粘性あり 締 りなし

RD093陥 し穴

蕉 124000斜

10YR 2/2黒色シル ト 粘性なし 締 りあ り

10YR 4/4褐色粘土質上に10YR 2/2黒色 シル ト混入 粘性ややあ り 締 りあ り

10YR 2/2黒色粘土質土 粘性ややあ り 締 りややあ り

10YR 3/2黒色粘土質土 粘性あ り 締 りなし

10YR 3/1黒色粘土質土 粘性あ り 締 りなし

A RD092陥

し穴

催12。嗣

1 10YR 2/1黒色シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

2. 5YR5/2灰 オリープ粘土 粘性あ り 締 りなし

3 10YR 2/2黒褐色粘土質シル ト 粘性あ り 締 りなし

4 5YR4/2灰 オリーブ粘土質シル ト 粘性あ り 締 りな し

5,10 5YR 5/2灰 オリーブ粘土 黄褐色土混入 粘性あ り 締 りあ り

6 25YR6/6明 黄褐色粘土 粘性あ り 締 りややあ り

7 10YR 2/4黒色砂質ンル ト 粘性なし 締 りな し

8 10YR 4/1褐灰砂質シル ト 粘性なし 締 りな し
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RD091陥し穴

札 N14x
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5

ヤ
':

衰
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隆1ぁ.0謂 聖札M碗

第 2図 野古A遺跡第20次調査

10YR 6/2灰黄褐色粘土質シル ト 粘性かな りあ り 締 りややあ り

10YR 2/1黒色シル ト 活性あ り 締 りややあ り

10YR 5/1褐灰粘土質シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

10YR 2/1黒 色シル ト 粘性あ り 締 りあ り

10YR 5/3に ぶい責褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

0         1:60        2m

検出遺構 (1)
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10YR 3/3暗褐色 ンル ト 粘性あ り 締 りあ り

10YR 2/3黒色粘土質シル ト 粘性あ り 締 りあ り

10YR 6/2灰黄褐色シル ト 粘性あ り 締 りあ り

10YR 5/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

10YR 5/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

メご辞ゞ`,Lk  RD095陥し穴

10YR 2/1黒 色 シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

10YR 7/8黄 橙色粘土質シル ト 粘性あ り 締 りなし

10YR 2/1黒 色 シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

10YR 6/3に ぶい黄掲色粘土質シル ト ブロックで混入

10YR 6/3に ぶい黄褐色粘土質シル ト 粘性かなりあ り 締 りあ り

10YR 6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

10YR 6/2灰責褐色砂質シル ト 黒色土少量混入 粘性なし 締 りなし

ラ

=響
■N18f

札 N21f

や

1 10YR 2/1黒色シル ト 粘性ややあ り 締 りあ り

2 10YR 3/3暗掲色 シル ト 粘性ややあ り 締 りあ り

3 10YR 2/2黒掲色シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

4.10YR 5/1掲灰粘土質シル ト 粘性かな りあ り 締 りややあ り

::鍔環 :チ で 雲?異名告悲が 桁や嗚 奪準ζ!  ラ

粘性なし 締 りなし

北5N射

RD098陥 し穴

隣L‐囲Dttm引

ヤ

1 10YR 2/1黒色 シル ト 粘性弱 締 りあ り

2 10YR 5/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性弱 締 りややあ り

3 10YR 4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 粘性弱 締 りあ り

4 10YR 6/8明 黄褐色粘土質シル ト 粘性あ り 締 りあ り

5 10YR 5/2灰黄褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

10YR 3/2黒 褐色シル ト 粘性ややあ り 締 りあ り

10YR 3/4暗黒褐色シル ト 粘性ややあ り 締 りややあ り

10YR 4/3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性ややあ り 締 りややあ り

10YR 5/1褐 灰色粘土質シル トに10YR 6/8明 黄褐色±30%混 入

粘性あ り 締 りややあ り

10YR 4/1褐 灰色粘土質シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

10YR 5/6黄褐色砂質シル ト 粘性なし 締 りなし

0         1:O0        2m

第 3図 野古A遺跡第20次調査 検出遺構 (2)

ソ

卜 L=ワ&900m癬
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R,02:F跡  __く。くく
==ア

τ~
1 10YR 2/1黒色 シル ト 粘性ややあ り 締 りややあ り

2 10YR 4/3にぶい黄褐色粘土質土 粘性あ り 締 りややあ り

3 10YR 2/2黒褐色シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

0  1:600 30m

RC026

碍=ヮ&900訓

1 10YR 2/1黒色 シル ト 粘性ややあ り 締 りややあ り

2 10YR 4/3に ぶい黄掲色粘土質土 粘性あ り 締 りややあ り

3 10YR 2/2黒 褐色シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

RG024 RG025

卜 L=ツ■000m 引

C― C'

1 10YR 2/2黒褐色 シル ト 粘性ややあ り 締 りあ り

2 10YR 2/3黒 褐色 シル ト 黄褐色ブロック少々混入

粘性ややあ り 締 りあ り

0       1160     2m
1 10YR 2/2黒褐色シル ト 粘性あ り 締 りあ り

2 10YR 5/4に ぶい黄褐色シル ト 粘性あ り 締 りややあ り

3 10YR 2/2黒掲色シル ト 粘性あ り 締 りあ り

黄褐色ブロック混入

4 10YR 5/6に ぶい黄褐色 シル ト 粘性あ り 締 りあ り

B一 B'

1 10YR 2/2黒褐色シル ト

粘性あ り 締 りあ り

章 プ

蓬塞纂 1

ど
■
■
Ｒ

】

■

Ｒ

卜 L=123900m引

第 4図 野古A遺跡第20次調査 検出遺構 (3)及び出土遺物
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lヽ  i

10

RD089陥し穴断面 (南から)

4  1    1工 |― ■  
―

医
作業風景

RD092陥し穴完掘 (南から)

写真図版 1 野古 A遺跡第20次調査

RD090陥し穴断面 (南から)

RD091陥し穴断面 (北から)

RD092陥し穴断面 (南から)

検出遺構 (1)

RD090陥し穴完掘 (南から)
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RD093陥し穴完掘 (南から)

永,

|'オ |ゴ
ー

1 lF

・ヽ |

irイ |■

RD096陥し穴完掘 (南から)

写真図版 2 野古A遺跡第20次調査

1, (    ∵
―

 卜■●

RD096陥し穴断面 (南から)

検出遺構 (2)

RD094陥し穴完掘 (南から)

RD095陥し穴完掘 (南から)
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RD097陥し穴完掘 (南から)

RD098陥し穴完掘 (南から)

RD097陥し穴断面 (南から)

RD098陥し穴断面 (南から)

4ⅢⅢ⌒
主主

脅跡断面B(東から)          RG026溝 跡平面 (南から)

写真図版 3 野古 A遺跡第20次調査 検出遺構 (3)

RG024・ 025溝跡断面A(東から)

RG024・ 025溝跡断面B(東から)
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鯵 %飴 ¶ ‰ ‰ 韻 ∝
4                     5

$♭ ¨

遺物観察表

<土器>

写真図版 4 野古 A遺跡第20次調査 出土遺物

ｏ
残
７

1                      15cln出十層位 驀 種 都 位 外 血 /内 面 /榎様 等 時 期

1 Ⅱ 土師器  郭 底 部 底部回転糸切 り 平安時代

2 I 底部 ヨヨナデ 平安時代

3 Ⅱ層 土師器  甕 口縁部 ヨヨナデ 平安時代

4 R G025 須恵器 斐 胴 部 タタキ日 平字 時代

5 Ⅱ層 舟同部 タタキ日 ｀
『 `

6 Π層 胴 部 タタキロ 平笠 時

<陶磁器ほか>
番 号 出 十層 僚 器 構 日 行 Cm 器 高 CI 】台土 腕 葵他 産 地 年 代

7 Ⅱ 碗 にぶい責色 染付  透明釉 工削 18C

8 Ⅱ 瓶 ( 灰色 内面釉 な し 一削 18C

9 I層 陶器 碗 灰色 灰 XII 大堀相馬 19C

I層 陶器 摺鉢 にぶ い楊 仕 外 面焔 薬 疫 1 瀬 百 18C

後背湿地 木器 椀 55 38 暗赤 徹 漆 布 凱 19C

報 告 書 抄 録
ふ   り   が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
圭
日 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団坦蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 老 者 名 小松則也・本多準一郎

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

拳
叶Ｔ
査

い姦
詞

Ａ
じ
次

こ
古

２０

仔
承
第

章煮景盛岡市下
鹿妻北33-文 ほか

L E16

-2155

度

分

秒

141度

07ケ)

58秒

2003.09 12

2003.10.28

1,801∬

盛岡広域都市計
画事業 盛岡南新
都市土地区画整
理事業

所収遺跡名 種別  1 主な時代 主な遺構 主な遺物   1       特記事項

野古A遺跡

第20次調査
散布地

縄文時代

平安時代

陥し穴10基

溝跡 3条

土師器

陶磁器

※緯度。経度は世界測地系
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いいおかさいかわ

盛岡市本飯岡新田 2地割40-2ほか

地域振興整備公団岩手総合開発事務所

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 6月 25日 ～9月 11日

1,013∬

1,258rド

L E16-2291, ISW-03-5

小松則也 。本多準一郎

盛岡市教育委員会

(35)飯岡才川遺跡第 5次調査

地

者

名

在
　
託

業

所

委

事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

ぷ

で
:

遺跡位置 1:50,000 盛岡・日詰

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。この事業は、平成 2年 9月

に岩手県・盛岡市 。旧都南村の三者が地域振興整備公団に対 して事業申請を行い、これを受けて公団は実施

計画を策定した。事業は平成 3年 に開始され現在に至る。

飯岡才川遺跡 5次調査については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業とするこ

とが確定し、財団法人岩手県文化振興事業団に通知した。これを受け、平成15年 4月 1日 財団法人岩手県文

化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を締結 し、発掘調査を実施するに至った。
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2.遺跡の立地

飯岡才川遺跡は」R東北本線仙北町駅から南西約1.5kmに位置し、雫石川によって形成された標高123m前

後の河岸段丘の一部に立地している。調査前は畑及び休耕地になっていた。北東約300mに 奈良・平安時代の

大規模集落で知られる台太郎遺跡がある。

3.基本土層

I層  10Y R3/2 黒褐色シル ト (現表土)上部分笹の根 粘性なし 締 りあり

Ⅱ層 10Y R2/1 褐色シル ト (黒ボク層)粘性なし 締 りあり

Ⅲ層 10Y R3/4 黒褐色砂質シル ト (漸移層)粘性なし 締 りあり

Ⅳ層 10Y R5/6 黄褐色砂質シル ト (地山層)粘性なし 締 りなし

4.調査の概要

主となるA区からは4基の陥し穴と溝 1条、飛び地のB区からは55基の柱穴状ピットを検出した。

<陥 し穴> 4基 共に北西 。南東を向く。R D033・ 034・ 036陥 し穴は平面形は楕円形で比較的大型である。

R D035陥 し穴の平面形は溝状で狭 く掘 り込まれている。規模等の詳細は表で示す。

<溝跡> 1条 のみでR G019溝 跡はA区北側の西端に位置する。規模は長さ16.20m、 幅は36～60mである。

深さは6～ 15cmで やや西に傾斜 し調査区外 |こ 延びる。遺物は無 く時期は不明である。

<柱穴状ビット> B区 から柱穴状ピット55基を検出した。縦横に並ぶものが多いが、柱痕や掘 り方は認め

られず、ピットの深さや底面の状態から植栽痕の可能性がある。

<陶磁器> 表採であるが 3点出土 した。 1は大堀相馬産碗の胴部下半の破片である。 2は青磁大皿の底部

破片で肥前産である。 3は染付の飯茶碗で肥前産である。

5。 まとめ

本遺跡は生活の中心地には該当しないが、陥し穴遺構の検出から縄文時代は狩猟場であったと考えられる。

その後は、溝跡の検出から農地として利用されものと推測される。また、陶磁器の出土は周辺に生活域が存

在 したことを意味する。

本調査区には、古代から平安時代の集落跡の一部が存在すると予想されていたが、それに関連する情報は

得られなかった。しかし、これについては、まだ本次調査区周辺部に存在する可能性を大きく残 している。

今後の周辺遺跡の調査進展に伴い飯岡才川遺跡の全体像が明らかになるものと思われる。

以上、飯岡才川遺跡第 5次調査に係わる報告は、これをもって全てとする。

遺構名 位 置 平面形 開口径Cm 底部径Cm 深 さCm 壁 備考

R D033 lB7u 楕円形 372× 55 370× 25 50 一方は直立する

R D034 lB6y 不整楕円形 398× 25 320× 25 55 緩やかな立ち上がる 風倒木 ?

R D035 lB7o 溝状 320× 43 282× 12 65 直立 しタト傾する

R D036 lC7h 楕円形 375× 98 350× 16 64 底面から外傾する
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RD033陥 し穴

1.10YR 2/1黒色シルト 粘性なし 締まりややあり
2. 1層 ―と1,YR4/4褐色シルトの盪含土 粕眸弱 締

=り

ややあり
3.10YR 4/4褐色シルト 粘性弱 締まりややあり

1.10YR 2/2黒色ンルト 粘性なし 締まりあり

2.10YR 2/9黒 褐色シルト 粘性なし 締まりややあり
3.10YR 4/6褐 色砂質シルト 粘性なし 締キリなし

RD034陥し穴

1 19YR2/2黒 褐色シルト 粘性なし 締まりややあり
2.10YR'/3黒褐色ンル ト 粘性なし 締まりややあり
3.10YR 2/″ 黒褐色シルトと10YR 6/B明黄褐色砂質シルト混合土

粘性なし 締まりややあり
4.10YRO/8明 資褐色砂質シルト 粘性なし 締まりややあり

(風倒木とみて掘りすぎ)

RD036陥 し穴

平

昨 L=12&ωOm引

坐

±1帥

辟

1 10YR 2/1黒色ンルト 粘性なし 締まりややあり
2.10VR 3/1黒褐色シルト 粘性なし 締まりややあり
3.10マ吏2/3黒褐色シルト 粘性なし 締まりややあり
4.10YR 4/む 褐色砂質シルホ 粘性なし 締まりややあり

第 2図 飯岡才川遺跡第 5次調査 検出遺構 (1

0           1160         2ぬ

)

時=1な600剖
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PP番号 開田部径 (C皿 ) 癬
ω

PP番 号 開口部径 (cI) 癬
ｍ

P P14
P P20
P P21
P P22
P P23
P P27
P P28
P P29
P P30
P P31
P P32
P P37
P P38
P P39
P P40
P P41
P P45
P P46
P P47
P P48
P P49
P P50
PPM
P P55
P P56
P P57
P P58

48× 44

62× 48

46× 16

44× 40

47× 44

52× 50

60× 48

44× 41

50× 47

72× 68

酸×(52)

56× 50

54× 50

38× 33

詔×53

63× 57

52× 50

46×44

48×46

47× 44

44×40

61× 56

54× 50

48× 46

75× 52

44× 42

49× 50

6.9

7.9

13.2

16.3

25 4

9.0

137
160
12.3

189
8.6

143
146
23.5

20,8

11 5

13.1

43
9.1

11,7

12.0

8.5

13 5

184
4.7

2.0

6.7

23 0

P P60
P P61
P P62
P P63
P P64

P P67
P P69
P P70
P P71

P P72
P P73
P P74
P P79
P P80
P P81

P P82
P P83
P P87
P P88
P P89
P P90
P P91

P P92
P P94

P P95
P P96

P P97

62× 51

64× 52

51× 40

39× 32

42× 40

60× 56

47× 42

48× 42
Foll×

(40)

51× 49

62× 56

50× 48

64× 59

57× 56

50× 50

66× 63

48× 47

41× 34

66× 62

54× 49

50× 40

48× 4
71× 57

58× 52

54× 45

56× 52

50× 139
8.4

150
523
28,8

8.7

154
9.2

106
10,0

14.4

97
17.1

16.5

勿,8

7.6

111
18.5

117
215
5.8

6.3

4.6

110
23.7

15.5

107

柱穴状ピット

ざ9

ざ4

柱穴 溝平面

0 10m

RG019溝跡

岸   耳

ーB― B'
1 10YR 2/2黒掲色シル トに10YR 4/6褐色砂質シル ト

10%程度ブロック混入 粘性なし 締 まりなし

1 lllYR 2/2黒 褐色ンルト

10%程度ブロック混入

粘性なし 締まりなし

2 10YR 4/6帽 也砂質ンルト

粘性なし 締まりややあり

溝断面

0      1:60      2m

ド  ヽ
2彰 2

働殉 1
Δ‖辺

遺物観察表

<陶磁器>
番号 出土層位 種別 器 種 口径 Cl 底径 CI 器高cm 胎 土 釉薬他 産 地 年代

1 表採 陶器 碗 暗灰色 灰 釉 大堀相馬 18C

2 表採 青磁 皿 明灰色 透明釉 工副 不 明

3 表採 磁 器 碗 灰 色 灰釉 単削 19C

第 3図 飯岡才川遺跡第 5次調査
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検出遺構 (2)及び出土遺物



RD033陥し穴完掘 (南から) RD033陥し穴断面 (北西から)

RD034陥し穴完掘 (南から) RD034陥し穴断面 (南から)

RD035陥し穴断面 (南から)RD035陥し穴完掘 (南から)

RD036陥し穴完掘 (南から)

写真図版 1 飯岡才川遺跡第 5次調査

RD036陥し穴断面 (南から)

検出遺構 (1)
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RG019溝跡断面 (東から)

B区調査終了写真 (南から)              作業風景

写真図版 2 飯岡才川遺跡第 5次調査 検出遺構 (2)

罐籐鞠為.(.1祥lirⅧ
RG019溝 跡断面 (東から)RG019溝跡完掘 (東から)

B区柱穴状ピット(南から) A区調査終了風景
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絢け1 Ⅷ Ⅷ

0            113          10cm

写真図版 3 飯岡才川遺跡第 5次調査 出土遺物

報 告 書 抄 録

ふ  り  が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

圭
四 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 小松則也・本多準一郎

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
】ヒ糸専 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

韓
跡
さ査

”
鵜
中鰤
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岡

５
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飯
沖第
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勘
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03201
L E16

-2291

度

分

秒
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４

141度

08す)

00カ少

2003.06.25

2003.09.11

1,258ド

盛岡広域都市

計画事業 盛岡

南新都市土地

区画整理事業

所】又遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯岡オ川遺跡

第5次調査
集落跡

縄文時代

(平安時代) |:すi:i´:「:卜 55基 1   
陶磁器楕円形・溝状の落とし穴遺構

※緯度・経度は世界測地系
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地
　
者

名

在
　
託

業

所

委

事

(36)飯岡才川遺跡第 6次調査

盛岡市本飯岡新田 2地割40-2ほ か

盛岡市都市整備部盛岡南整備課

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 8月 1日 ～ 9月 11日

3,201言

4,339rド

L E16-2291・ ISW-03-6

小松則也・本多準一郎

盛岡市教育委員会

発 掘 調 査 機 関

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 盛 岡

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。飯岡オ川遺跡は、岩手県教

育委員会が盛岡市と協議の結果、平成15年度の事業とすることで確定 した。これを受け、同年 4月 1日 財団

法人岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長との間で委託契約を成立 し、発掘調査を実施するに至った。

(盛岡市都市整備部盛岡南整備課)

2.遺跡の立地

飯岡才川遺跡は」R東北本線仙北町駅から南西約1.5kmに位置し、雫石川によつて形成された標高123m前

後の1可岸段丘の一部に立地している。調査前は畑及び休耕地になっていた。北東約300mに 奈良。平安時代の

大規模集落で知られる台太郎遺跡がある。

3.基本土層

I層  10Y R3/2 黒褐色シル ト (現表土)上部分笹の根 粘性なし 締 りあり

Ⅱ層 10Y R2/1 褐色シル ト (黒ボク層)粘性なし 締 りあり

Ⅲ層 10Y R3/4 黒褐色砂質シル ト (漸移層)粘性なし 締 りあり

Ⅳ層 10Y R5/6 黄褐色砂質シル ト (地山層)粘性なし 締 りなし
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4.調査の概要

<土坑> R D038～ 041土坑の土坑は黒ボク層上面での検出で、埋土の状態から近世の遺構と考えられる。

R D037・ 038・ 039土坑からは角釘が出土 している。またR D039土 坑からは陶器片も出土した。 R D 042土坑

はR G020溝 跡に切られる土坑で、北東側の壁際からは 1個体分の馬歯と四肢骨の一部が出土 した。R D051

土坑は焼土を伴う。

<陥 し穴> 形状は2つのタイプに分けられる。一つは平面形が楕円に近 く底部が害上に広いものと、もう一つ

は溝状で狭 く掘 りこまれているものである。R D043・ 044・ 045'046・ 049陥 し穴は楕円形のタイプであり、RD

044・ 045'047・ 050陥 し穴は溝状のタイプである。R D044～ 047陥 し穴は黒ボク層の上から確認できず、黒ボク

を除去した後に検出したものである。陥し穴の形状が異なることから、両者には時期差があるものと考えられる。

<溝跡> R G022溝跡の規模は長さ42m、 幅は50～ 100cmで ある。深さは18～ 40cmでやや西に下降する。黒色

± 2層 から十和田 a降下火山灰を検出した。よつて、時期は平安時代である。R G020溝 跡は第 2次調査時に検

出された溝の延長部分である。規模は長さ23.3m、 幅は40～ 80cmを 測る。深さは23～22cmで西に下降する。B区

のR G021溝 跡も第 2次調査時に検出した溝の延長分である。規模は長さ71m、 幅180～ 240m、 深さは80～ 110

cmを 測る。南北方向からほぼ直角に向きを変えて東西に延びる。他にR G023溝 跡とR G 024溝跡を検出した。

<柱穴状ピット> B区 から柱穴状ピットを52基検出した。縦横に並ぶものが多 く恣意的ピットではあるが

不整列なものもあった。柱痕や掘 り方は認められなかった。

<焼土> R G024溝遺構の傍から焼土を 1基検出した。堆積状況から二次的焼土と思われる。

<土器> 縄文時代晩期大洞C2～ A式の土器片 1点 と土師器片 3点は遺構外からの出土である。

<陶磁器> 12点 の内、 5は R D039土 坑から、 6は pp36柱穴状ピットからの出土で、他10点は遺構外耕作

土中からの出土である。産地でみると在地 3点、肥前 5点、大堀相馬 2点、瀬戸美濃 1点、不明 1点である。

<石器> 凹石 1点 を表採 した。形状から近現代に使用 したものと思われる。

<鉄製品> R D037～ 039土坑から3点の角釘が出土した。近世のものと思われる。

5。 まとめ

本遺跡は生活の中心地には該当しないが、陥し穴遺構の検出から縄文時代は狩猟場であったと考えられる。

その後は、溝跡の検出から農地として利用されものと推測される。また、陶磁器の出土は周辺に生活域が存

在 したことを意味する。さらに、柱穴状ピット群は、現代においては何らかの作物が栽培されていたことを

示すものである。本遺跡には、古代から平安時代の集落跡の一部が存在すると予想されていたが、それに関

連する情報は得られなかった。

以上、飯岡才川遺跡第 6次調査に係わる報告は、これをもって全てとする。

報 告 書 抄 録
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飯 岡才川遺跡

第 6次調査
散布 地

縄文時代

(平安時代 )

基
基

１
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穴
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※緯度・経度は世界浪I地系
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X=-35,940000
Y= 25,890000
X=-35,940000
Y= 25,870000
X=-35,950000
Y= 25,870000
X=-35,940000
Y= 25,930000

(日本測地系)

0      1:500     50m
凡 例

O土 坑

ヽゝ 陥し穴

∴蓬穴   ● 5次調査 1   6次調査
▲ 焼土

遺物観察表

基 l X=-35,970000
Y= 26,070000

基2X=-35,970000
Y= 26,150000

補 l X=-36,970000
Y= 26,010000

補2X=-35,970000
Y= 26,100000

(日本測地系)

番号 出土層位 器種 部位 外面/内面/槙様等 時期

ユ I層 縄文 鉢 胴上半部 綾杉状沈線 縄文時代晩期

2 Ⅱ層 土師器 皿 口縁都 ヨコナデ/ヨ コナデ 平安時代

3 I層 土師器 甕 ヨコナデ/ヨ ヨナデ 平安時代

4 Ⅱ層 土師器 奏 底部 平安時代

<陶磁器>
番号 出土層位 種 別 器種 口径 Cll 底径Cm 器高cm 胎 土 釉薬他 産地 年代

5 D039 陶器 甕 暗責褐色 鉄釉 在地

6 P36 陶器 土 瓶 灰 白色 透明釉 大堀相馬

7 層 陶器 碗 灰 白色 染付/透明釉 肥前

8 層 陶器 碗 (41) にぶい責色 灰TH 瀬戸美濃

9 層 陶器 碗 黄褐色 透明釉 肥 前

層 磁 器 皿 (120) (42) 仄 白色 染付/透明釉 ユ削

層 陶器 鉢 灰 色 藁灰釉 在地

2 曙 磁 器 皿 灰白色 染付/透明釉 在 地

3 層 磁 器 碗 (120) (42) 灰 白色 型紙ズ リ 不 明

4 層 磁 器 鉢 (42) 灰白色 染付/透明和 一削

5 層 磁 器 皿 (240) 灰白色 染付/透明釉 一削

層 陶器 皿 灰 白色 灰釉薬 大堀相馬

<石器>
番号 出土地点 層位 種 類 石質 長 さCm 幅Cm 厚 さcm 重 さ g 産地

l B24v I層 凹 石 安山岩 奥羽山脈

<鉄製品>
番号 出土地点 層位 種類 長 さCm 幅cD 厚 さCm 重 さ宮 写真

R D037 埋土 中層 釘 15 1/1
R D038 埋土 中層 釘 1/1
R D039 埋土 中層 釘 03 16 1/1

<動物遺存体>
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番号 出土地点 層位 種類 左上顎 左下顎 右上顎 左下顎 四肢骨 写真

R D042 下層 馬歯 19本 27本 19本 15本 数点 1/45

第 1図 飯岡才川遺跡第 6次調査 遺構配置図



螂辮拙動と盤魅ま雌手|lfllξ評IDm解
1 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性なし 締まりあり

郎昇鰯房
2/｀

米 1    (地 山)粘性なし 締まりな

十
二B4g        tt L=126300m耳

哲    軋プ誦ω知
名
◇

ド

 猟鰯 十liiii挑絲 邪 F輔

入

A¢

指 3品ヶ考堂痣色卿 し●締Jttt
2 10YR2/2黒褐色シルトに10YR4/6褐 色砂質シルトカラ竹ック状に混入 炭化材
5YR4/6赤 褐色焼土微畳混入 粘性なし 締まりややあり

ず
×

±1硯状

β' 動

ヨ |

RD043陥 し穴
1 10YR2/2黒 掲色シルト
2 10YR2/3黒 褐色シルト
3 10YR3/3暗 褐色シルト

締まりあり
4 10YR4/4掲 色砂質シルト 植物根あり 粘性ややあり
締まりあり

5 10YR3/4暗 掲色砂質シルト 植物根あり 粘性ややあり
締まりあり

A
恥

滲L=η3100m為
'

了
IC21W

ン

′

移
゛

RD048陥し穴
1 10YR1 7/1黒 色シルト 粘性あり 締まりややあり
2 10YR3/2黒 褐色シルト 粘性あり 締まりややあり
3 10YR4/4褐 色シルトに10YR1 7/1具 色シルトがシミ状に混入
粘性あり 締まりなし

4 10YR4/4掲 色粘土質シルト 粘性あり 4Tま りなし
5 10YR4/6褐 色粘土質功レト 粘性あり 締まりなし

iiゝ面循5:とミ(法ととと_ノ/コ
RD045陥し穴
110釈 2/環色功レト粘tltFし 縦 りあり
2 10YR2/8鼻 掲色功レト粘性とし 締まりややあり
3 10YR4/6褐 色砂質シルト 粘性なし 締まりなし
4 10YR3/2褐 色砂質シルト 粘性なし 締まりなし
5 10YRウ /割これ 黄`褐色砂質′ゝ 粘性なし 締まりなし
610釈 3/4暗 褐色サンド(砂)お佐なし 締まりなし

締
締
劫

軋
札
管

性

性

性

粘

粘

粘

根

根

根

物

物

物

植

植

植

AFη370町 A'澤

Ｒ

で

耳

110Y祀/2黒褐色
N/1レ ト 粘性なし 締まりややあり

2 10YR3/3暗 褐色ン沐 粘せとし 締まりややあり
3 10hR4/4褐 色砂質・/1レト(地山)粘性なし 締まりややあり

与i
拳 >

難lC18g

澤

一ク

と

、＼
RD049陥し穴
1 10YR1 7/1黒 色シルト 粘性中 しまり中
2 10YR4/6褐 色粘土質土にとが10%混入 粘性中 締まりややあり
3 10YR4/6褐 色粘土質土にとが30%混 入 粘性あり 締まりなし

1      去-lCl整=案＼ 9

吋

A    證
ム

(7コ

吝 Aド 2320町A'

RD050M酔   √
1 10YR2/2黒 色シルト ll性なし 締まりややあり
2 10YR3/4暗 掲色シルト 粘性なし 締まりややあり
3 10YR4/6褐 色粘土質土に10YR1 7/1黒 色シルトが10%混入 北性中 締まりややあり
4 10YR4/6褐 色粘土質シルト 粘性あり 締まりややあり

tr.

潔

乳 澤
'

イ
Ｘず

0   1 :120  2m

植物根あり
2 10YR2/2黒協色シルト 粘性なし 締まりあり

A

乳 ∈ ― ≦ ≧ ≧ ≡ 憂 動 P'

A貯認320町A' Ц

] 
「

1 10YR2/1黒 色シルト 粘性中 締まりややあり
2 10YR3/2具 褐色シルト 粘性中 締まりややあり
3 10YR4/4褐 色砂質シルト 粘性あり 締まりややあり

飯岡才川遺跡第 6次調査

RD053陥 し穴
1 10YR2/1具 色シルト(黒ボク)粘性なし 締まりややあり
2 10YR2/2黒 楊色シルト 粘性ややあり 締まりややあり
3 10YR4/6褐 色砂質シルト 粘性なし 締まりなし

RD046陥し穴
17 5YR1 7/1具色シルト 粘性ややあり 怖まりややあり
2 7 5YR3/2黒褐色ンレト 粘性ややあり 締まりややあり
375Y路/3黒褐色切外 粘性ややあり 締まりややあり
4 7 5YR2/3極暗掲色ンレト 粘性ややあり 締まりややあり
57 5YR3/4暗 褐色功レト 粘性ややあり 締まりややあり
675Ⅵ望/6景色功レト 粘性管 あり 締まりややあり

Ar毘 320町AQ

RD052陥し穴
1 10YR2/1黒 色シルト(具ボク)粘性なし 締まりややあり
2 10YR2/2具 揚色シルト 粘性ややあり 締まりややあり
3 10YR4/6褐 色砂質カレト 粘性なし 締まりややあり
4 10YR3/4暗褐色粘土質功レト 粘性あり 締まりややあり

RD047陥し穴
1 10YR2/1早 色シルト 粘性中 締まりややあり
2 10YR3/4暗褐色II土質シルト 粘性中 締まりややあり
3 10YR4/4協色粘土質ンルト 粘性あり 締まりなし

・ｔ

¶

Attη310町 A'

2ぺ lッ外2

第 2図

-152-

検出遺構 (1)



∧
A ―かB21計 RG021溝跡

C
1 10YR2/2黒 褐色シルト 礫含む 粘性なし

締まりあり

2 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性ややあり

締まりややあり

ドL=124.000m        ヨ

B_B,    
＼全、≧

=か
仝ミ込レーン/

1 10YR2/2黒 褐色シルト 礫含む 粘性なし

締まりあり

2 10YR4/4褐 色砂質シルト

小礫 lal～ 5cm含む 粘性なし 締まりなし

ドL=123600m引

ー1 10YR 2/2黒褐色シル ト

粘性ややあ り 締 まりあ り

製

A 柱穴状 ビット

D―D'

1 10YR2/2黒 褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり

2 10YR3/3暗掲色ンルト 粘性なし 締まりややあり

ドL=124000m    阜

A―A'

lClk4

1 10YR2/1黒 色土 粘性なし

締まりややあり

2 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし

締まりややあり

3_2層 にTo― aを含む

4.10YR3/3暗 掲色土 粘性なし

締まりややあり

1.10YR3/2黒 褐色シルト 粘性なし 締まりややあり

2.10YR3/3暗褐色シルト 粘性なし 締まりややあり

3 10YR4/6褐色シルト 粘性ややあり 締まりなし

4 10YR8/1灰白色To―a 粘性ややあり 締まりなし

闘,BC:'
1 10YR2/1黒 色シルト 粘性なし 締まりややあり

2.10YR8/1灰 白色 To―a 粘性なし

締まりなし(1層 が混入 )

3 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり

43層と10YR5/6黄褐色上の混合土 粘性ややあり

締まりややあり

c古ツ37♀町c' ドL=123500mれ
'

~2
A―A'

引
RG022溝 跡

1挙
A辱

聾
だ

的　　一帥す1 10YR3/1黒 褐色シルトに10YR4/6

褐色粘土質±10%混入 粘性なし 締まりあり

2 10YR4/6掲色帖土質土に10YR3/1黒褐色シルト

10%混入 粘性なし 締まりあり

B―B'

1 10YR3/1黒 褐色シルトと10YR4/6褐色粘土質土、

同程度混合 粘性なし 締まりあり

誹

C'

RD042土坑

1 10YR2/2黒 褐色シルト 粘性なし 締まりあり
21に2を微量含む 粘性なし 締まりあり
3 10YR2/3黒褐色シルト 粘性なし 締まりあり
43と 10YR4/6褐 色砂質ンルト10%程度の混合土 粘性なし 締まりあり
D―D'
1 10YR2/3黒掲色シルトと10YR4/6褐 色砂質シルトカ耳昆合
粘性ややあり 締まりややあり

2,10YR2/2黒褐色シルト 粘性ややあり 締まりややあり
3 10YR4/6褐色砂質シルト 粘性ややあり 締まりややあり
4 10YR2/3黒褐色シルトと10YR4/6掲 色砂質シルトカ寸昆合
粘性ややあり 締まりややありA磯だ B)F

A―A'

1.10YR2/2黒 褐色シルト 粘性なし 締まりあり

2 10YR4/6褐色砂質シルトと1の 混合土 粘性なし

締まりあり

B―B'

±1隅g冗脇 :暑糧縁動卜豊‰ ゴW亀毎し
締まりあり

勺鞭 亀加
A庁閉剛均A'

帝
1 5 YR4/8赤褐色焼土 粘性ややあり 締まりややあり

2 10YR2/2黒褐色シルトと10YR4/6褐 色シルトの混合土

粘性なし 締まりなし

断面

o    I:100   2m

第 3図 飯岡才川遺跡第 6次調査 検出遺構 (2)
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第 4図 飯岡才川遺跡第 6次調査
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RD037土坑完掘 (東から)

RD039土坑完掘 (南から)

RD041土坑完掘 (南から)

写真図版 1 飯岡才川遺跡第 6次調査

RD038土坑完掘 (南から)

|  |ィ   ′    |  オ●｀ |

RD040土坑完掘 (南から)

IF  I =||

.―

 111- |■ ● :|||||||●
|

RD042土坑完掘 (南から)

i l .■  

―
| !' |■ !●

RD043陥し穴完掘 (南から)

検出遺構 (1)

|'|す |
II・111

1rlド I章

ィ
■|■ |

イ
■11-

1篭

RD042土坑馬歯出土状況 (南から)
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帯 1斎
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密|― |=―

年 'll―
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■

RD044陥し穴完掘 (南から)

・
・

||| '   |||

RD046陥し穴完掘 (西から)

|     
―

RD047陥し穴完掘 (西から)

I.(|■ | | | |   |■ |―
、 (|  |       | '

|■ 筆|||11-  ヽ̀t     ll

RD048陥し穴完掘 (南から)

1縦

RD050陥し穴完掘 (南から)         RD051陥 し穴完掘 (北西から)

写真図版 2 飯岡才川遺跡第 6次調査 検出遺構 (2)

RD045陥し穴完掘 (南から)

-156-



RD052陥し穴完tFB(1ヒ から)

RG020清跡完掘 (東から)

写真図版 3 飯岡才川遺跡第 6次調査

RD053陥し穴完掘 (北南から)

RG021清跡完掘 (南から)

検出遺構 (3)

RF001焼土検出 (南西から)

1緯
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笠
!て|す

ムオ忌
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RG022溝 跡断面 (東から)

RG022溝跡完掘 (西から) RG023溝跡完掘 (東から)

B区柱穴状ピット(南から)

RG024溝跡完掘 (北から)

写真図版 4 飯岡才川遺跡第 6次調査

A区調査終了(西から)

検出遺構 (4)
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写真図版 5 飯岡才川遺跡第 6次調査 出土遺物
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飯岡才川遺跡出土動物遺存体について

熊谷 賢

(陸前高田市立博物館 )

<ま とめ>

今回の飯岡才川遺跡出土のウマは、保存状態は良好とは言えないが、比較的状態の良歯を用いて、参考ま

でに年令推定を試みた。その結果、年齢的には 2オ半～4才半程度の幼い団体であることが、体高は中型馬

と仮定すると大型の個体である可能性が高いとの推定結果が得られた。しかし、時期が不明であること、体

高推定に四肢骨を用いることができなかったことから、参考としての推定に留めたい。したがって、土坑か

らの出土ではあるが、その性格などについては不明である。

第 1表 ウマ歯計測表 (検出された歯種のみ示 した)                    単位 :IIIIIl

右上顎

饉議ゑ鯵罐
P3 P4 w1l M2 �13

左下顎   P2P3P4

縄

岬

に

ｖ

艤

ｗ

饉

Ⅳ

卿脚腕Ⅷ螂
中

迫退

津魯肇     麟麟紳
鱒
ｍ２

け

ｗ

鯵

Ⅳ

印

Ⅳ

顎

畿

藉

Ⅳ

補
　
機
顧
諄

　

ｐ�11 1112 h/13

写真図版 6 飯岡才川遺跡第 6次調査 出土動物遺存体・馬歯

歯種
左 右

歯冠長 歯冠幅 全歯高 全歯高 歯冠長 全歯高

上

顎

10 (162)

P2 (655)

P3 (226) (鴇 4) 27 5 23 7

P4 21.3 (803)

hII I (28 7) (23.9) 247

M2

25 8

M3 (211) (557) 377 22 7

下

顎

II 17 5 91

12 (ro3 ×

〔

P2 歯槽植立

P3 27.8 歯槽植立 29 1 (713)

P4 14 1 歯槽植立 (鶴 5)

卜II 27.4 147 26 9

M2 27 2 2 (725)

M3 (29.2) (515)
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(37)

盛岡市向中野字野原11-2ほ か

地域振興整備公団

岩手総合開発事務所

盛岡広域都市計画事業

盛岡南新都市土地区画整理事業

平成15年 10月 1日 ～10月 31日

260rド

125rド

L E26-0214・ OHY-03-7

齋藤麻紀子

盛岡市教育委員会

第跡ヒ逗
ち
地

や
谷

陵
細 7次調査

地

者

在

託

所

委

名業事

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

1.調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、現在の既成市街地の他に市域の南部地域を新市街地として開発 し、両者が有機

的に結びついた軸線状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。平成 3年度から平成17年

度までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを 対象とした整理事業が継続中である。

遺跡位置

-161-
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事業対象地域に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、盛岡市教育委員会が試掘調査を行い本調査の必要

範囲を確定し、本調査は (財)岩手県文化振興事業国の委託事業として実施 している。

細谷地遺跡については、岩手県教育委員会が地域振興整備公団と協議の結果、平成15年度の事業とするこ

とが確定し、岩手県教育委員会と盛岡市および (財)岩手県文化振興事業団の両者に通知された。これを受

けた両者は平成15年 4月 1日 財団法人岩手県文化振興事業団理事長と地域振興整備公団との間で委託契約を

締結 し、発掘調査 を実施することとなった。 (地域振興整備公団岩手総合開発事務所)

2.遺跡の立地

細谷地遺跡は盛岡市の南西部、」R東北本線仙北町駅から約1.5km南 西に位置 し、雫石川右岸の河岸段丘上

に立地 している。雫石川から約 2 km南、北上川から2 km西 に位置するこの遺跡は、それら大河川の氾濫原、

旧河道に伴う低地より少し高い微高地に当たつている。今回の調査区は標高約122m前後で、南に向かってや

や高 くなる地形である。調査前は主にリンゴなどの呆樹園として利用されていた。この第 7次調査の調査区

は、第 8次調査の調査区南に隣接する。

また、遺跡周辺には、北に飯岡才川遺跡、台太郎遺跡、向中野館遺跡、西には矢盛遺跡など古代を中心と

する集落遺跡が多 く存在する。

3.基本層序

1層  10Y R2/2 黒褐色シル ト層 <表土 。現代の耕作土、攪乱>

2層 10Y R3/1 黒褐色シル ト層 <部分的に見られる地山>

3層 10Y R3/4 暗褐色シル ト層 <地山漸移層>

4層  10Y R4/6 褐色シル ト層 <地山シル ト層>

5層  10Y R4/4 褐色砂礫層 <地山礫層>

4.調査の概要

2～ 4層 はほとんど遺存しておらず、 5層である砂礫層上面で遺構検出作業をおこなった。第 8次調査に

続 く遺構面であるため、古代の遺構が検出されると想定されたが、現代の攪乱坑を 1基検出したのみで、ほ

かに遺構はみられなかった。この攪乱坑からは、現代のスレー ト片や瓦片が多 く出土した。

5.出土遺物

土師器の微細な破片が 5点出土した。いずれも攪乱、 1層などからのもので原位置を保つものではないと

考えられる。また、出土 した破片はいずれも微細な破片であるため図化可能なものではない。そのため古代

に属すると思われるが、さらに詳細な時期を特定 し得るものではなかった。

6。 まとめ

今回の調査区は、隣接する細谷地遺跡第 8次調査区より地形的にやや高 く、遺構検出面が段丘を構成する

と考えられる礫層上面であつた。現代の攪乱坑を 1基確認できたのみである。また、出土遺物は微細な土師

器片のみであった。今回の調査で遺構、遺物から細谷地遺跡をIFA観すると、南に向かうに従つて地形的に高

くなり、それに伴い遺構の密度が希薄になる傾向にあるようである。同時に高い部分は、現代の削平も顕著

になる。 8次調査区とは立地も含め古代の土地利用法が異なっていたのかもしれない。

なお、細谷地遺跡第 7次調査に関わる報告は、これをもって全てとする。
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第 1図 細谷地遺跡第 7次調査 遺構配置図

第8次調査区

0                         10m

2H

基 lX=-36,100000
Y= 26,400000

基 2X=-36,100000
Y= 26,450000

(日本測地系 )

Ｔ
上

９
θ

o                         50m

第 2図 細谷地遺跡第 7次調査 グリッド配置図
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調査区全景 調査前現況 (北から)

調査区全景 (西から)
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写真図版 1 細谷地遺跡第 7次調査
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したどおり

(38)下 通遺跡

地

者

在
　
託

所

委

花巻市高木第23地割156ほか

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道 4号花巻東バイパス建設事業

平成15年 9月 3日 ～10月 31日

4771ド

4771ド

M E36-0225。 STD-03

吉田充・野中真盛

花巻市教育委員会

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 花巻

1.調査に至る経過

「下通遺跡Jは、花巻東バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存することから発掘調査を実

施することになったものである。一般国道 4号は、東京都中央区を起点として青森県青森市に至る延長約858

kmの わが国最長の国道で、東北地方の大動llFRを担っている主要幹線道路である。

花巻東バイパスは、花巻市山の神と同市西宮野目の間約8.3km(イ ンター取付500m含む)の区間で計画さ

れている。水沢市内の国道 4号の交通混雑解消と交通安全の確保、沿道環境の改善を図ると共に、地域経済

の発展の根幹となる道路として、昭和60年度に事業着手 し、昭和62年度に用地着手、平成 4年度に工事着手

し終点側から約3.6kmに ついて暫定 2車線の供用を行っている。この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩

手県教育委員会が昭和62年度に分布調査を実施 し、「高木中館遺跡」「高木古館跡」も確認されている。 2遺

跡については平成14年度に試掘調査を実施 している。その結果に基づいて岩手県教育委員会は国土交通省東

北地方整備局岩手工事事務所 (現岩手河川国道事務所)に対 し、事業について照会した。回答を受けた岩手

県教育委員会は岩手工事事務所と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ターの受託事業とすることとした。これにより、岩手県教育委員会は平成15年度事業について平成15年 1月

14日 付け「教生第1457号」により、財団法人岩手県文化振興事業団に、平成15年 3月 6日 付け「教生第1630

号」により、岩手工事事務所長へ通知した。これを受けた財団法人岩手県文化振興事業団は平成15年 9月 2

日付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間で受託拠約を締結 し、9月 3日 から「下

通遺跡」の発掘調査に着手した。

2.遺跡の立地

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

下通遺跡は」R東北新幹線新花巻駅の東方約 4 kmの地点に位置 し、北上川左岸に形成された沖積平野の微

高地上に立地する。遺跡の標高約68m、西側を南流する北上川との比高は約 8mを 測る。現況は水田である。
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3.遺跡の基本層序

表土除去の結果、開田時の造成で微高地上面が削平され、そ

の後も遺構確認面まで水田耕作による撹乱を受けていることが

判明した。遺構の残存状況はきわめて不良である。調査区には

以下のような土層が堆積する。

I層 10Y R3/3 暗IB●色シル ト 粘性中 。しまり強

トーーーーーーL=67.700m―
０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４０ｃｍ(表土)

Ⅱ層 10Y R3/4 暗褐色粘土質シル ト 粘性やや強。し

まり強 遺構検出面 (残存不良)

Ⅲ層 10Y R4/6 褐色粘土質シル ト 粘性やや強・しまり強

第 1図 基本層序

4.調査の概要と検出遺構

確認された遺構は平安時代の竪穴住居状遺構 1棟、時期不明の柱穴状小ピット62基である。

<S X01竪穴住居状遺構>

調査区南側、VB2b～ cグ リッドに位置する。 E層相当面でおよそ径 4mほ どの範囲で遺物の集中区が

確認され、焼土、ピットが検出された。耕作による撹乱層を除去 した段階で確認されたもので、状況から上

部を削平された竪穴住居跡の可能性が高いと判断される。焼土の範囲は25× 42cmで 、暗赤褐色焼土が約 4 cm

にわたって形成されている。Pl埋土から土師器の杯片が出土しているほか、周辺から土師器杯・高台杯・

奏片が少量出土する。遺物は上位撹乱層から検出面にかけて出土しているもので明確な共伴遺物とはいえな

いが、これ以外の地点では遺物の出土が殆ど見られないことから判断して、本来は遺構に伴っていたもので

ある可能性が高い。

<PPl～ P P62柱穴群>

調査区全域、表土除去後のⅡ層上面で62基を確認 した。規模は径12～ 109cm、 深さ5～ 45cmを 測る。これら

は規模・形状によるばらつきがあるが、多 くは小規模で浅 く、径50cm以 上の柱穴はこのうちの16基 と少ない。

埋土は単層で構成されるものが殆どで、混入物などからA～ Dの 4つ に大別が可能である 〔註記一覧参照〕。

PP15～ 16、 20、 28、 31、 33、 36、 47、 51、 53～ 56、 62は、埋土上位～底部にかけて礫が設置されるものであ

る。このうち底部に礫が設置され、断面観察からも柱当りを想定できるのはPP20、 31、 62の 3基である。こ

れらは根固め石を持つことから建物跡を構成する柱穴の可能性が高い。建物を明確に構成するような配列は

確認できなかったが、PP33～ 36、 43、 46、 54～57は柱穴が一定の間隔で連続することから、掘立柱建物跡の

一部あるいは柱穴列を構成 していた可能性がある。このほか現地が削平されている状況などを考慮すると、

痕跡を止めない柱穴も中には存在するものと推測される。遺構に伴う出土遺物を欠くため、時期など詳細に

ついては不明である。

柱穴状ピット註記一覧

A
10Y R4/4 褐色粘土質シルトと10Y R3/3 暗褐色粘土質シルトの混合上 しまり強・粘性やや強
該当するPP:1、 3～ 8、 24、 26、 27、 29～ 34、 36、 39、 41～ 47、 49～ 61

B
10Y R4/4 褐色粘土質シルトと10Y R3/3 暗褐色粘土質シルトの混合土 炭化物粒 1% しまり強 粘性やや強
該当するPP:2、 7～ 13、 15

C
10Y R3/4 暗褐色シルトと10Y R3/2 黒褐色粘土質シルト、5 YR3/4 暗褐色シルトの混合上 しまり強・粘性やや強
該当するPP:14、 17、 25

D
10Y R4/4 褐色粘土質シルトと10Y R3/3 暗褐色粘土質シルト
しまり強・粘性やや強 炭化物粒1%含
該当するPP:16、 21～ 23、 37、 38

5Y R3/4 暗褐色シルトの混合上 しまり強・粘性やや強
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5。 出土遺物

小コンテナ 1箱分の遺物が出土 している。残存率10%以下の細片が最も多い。 1～ 5は S X01竪穴状遺構

から出土 している。 1は土師器杯で、Pl埋土から出土 した。外面ロクロナデ、内面ミガキ十黒色処理され

る。 2～ 5は埋土から出土 した。 2は土師器郭で、内外面共にロクロナデ調整される。底部切 り離し技法は

回転糸切である。 3は土師器高台杯で、内外面共にロクロナデ調整される。底部切 り離し技法は回転糸切で、

その後高台が付けられる。 4は土師器長胴甕で、́内外面共にヨコナデ→ナデ調整される。 5は須恵器の大甕

で、外面平行タタキ、内面ナデ調整される。 6～ 7は、ⅣB19cグ リッドⅡ層から出土した。 6は土師器高

台郭で外面ロクロナデ、内面ミガキ+黒色処理される。底部は回転糸切され、ヘラ描き「×」を持つ。 7は

土師器壼としたもので、日縁部が大きく外反するような器形を呈する。外面ヨコナデ→弱いケズリ、内面ミ

ガキ+黒色処理される。 8～ 13は調査区の東側と接する沖積面から段丘崖にかけて出土したものであるが、

下通分に含めて報告する。 8～ 9は須恵器杯である。10は須恵器大甕で、外面平行タタキ、内面平行アテグ痕

がのこる。11は須恵器の甕で、体部下端に回転ケズリ調整を持つ。

6。 まとめ

下通遺跡は北上川の沖積平野に形成された微高地上に立地する。遺跡の周辺は現在、水田区画整理により

一様に平坦であるが、調査区域は微かに微高地の様相を留める。このため遺構の存在が予想されたが、表土

除去の結果、造成・耕作による削平を大きく受けていることが半J明 した。遺構の残存状況はきわめて不良で、

竪穴住居状遺構 1棟 と、柱穴状の小ピット62基を確認 したのみである。遺構外の遺物は東側沖積面の試掘時

に表土・撹乱中から出土する場合が多 く、調査区域内では少量であった。これらは本来沢状である地形を現

状に埋め立てる際、上位の微高地面から押されて混入した遺物片と考えられる。下通遺跡から4mほ ど上位

の段丘縁辺に高木中館遺跡が確認されていることから、本遺跡もこれら北上川左岸の沖積平野～段丘縁辺に

営まれた平安時代の集落群を構成するムラの一部と考えられる。遺構の広がりは更に西側に延びることが予

想されるが、前述の理由から残存状態は不良であろう。

なお、下通遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする①
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SX01竪穴住居跡状遺構

A

⑥ゼ♭
Q61

9P乾

塩 4b 塩 4c

0           1:40           2m

柱穴観察表 単位 :Cll

No 開口部 深 さ No 開口部 深 さ blo 開口部 深 さ

l 20× 18 24 41× 39 40× 38

20× 17 13 17× 16 46 46× 37

15× 14 29 30〉〈28 47 90× 82

4 21× 20 26 53× 74 25× 24

5 18× 14 15× 13 43× 37

17× 16 28 85× 54 17× 16

35× 26 32× 29 48× 45

50× 33 30 30 64× 64 52 39× 38

9 36× 34 68× 66 53 41× 44

27× 24 11 76× 74 54 60× 39

11 26× 21 9 33 46× 43 55 49× 35

23× 22 望 48× 41 20 酪 40× 38

44× 40 49× 44 46× 42

14 72× 50 18× 16 37× 33

42× 50 20× 16 48× 45

86×「o6 24× 22 37× 24 4

86× 56 68× 60 18× 16

42× 42 39× 38 109× 90

64× 61 19× 13 66× 57 7

20 89× 61 22× 21

24× 23 14 13× 12 5

23× 22 17× 15

第 3図 下通遺跡 検出遺構 (1)
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PP19

当 隣 隣

L==68,300m  当 卜 L=68,300m    当

1 10YR 3/3暗褐色 と75YR 4/4掲色 粘土質 締 まり弱

2 75YR4/4褐 色 粘土質 締まり強

3 10YR 3/2黒掲色 と4/4褐色 粘土質 締 まり弱

PP28

隣

10YR 3/3暗褐色 と4/4褐色 5%含む 粘土質 締 まり弱

10YR 3/3暗褐色 と4/4褐色 5%含む混合 粘土質 締 まり弱

10YR 4/4褐色 粘土質 締 まり弱

卜  L=68,300m 当

10YR 3/4暗褐色 と3/2黒褐色の混合 粘性あ り 締 まり弱

10YR 4/4暗褐色 と3/2黒褐色の混合 粘土質 締 まり弱

隣

岸
L=6転400ゝ

芸

10YR 2/1暗色 と4/6褐色 2%含む混合 粘土質 締まり強

第 4図 下通遺跡 検出遺構 (2)
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Ｌ

■

■

■

肩

爾甕議壽驚轟に

2

(S=1:2)

出土遺物観察表

<土師器・須恵器 。その他>
No 出土地点 種 類 器 種 残存率 特  徴 備 考

l S X01 Pユ 土師器 郭 10%以 下 外 :ロ クロナデ 内 ミガキ+黒色処理

2 S X0 埋 土 土師器 郭 20% 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ 底 :回転 イ トキ リ

3 S X0 埋 土 土師器 高台杯 20% 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ 底 :回転イトキリ

4 S X0 埋 土 土師器 発 10%以 下 外 :ヨ コナデ十ナデ 内 :ヨ コナデ+ナデ

5 S X01 埋土 須恵器 大奏 100/。 以下 外 :平行タタキ 内 :ナ デ

6 Ⅳ B19c Ⅱ層 土師器 高台杯 20% 外 :ロ クロナデ 内 :ミ ガキ十黒色処理 底 :回 転 イ ト 底部ヘラ書「×」

7 ⅣB19c I層 土師器 壷 ? 10%以 下 外 :ヨ コナデ十弱い削 り 内 :ミ ガキ+黒色処理 日縁大 きく外反

8 東側沖績面 統乱 須恵器 杯 OO/O以 下 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ 底 :回転イトキリ

9 東狽」沖績面 攪乱 須恵器 不 0%以下 外 :ロ クロナデ 内 :ロ クロナデ 底 :回転イトキリ

東側沖績面 攪乱 須恵器 大甕 10%以下 外 :平行タタキ 内 :平行アテグ

11 段丘崖 トレンチ  I 須恵器 甕 15% 外 :ロ クロナデ+ロ クロ回転 ケズ リ 内 :ロ クロナデ

段丘崖 トレンチ  I 縄文上器 i完鉢 ? 0%以下 口縁部 2状の平行沈線 器面摩耗

13 東側沖績面 攪乱 青 磁 皿 30% 18C後半代

<石器> 単位 :卿

第 5図 下通遺跡 出土遺物

―
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遺跡遠景 (北東から) 土層断面

fュ 11.=41

．　

．募

一
■

一一一一．一．．錢
一一一・一一・一・一ｒ

４
一一一一

≡・
　

、・　

　

一一一
・

i嶺れ

挙 |

調査区全景 (南から)

写真図版 1 下通遺跡 検出遺構 (1)
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PP20 断面

PP28 断面
一一一一
一々
一・一ヽ
・
一年
一

一

完掘

写真図版 2 下通遺跡

PP31 断面

検出遺構 (2)

PP31
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写真図版 2



にっぺい

(39)新平遺跡

所  在  地 北上市新平 2地割

委  託  者 北上地方振興局農林部農村整備室

事  業  名 ほ場整備事業江釣子第一地区

発 掘調査 期 間 平成15年 8月 1日 ～10月 30日

調 査対象 面積 2,828ド

発 掘調査 面積 2,828言

遺跡番号・略号 M E55-0081・ NP-03

調 査 担 当 者 九山浩治・新妻伸也

協 力 機 関 北上市教育委員会
遺跡位置

1.調査に至る経過

経営体育成基盤整備事業・江釣子第一地区は、北上市街から北西に位置する水田地帯において、区画整理、

排水対策等の農業生産基盤の整備とあわせ親水公園等の生活環境基盤の整備を行い、高生産性農業の展開と、

農業環境の保全を図るために行われている事業である。事業は平成11年度～12年度に事業調査および計画策

定が行われ、平成13年度から事業実施 している。

これらに係る埋蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては、北上地方振興局北上農村整備事務所 (現同振興局

農林部農村整備室)と 岩手県教育委員会事務局文化課 (現同事務局生涯学習文化課)と の間で協議が成され

た。協議過程は、北上農村整備事務所長より岩手県教育委員会文化課長あて、農業農村整備事業調査計画に

おける埋蔵文化財の分布調査について (平成11年 12月 8日 付北農整備第419号)に より依頼があり、岩手県教

育委員会事務局文化課が平成12年 5月 29日 ～30日 に分布調査を実施 した。その結果、当該事業区域内に数箇

所の埋蔵文化財包蔵地が確認された。平成15年 5月 6日 ～13日 にかけ試掘調査を実施 した結果、新平遺跡、

新平屋敷遺跡において発掘調査が必要である旨の回容があり、協議の結果、発掘調査について財団法人岩手

県文化振興事業団の受託事業とした。 (北上地方振興局農林部農村整備室 )

2.遺跡の立地調査の概要

新平遺跡は北上市の北部、」R東北本線北上駅の北西約6.6km付近に位置 し、新平丘陵縁辺の北向き緩斜面

上に立地している。標高は88～ 91mで、現況は水田である。本遺跡は昭和32～33年 の調査により古代駅家疑

定地と推定され、一部が昭和37年 に県指定史跡の指定を受けた。以後 2回の発掘調査が行われており、当セ

ンターでも昭和59年度に広域農道整備事業に伴う調査を行っている。今回の調査範囲はこれらの調査区の北

側、斜面下部にあたる。

3.基本層序

調査区の基本層序は以下のとおりである。削平が激 しく、大半の箇所は I層下が直ぐⅣ層となる。

Ia層 10Y R2/1 黒色 シル ト 粘性中 。しまり弱 水田耕作土。

Ib層  10Y Rl.7/1黒色～10Y R3/3暗 褐色 シル ト 粘性中・しまり中 主体は10Y R2/2黒 褐色

シル ト。水田造成時の盛土で、最下位から遺物が大量に出土 している。
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Ⅱ層 7.5Y R2/1 黒色 シル ト 粘性中

残存。遺物少量出土。遺構検出面。

Ⅲ層 7.5Y R3/1 黒掲色 粘土質シル ト

移層。北側一部に残存。

Ⅳ層 10Y R4/3 にぶい黄褐色 粘土 粘性強。しまり強 大半の

遺構検出面。

4.検出遺構

今回の調査で、平安時代以降の掘立柱建物跡 1棟、土坑 7基、柱穴状土

坑56基、溝跡 4条が検出された。

<掘立柱建物跡> ⅦF9h～ Ⅶ F10gグ リッドで検出された。桁行816

cm、 梁間700clllで 、柱間寸法は桁行で約12尺 3寸 (約408cm)が使用されて

いる。検出柱穴数は 5本、柱穴の直径は30～40cmである。時期は不明であ
第 1図 基本層序

るが、柱穴埋土の様オロから近世以降の可能性が考えられる。

<土坑> ⅡAlcグ リッドで 1基、VE7bグ リッドで 1基、ⅥEグ リッド付近で 5基検出された。直径

はいずれもlm前後、平面形は円形基調で、検出面からの深さは20～ 120cmを 測る。 2号土坑は埋土中からロ

クロ使用の土師器・須恵器が出土しており、また埋土がはっきりしていることから平安時代以降 (近世 ?)

のものと考えられる。他は判然としないが、 1号 。3号・ 6号土坑は2号土坑と埋土の様相が近似する。

<柱穴状土坑> VE5a～ ⅧF2iグ リッドで55基、HAldグ リッドで 1基検出された。直径は18～ 70

cmと さまざまであるが、ⅣEグ リッド付近のもの(径40cm前後・深さ25clll前 後)は ⅦFグ リッド付近のもの(径・

深さとも15cm前後)に比して大形である。時期は不明であるが、周辺出土遺物から平安時代よりは新 しいも

のと推定される。

<溝跡> 3号溝跡は、明治20年 頃作図の用水路図との整合により、明治時代以前に構築された奥寺下堰の

支線に係る溝と判明した。規模は、東側が上端幅約2.3m・ 深さ53～ 73cm、 西側が同 2～ 4m・ 7～ 16cmで 、

西側が大きく削平されている。また、4号溝跡はこれに平行 しており、その残存規模は上端幅約1.2m・ 深さ

2～21cmでやはり大きく削平されている。西端部からは土師器・須恵器を伴つた礫群が検出された。溝自体

の構築時期は不明であるが、 3号溝跡と大差ないものと推定される。 2条は共に東流していたものである。

ⅡAグ リッドの 1号 。2号溝跡は残存状態が極めて悪 く、時期も不明である。

<出上遺物> 中コンテナ約18箱分出土 した。種別毎の出土量は、縄文土器45,984.83g、 土偶 1点、石器

767点 (91,339,38g)、 剥片20,857.66g、 石製品11点 (3,936.91g)、 土師器・須恵器7,427.82g、 陶磁器片

4点 (う ち硯 1点 )である。これらの大半は I層 、特にI層 最下位から出土 したものである。

縄文上器・土製品 前期から中期に比定される。破損が激しい。 1～ 4は回縁部片で、 1は結節回転文が施

される大木 2式 ?、 2・ 3は大木 6式、 4は大木 8a式である。 5'6は胴部片で、 5は大木 5a式、 6は

大木 5～ 6式である。 7は板状土偶の胴部で、大木 6～ 7a式期と推定される。

石器・石製品 石器の内訳は、石鏃44点、尖頭器13点、石錐26点 、石匙31点 、石箆39点 、スクレイパー 133

点、 r・ uフ レイク80点 、楔形石器13点、三稜状石器 1点、石核84点 、打製石斧 5点、石鍬 1点、磨製石斧

H点、礫器類 8点、半円状偏平打製石器 1点、石錘150点、特殊磨石41点、凹石47点 、磨石14点、敲石 8点、

台石 2点、素材15点である。石製品の内訳は、攻状耳飾 1点、有孔石製品 2点、石剣 2点、石棒 6点である。

時期は、 8の石鏃 (有茎)、 11・ 12の 尖頭器から、土器より広範に亘るものと推定される。

しまり中 北側一部に

粘性強 。しまり強 漸

L=89.500m

S=1:20
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上師器 。須恵器・陶磁器 土師器・須恵器 も破損が激しく、小破片のみである。確認できたものは全てロク

ロ使用で、平安期のものと推定される。特筆すべきは陶磁器類で、小破片ながらも多時期のものが出土 した。

37は硯で、古代と推定されるが詳細時期は不明である。38は灰釉陶器の長頸瓶 ?で 9世紀後半頃 (黒笹90号

式)、 391よ 12世紀の白磁四耳重Ⅲ系、40は 13世紀末～14世紀前半の龍泉窯系青磁碗 I類である。41は不明で

あるが、東海系 (常滑 ?)の甕胴部片 と推定される。

5。 まとめ

今回調査 した範囲の大半はほ場整備等により大規模な地形改変を受けてお り、このため検出遺構 も原形を

留めるものは皆無であった。遺物も2層以下から出土 したものはごく僅かである。ただし、遺物総量は決し

て少ない訳ではなく、本来は大規模な遺跡であったことが窺われる。遺物種別や時期 も、旧石器を思わせる

ような尖頭器から14世紀頃の青磁までと、多岐にわたる。また、硯の出土により駅家の存在 した可能性もさ

らに高 くなったといえる。これらの遺物群は当地が各時代を通じて選地されていたことの証であり、いかに

当地を重要視 していたかを示 している。もともと、遺跡と認知されているのは丘陵上部であり、ここに当該

遺物に関わる遺構も存在するものと思われる。

なお、新平遺跡に関わる報告はこれをもって全てとする。

5号土坑

号土抗

1号掘立柱建物跡

第 2図 新平遺跡遺構配置図

44号
土坑

茸 筈溝跡
2号溝跡

基lX=-75,223960

Y= 19,760047

基2X=-75,080000

Y= 19,616000

補 lX=-75,236,000

Y= 19,772.000

補2X=-75,284000

Y= 19,812000

補3X=-75,336000
Y= 19,864000

補4X=-75,076.000

Y= 19,604000

(日本測地系)
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Ｏ
ＰＰ６

1号掘立柱建物跡

遺構名 開口部径 (CI l) 深さ(Cm)

PPl 26× 32 17.0

PP2 40× 15 12.0

24× 28

PP4 33× 跡 15.0

PP5 24× 28

1号掘立柱建物跡

PPl 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性弱 しま り強

PP2 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性弱 しまり強

10YR 6/4に ぶい黄橙色 シル ト5%と 礫 20/O混入

PP3 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性弱  しまり強

10YR 8/6責 橙色粘± 3%混入

PP4 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性弱  しまり強

10YR 5/8黄 褐色粘±20%と 礫 2%混入

PP5 10YR2/1 黒色 シル ト 粘性弱  しま り強

礫 1%混入

1号掘立注建物跡周辺柱穴状土坑

遺構名 開口部径 (Cll) 深 さ (CIl)

PP6 50× 28 13.5

PP7 28× 28

PP8 18× 18

PP9 22× 18

P P10 22× 24

P Pll 34× 30

P P12 24×22 105

P P13 31×28 12.0

lIF9詐

姿
歩
じ

PPPttp7  ＼孫

鋭
⑤ＰＰ２甑

A艦
偽
ＰＰ６♂

ＰＰ２
③
ＰＰ５

ⅥE5g～ⅥE6i在穴状土坑

遺樗名 開口部径 (Cll) 深さ(Cla)

PPl 19× 16

60× 32

PP3 20× 18

PP4 20× 20

PP5 68× 磁 22.5

PP6 72× 52

PP7 30× 25

PP8 32× 32

PP9 32X32

塩 6j

粘性中 しまり中

粘性中 しまりやや強

廻
ＰＰ８

1 :80      2m

第 3図 新平遺跡 1号掘立柱建物跡・柱穴状土坑 (1)

5/7Υ 四
下

7

PPll

札 5a

VD5,柱穴状土坑

遺構名 開口部径 (Cm) 深 さ (CI)

PPl 70× 38

PP2 22× 22 17.1

乱1ハ 札5h

亀
Q<,

tttr

ⅥEle柱穴状土抗

遺構名 開口部径 (Cll) 深さ(CIIl)

PPl 45× 40 22 8

ⅥElePPl A― A'

1 10YR 3/1 黒掲色

炭化物微量混入

2 10YR 4/1 灰褐色

黄褐色粘±300/o混入

3 10YR 3/1 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり中

炭化物微量、黄褐色粘± 3%混入

③
PP2

VE10d柱穴状土抗

遺構名 開田部径 (CIa) 深 さ(Cm)

PPl 52× 48 22.0

PP2 22× 22 15.6
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ⅥE～ ⅥF南部柱穴状土抗

遺構名 開口部径 (C正 ) 深 さ (Cll) 遺祷名 開田部径 (Cm) 深 さ (Cm)

PPl 37× 27 P P10 26× 22 %0

PP2 22× 22 113 P Pll 37× 27

PP3 32× 23 P P12 23× 19

PP4 38× 32 24 0 P P13 33× 32 25,0

PP5 31× 30 P P14 50× 48 83 8

PP6 46×44 27 5 P P15 38× 36

PP7 40× 38 29 8 P P16 33× 20

PP8 52× 32 22 3 P P17 46× 40 20 5

PP9 32× 28 22.3

⑤
ＰＰ‐

』
ＰＰ

P亀
PP6

④
PP2

＠
ＰＰ６

与 目0

aPPll
覧

瑞F銃

粗酌勢,

0
PP13

@   F堪与
PP12

ＰＰ‐４

　

捌

フ

⑥
ＰＰ９

A洋 8950町 A'

ⅥE8jPPll A― A'

1 10YR 1 7/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中

破砕礫 (～ l cm)3%混入

2 10YR 3/1 黒褐色 粘土質シル ト 粘性強 しまり中

破砕礫 (～ 1帥)3%混 入

ⅥF8aPP8 B一 B'

1 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり強

酸化帝モヤ状 に 5%混入 破砕礫 (～ 5 cm)1%混入

2 10YR 6/2 灰黄褐色 粘土 粘性強  しまり強

地山ブロック 破砕礫 (か な り同化)30%混 入

3 10YR 3/1 黒褐色 シル ト 粘性中 しまり強

破砕礫 (～ l cm)3%混入 酸化帯 (縦 に)30%混入

4 10YR 3/1 黒褐色 粘土 粘性強  しまり強

破砕礫 (～ l cll)3%混 入 酸化帯 (縦 に)50%混入

5 10YR 4/1 褐灰色 粘土 粘性強  しまり強

酸化帯 (縦 に)3%混 入

札Hb

塩 F配へ
N→3m

Ａ

↓２ｍ
Ｗ

Ｏ

ＰＰ．

鼎〕

▲
八

銘
饂

新平遺跡柱穴状土坑 (2)
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④

ＰＰ４

Ｏ
ＰＰ

0        1 :80      2m

PP偽

Ⅵ F10b柱穴状土坑

遺権名 開田部径 (cI) 深 さ (Cll)

PPl 16× 12 155
PP2 22× 20

PP3 26× 22 25 5

ⅥF9a柱穴状土坑

遺構名 開口部径 (Cm) 深さ(Cll)

PPl 22× 13 13.5

PP2 26× 18

ⅦFlb柱穴状土抗

遺構名 開口部径 (CH) 深さ(Cm)

PPl 19× 20
ⅦF5d柱穴状土抗

遺構名 開口部径 (Cm) 深さ(Cm)

PPl 34× 22

ⅧF2h～ⅧF2,柱穴状土坑

遺構名 開田部径 (cI) 深 さ(CI)

PPl 64× 56

PP2 18× 17

PP3 25× 11

PP4 22〉(17

札 F3i

第 4図



/YN榜

一 引 A'A卜 L=89400m

為
　
　
的

A◎

AトーーL=89 500m       lA'

AI――― L=89500m

l号土坑

1.10YR1 7/1 黒色  シル ト 粘性中 。しまり弱

破砕礫 (～ l cm)2%、 炭化物粒 1%混入

2号土坑

1 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性中 しま り中

破砕礫 (～ 2 cn)3%、 土器破片 1%混入

2 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性中 しま り中

酸化帯 (縦 に)10%混入

3.25Y2/1 黒色 粘土 粘性強 しまり中

4 2_5Y2/1 黒色 と5Y5/3 灰オリーブ色粘上の混土

(Ⅳ 層以下)5:5 粘性強 しまり中

4号土抗

1 75YR 2/1 黒色 シル ト 粘性中 しま り弱

10YR 6/8明 黄褐色粘土 (Ⅳ層)粒 10%混入

2 10YR 3/1 黒褐色 シル ト 粘性中 しま り弱

3 10YR 3/2 黒褐色 シル ト 粘性 中 しまり弱

10YR 6/8明黄褐色粘土 (Ⅳ層)粒 5%混入

3号土坑

1 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中 破砕礫 (～ 5 cal)1%混 入

2 10YR1 85/1 黒色  シル ト 粘性中 しまり中 土器破片 20/O混 入

3 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり中 酸化帯40%混入

4 10YR 2/1 黒色  シル ト 粘性中 しまり中 酸化帯 (モ ヤ状 に)混入

5 10YRl.85/1 黒色 シル トと10YR 5/2 灰黄褐色粘上の混土

酸化帯 (縦 に)5%混 入

AトーーL=89400m― ―引 A'

薄

5号土坑

1 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性中

しまり中 破砕礫 (～ l cln)2%、

炭 1%混入

灰褐色 シル ト 粘性やや強

礫 褐色粘土混入

灰黄褐色 シル ト 粘性中

砂 礫 rFL入

新平遺跡 1～ 7号土坑
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6号土坑
1 10YR 4/1

しまり強
2 10YR 4/2

しまり強

第 5図

1 10YR 3/1 黒掲色

炭化物微量混入

2 10YR 4/1 灰褐色

黄褐色粘土混入

ンル ト 粘性中 しまり中

ンル ト 粘性中 。しま り中

0   1:50  1m
十

一

螂

L=89200m



即一

A虐 9∈90哨 A'

オ

B'

Cttα
9Чσ

下

L=90900m
D十一  引 D'

比

0  1:60 1m

-

1号溝跡 A― A'
1 10YR1 7/1 黒色 シル ト

10YR 4/4褐色Ⅳ層ブロック

2 10YRl.7/1 黒色 シル ト

10YR 4/4褐色Ⅳ層プロック

7%混入

1号溝跡 B― B'
1.10YR1 7/1 黒色 シル ト

10YR 4/4褐色Ⅳ層ブロック

7%混入

2号溝跡 C― C'
1 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり弱

10YR 4/4褐色Ⅳ層プロック (～ 2 cal)5%混 入

EAlc柱穴状土坑 (PPl)D― D'

1 10YR 2/1 黒色 シル ト 粘性中 しまり弱

10YR 6/4に ぶい責橙色Ⅳ層粒 10%混入

2 10YR 2/1黒 色シル トと10YR 6/4に ぶい黄橙色

粘土 (Ⅳ 層)の混土 (5:5)粘 性中 しまり弱

3号溝跡 (西側 )

1 10YR 2/1 黒色 シル ト

2 10YR 3/1 黒褐色 シル ト

砂  白色粘土微量混入

3 10YR 2/2 黒褐色 シル ト

礫  白色粘土微量混入

4.10YR 3/1 黒褐色 シル ト

礫微量混入

粘性中 しまり弱

(～ 2 cln)5%混 入

粘性中・ しまり弱

(～ l cm以 下 細かい)

粘性中 しまり弱

(～ l cln以下 細かい)

0      1:120      4m

ⅡAlc柱穴状土抗

粘性中 しまりやや弱

粘性中 しまり中

粘性中 しまり中

粘性中 しまり中

札 3

A卜__L=88500m 一引 A'

0    1 :60   1m

-
3号溝跡 (東側 )

1 10YR 2/1 黒色 シル トと10YR 6/1 褐灰色 粘土 と25YR 6/3
粘性強 しまり強

(水田造成時の埋め土 )

2 10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性強 しまり弱 自然堆積に見える

3 わら状の繊維質層 水田造成時に埋めたものか ?

4 10YR 3/1 黒掲色 シル トと10YR 5/8 責掲色 粘± 10YR 7/1
混土 崩落土

0          1 :120 4m

にぶい責色 粘土の混土

明緑仄色 粘土 (砂混 )

新平遺跡 1～ 3号溝跡
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遺構名 口径 (CI l) 深 さ(cI)

PPl 62× 54 16.8

第 6図



瑞F弱
A A

端F莉

眸 L=89000m      ―塗名

0      1:60      2m

第 7図 新平遺跡 4号溝跡

0    1:2   5cm

第 8図 新平遺跡出土遺物 (1)

石棒 (No 33)

⌒ く
― ヽ ラ

ン 鷺
⌒ 一
容 /
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37

第 9図 新平遺跡出土遺物 (2)

上
回

0        1 : 2       5cal

録抄圭
日報

ふ  り  が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

書 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 九山浩治・新妻伸也

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001,9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ索車 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

新 平 遺 跡 “闘拗畑
“課“聯

叫岩』新
03206

M E55

-0081

度

分

秒

９

　

９

　

０

141反

03分

32秒

2003.08.01

2003.10.30

2,828∬

ほ場整備事業

に伴 う緊急発

掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

新平遺跡
散布地

集落跡

縄文時代

古代以降

掘立柱建物跡1棟

柱穴状土坑56基

土坑 7基

溝跡4条

縄文土器、土製

品、石器、石製

品、土師器、須

恵器、陶磁器

縄文前期～中期の土器

石錘の出土比率高い

風宇硯、灰釉陶器 (黒笹90号式)、

白磁壷 (Ⅲ 系)、 龍泉窯系青磁碗

(1類 )

※緯度・経度は世界測地系

-183-



調査区遠景 (北から) 1号掘立柱建物跡 完掘

一　
‐イ

≡
卜
ゝ

，
一ヽ
ヽ

ァ

PP 5 断面

3号土坑 完掘               3号 土坑 断面

写真図版 1 新平遺跡調査区遠景・基本層序・検出遺構 (1)

4r甥 警lr堡手Υ!

基本層序 (Ⅵ E北東部)
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2号土坑 完掘

6号土坑 断面

3号溝跡東部

3号溝跡西部 断面            AI～ Ⅱ区 (飛び地)完 掘

写真図版 2 新平遺跡検出遺構 (2)

3号溝跡西部 (左 )・ 4号溝跡 (右 )
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<縄文土器>
配 残√ 吾悟イ立 文様の特徴等

1 VE6b I層 口縁部 日唇下 に横位結節 回転文 (R)、 以下 LR(横 )

2 Ⅵ E4h Ⅱ層 口縁部 口唇前部 に刻 目列、以下半我竹管状工具 による鋸歯状沈線

3 Ⅶ F3e I層 最下位 口縁部 服厘 、そ の Lに LR原 体 lB面F
4 Ⅷ F3e Ⅱ層 □緑 都 口唇 H~部 に中央 に彦J目 、以 下 渦

5 VE6b I層 (橋 )`′ 、銘 歯 状粘 土 Ilt賄 付

6 3号十坑 埋土下半 単軸絡条体第 5類 (R 縦 )

葵 8 憲壌建観観 9

1-61ま 1:3  71ま 1:2

に
16

<石器>
No 出土地点 層位 器  種

計測値 ( )は 欠拒
石材 (産地) 備  考

享 さ (cI) 重量 (質 )

8 Ⅵ F7a 石 31k 211 1開 0 37 0翻 頁岩 (奥羽山 lFk) 凹 共

9 ⅦF4e Ⅱ 石 鏃 (220) 131 0 40 1 05 百岩 (鳳 羽 lIIЛ原 有 事

ⅥE5ビ  Ⅱ 石鏃 3 55 261 8 61 百 羽山脈 ) 形、る鉦 あ るい はる 臣 の可

11 Ⅶ F4d I層 尖頭器 (1018) 3 99 羽 山脈 ) く、調整糸Шかい 1/3欠 B

12 Ⅶ F10h I層 尖頭器 (7 80) (2996) 羽山IFR 薄 く、調整細 かい  1/2欠 損

13 3号土坑 埋土上半 93巧百写阜 8 25 2 49 (38 14) 頁 岩 奥羽山脈 厚 く、三稜状

14 Ⅵ F8b Ⅱ層 16 72 3 88 3 00 1翻   「D4 頁 岩 奥羽山脈 厚 く、三稜状

1「D Ⅵ E4 下 包 石 維 4 79 3 84 0 88 1311 頁岩 奥羽山脈

4号溝 跡  埋 石 匙 3 02 1 90 0 58 3 06 未 各 百岩 (4羽 1用に )

17 ⅥE4h 最 下 位 石匙 7 20 5 70 百 岩 (興 羽 山脈 円形  掻 器 的刃部

表採 石 箆 5,11 2 90 0 82 1541 (呉 羽 山‖R)

写真図版 3 新平遺跡出土遺物 (1)
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19～ 231ま 1:2  24～ 291ま1:3

<石器>
No 出土地点・層位 器 種

計 測値 ( )は 欠
石材 (産地 ) 備  考

罠さ (cll 幅 (cIIl)l厚 さ (宣

Ⅶ F7i こ層 スクレイパー (削 : 7.73 4.36 1 1.73 56.37 頁岩 (奥羽山脈 1側縁 ・ 片面 調 率

ⅥF8b I層 スクレイパー (驀Ⅲ (4.70) 1.37 (52.72) 頁岩 (奥羽山脈 1/2欠 損

ⅥE3h Ⅱ 櫂 形 石 器 ? 7 63 6_56 1 121 91.89 買岩 (奥羽山脈 大形 のス クレイパ ーの可能性

ⅥE8i I 下 678 6_21  1  4 10 209 48 百 羽 III脈

23 VE6b 石 鞍 9∝ 12.51 1 443 681 望 羽 山 jIFR

24 表採 打製 石斧 11.22 4.82 253 羽 山脈

表採 打製石斧 2.07 羽 山脈 石 鉄

26 Ⅶ F7e I層 磨製石斧 4.49 2.38 19649 砂岩 (奥羽山脈

27 ⅥE3f I層 7〒金 6.39  1  2.52 216.72 凝灰岩 (奥羽山脈 )

28 7■土坑 埋 石 21^25 7_04  1  4_511 珍岩 (奥羽山脈 ) 無加工

ⅥE8f Ⅱ 凹 石 8_14 1 4_29 (468_班 ) (4羽 III脈 ) 画面 に凹面

写真図版 4 新平遺跡 出土遺物 (2)
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韻0

<石製品>
No 出土地点 層位 器種

測lfE( )は 従箔
石材 (産地 ) 備   考

長さ (Cm さ (Cal) 重量 (

4号溝 跡  埋 ミ耳 (329) 1 57) 0 52 頁岩 (奥 羽山脈 ) 1/2欠損

VD3g I と古舌 5 31 安山岩 (奥 羽山脈 )

WⅢ F 7 h Ⅱ層 石剣 2 72 (47 64) 粘板岩 (北上 山地 ) 面輪 次帽

4号溝跡 埋土 石棒 (11 50) 2_61 1_77 (194985 デイサイト (興羽山脈) 午輪 部 の み残 存

娃

<土師器・須恵器・陶磁器類>

鮎 40 34^ヤ 361よ 1:3  37^ヤ 411よ 1:2

Nle 出土地点 層位 種別 器種
調整

備  考
外 面 内 而 廣警L

Ⅶ F10c I層 杯 鴛烹 暴 ロクロナデ ロクロナデ 系切 り

4号溝跡 埋土 緬 煮 ロクロナデ ロクロナデ 糸切 り

3号濫 跡  埋 十 大 タタキメ タタキメ

Ⅷ F2Q )武写 欠損激 しし

ⅦF3e I層 最下位 灰釉陶器 黒笹90号窯式

ⅧF7h Ⅱ 白確 白磁 門耳帝  m系
Ⅷ F6i I層 碗 青磁 寵 泉窒 系青 磁続  I類
4号溝跡 埋土 奏 東海 系 ? 常 滑 ?時期 不 明

写真図版 5 新平遺跡出土遺物 (3)

-188-



(40)

水沢市神明町 2丁 目26-2ほ か

国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

国道 4号水沢東バイパス建設事業

平成15年 4月 10日 ～ 6月 16日

5,745∬

5,062∬ (未了分683ド )

N E27-0100。 SD-03

N E17-2087・ ARI-03

九山直美・窓岩伸吾

水沢市教育委員会

あと ろ い

跡呂井遺跡
わ
堂の

だ
杉

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1.調査に至る経過

「杉の堂遺跡」。「跡呂井遺跡」は、水沢東バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存すること

から発掘調査を実施することになったものである。一般国道 4号は、東京都中央区を起点として青森県青森

市に至る延長約858kmの わが国最長の国道で、東北地方の大動脈を担っている主要幹線道路である。

水沢東バイパスは、水沢市真城と同市佐倉河の間約9.6kmの 区間で計画されており、水沢市内の国道 4号の

交通混雑解消と交通安全の確保、沿道環境の改善を図ると共に、地域経済の発展の根幹となる道路として、

昭和60年度に事業着手 し、昭和62年度に用地着手、平成 4年度に工事着手 し終点側から約3.6kmに ついて暫定

2車線の供用を行っている。この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が昭和62年度に分

布調査を実施 し、「杉の堂遺跡」「跡呂井遺跡」も確認されている。 2遺跡については平成14年度に試掘調査

を実施 している。その結果に基づいて岩手県教育委員会は国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所 (現岩

手河川国道事務所)に対 し、事業について照会した。回答を受けた岩手県教育委員会は岩手工事事務所と協

議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。こ

れにより、岩手県教育委員会は平成15年度事業について平成15年 1月 14日 付け「教生第1457号」により、財

団法人岩手県文化振興事業団に、平成15年 3月 6日 付け「教生第1630号」により、岩手工事事務所長へ通知

した。これを受けた財団法人岩手県文化振興事業団は平成15年 4月 1日 付けで岩手河川国道事務所長と岩手

県文化振興事業団理事長との間で受託契約を締結 し、4月 1日 から「杉の堂遺跡」「跡呂井遺跡」の発掘調査

に着手 した。 (国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)

2.遺跡の立地

杉の堂・跡呂井遺跡は」R東北本線水沢駅の東方約1.6kmの 地点に位置し、胆沢扇状地の北東部扇端に形成

された段丘の北向き縁辺部に立地する。遺跡の標高は42～43mで 、東側を南流する北上川との比高は1lmほ

どである。

-189-



3.遺跡の基本層序

表土除去の結果、近 。現代の造成事業の影響で広範囲にわたつて削平され、殆ど旧地形を止めない状況で

あつた。調査区A・ B・ C・ DoE区では表土直下でV層 となり、Ⅱ～Ⅳ層はD区の北側斜面部のみ認めら

れた。調査区の基本層序は以下の通 りである。

I層 10Y R3/2 黒褐色シル ト粘性中 。しまり弱表土

生活廃棄物等多量に含む
L=41.700m

Ⅱ層 10Y R8/3 浅黄橙砂層宅地基礎撹乱

Ⅲ層 10Y R3/1 黒褐シル ト 粘性中 。しまりやや強

Ⅳ層 10Y R2/1 黒色シル ト 粘性中 。しまりやや強

V層 10Y R6/4 にぶい責橙シル ト 粘性やや弱 。しまり強

Ⅵ層 10Y R4/2 灰黄褐シル ト 粘性やや弱 。しまり強

Ⅶ層 10Y R6/6 明黄褐シル ト 粘性やや弱 。しまり強

Ⅷ層 10Y R4/3 にぶい黄褐シル ト 粘性やや弱 。しまり強

Ⅸ層 10Y R5/3 にぶい責褐シル ト 粘性やや弱 。しまり強
ユ

X層  10Y R4/1 褐灰砂質シル ト 粘性弱 。しまりやや強

�層 10Y R4/1 褐灰基盤礫層

4.調査の概要と検出遺構

第 ¶図 基本層序

当センターによる調査は昨年に続 く2次調査で、今回は市道を挟んで南側地域が対象となった。なおB区

(跡呂井地区)は、昭和64年 に水沢市教育委員会が発掘調査を行った跡呂井遺跡第 1次調査区の北偵1に あた

る。検出された遺構は掘立柱建物跡 2棟、区画溝 1条、土坑 3基、溝跡17条、柱穴状ピット59基で、検出面

はすべて撹乱除去後のV層面である。

<S B01・ 02掘 立柱建物跡> B区 西側で 2棟を検出した。両者は建物の軸方向をほぼ同じくして隣接 して

おりS B01の南辺― S B02の北辺間はおよそ 2mを 測る。いずれも桁行 3間 ×梁間 3間の建物跡で、 S B01

は桁行6,87m(22.7尺 )、 梁間5,72m(18.9尺 )の方形プラン、 S B021ま 桁行7.22m(23.8尺 )、 梁間6.17m

(20.4尺 )の長方形プランを呈する。これら柱穴の残存部深さはそれぞれ 4～ 26clll、 10～ 50cmと 浅 く、本来下

屋などの付属施設が伴つていた可能性もある。このうちS B02の全ての柱穴埋土を対象にフローテーシヨン

を行ったところ、PPl～ 11よ り炭化種子24点 (イ ネ 3、 オオムギ 9、 コムギ12)が得られた。内、 6点 を

試料としてAMSに よる年代測定を行ったところ、1070± 40B P(未補正)の年代が得られている。柱穴埋土

からは土師器・須恵器細片が少量出土するほか明確な共伴遺物はないが、測定結果から平安時代後半代に属

する可能性が高いと推測される。

<S X01区 画溝> B区 西側で不整な隅九方形に巡る区画溝状の遺構 1条 を検出した。規模は長軸で15.55

m、 残存する短軸で12m、 幅56～ 90cm、 深さ32～42cmを 測る。区画溝の内部にはS B02が主軸を同一にして

位置する。両者はきわめて近接 した時期に存在 した可能性が高いと考えられ、溝が建物と外側とを区画する

ような役割を持っていたものと推察される。埋土には土師器・須恵器片が少量混入するが細片のため年代は

不明である。土層観察用ベル ト1～ 5を対象にフローテーシヨンを行つたところ、土層断面観察ベル ト2、

5の上層で炭化種子 4点 (イ ネ 3、 コムギ 1)が得られた。

<S K01～ 03土坑> B・ C区から3基を検出した。規模は長径1。 1～ 2.24m、 短径0.8～ 1.09m、 深さ18～

58cmの 範疇に収まる。平面形は円形～楕円形を基調とし、埋土は黒褐色土主体で構成される。出土遺物はな
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く、時期など詳細は不明である。

<S D01～ 17溝跡> A・ D区 を除く調査区全域から17条が検出された。いずれも浅 く、埋土は単層で構成

されるものが多い。特筆されるのはS D01溝跡で、全長22m、 上幅62～ 77clll、 深さ9～ 15cmを 測 り、さらに

両端は調査区域外へと延びている。底面東側には径10cmほ どの工具痕が 2個 1対で確認された。溝西側埋土

中位からは土師器杯片 (9)が出土 している。出土地点からみて明確な共伴遺物としては扱えないが、本遺

構の年代は最も遡って平安時代に位置づけられる可能性がある。

<柱穴状ピット> A・ B・ C区から合計59基 を検出した。規模は15～ 25cm、 深さ18～ 35cmと いずれも小規

模で浅 く、単層で構成されるものが多い。局所的に小規模なまとまりを持って散在するような傾向を示すが、

建物を構成するような形跡は確認できなかった。ただし、現地が削平されている状況を考慮すると、このほ

か痕跡を止めない柱穴も相当数存在するものと推測される。出土遺物はなく時期、性格などの詳細について

は不明である。

5.出土遺物

小コンテナ 2箱分の遺物が出土 している。内訳は土師器片 8点、須恵器片 6点、羽口片 1点、磨製石斧片

1点、炭化種子28点 (イ ネ 6、 オオムギ 9、 コムギ13)で ある。 5'7・ 8は S X01区画溝から出土 してい

る。 5は土師器の長胴甕片で、外面ケズリ・内面ナデ調整される。 7は須恵器大甕片で、外面平行タタキ・

内面ナデ調整される。 8は羽口片で、先端部が一部溶解し黒褐色を呈する。 9は S D01溝跡から出土 した土

師器杯で、内外面共にロクロナデ調整、底部は回転糸切 りである。12は S D06溝跡から出土 した須恵器大甕

片で、外面平行タタキ、内面同心円状アテグ痕が施されている。

6。 まとめ

杉の堂地区 (C・ D・ E・ F区 )に関しては試掘・表土除去 した段階で確認できた遺構・遺物は殆どなく、

時期不明の溝・土坑をいくらか検出したのみであった。表土直下は黄褐色の地山が露出する状態で遺構外の

遺物はいずれも表土・撹乱中から出土している。遺構は土坑 2基、溝跡11条、柱穴状ピット39基を確認した

のみで、前回調査時のような竪穴住居跡群は検出されなかった。これは調査区周辺の地形などから推測 して

昭和20年代に行われたという土地改良政策による影響が大きいとは考えにくく、調査区が段丘の縁を外れて

いることなどから、立地を反映したものと考えられる。

いつぽう跡呂井地区 (A・ B区 )か らは、掘立柱建物跡 2棟 と区画溝 1条、土坑 1基、溝跡 6条、柱穴状

ピット20基が検出された。 S B02掘立柱建物跡はS X01区画溝の内部に位置することから、周溝を伴ってい

たと考えられる。また、S B01と は規模・軸方向をほぼ同一にして互いに隣接 しており、時期差を持つもの

か、同時存在か双方の可能性が考えられる。建物の性格については推測の域を出ないが炭化種子が出土 して

いることから倉庫か、あるいは北側120mに現存する神明社の存在から宗教的な施設との関わりなどが想定さ

れる。当地域に関しては遺構の検出状況から判断して分布がさらに西側に広がることが予想される。

なお、杉の堂・跡呂井遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

炭化種子出土一覧

※ ●印で示した試料の年代測定 種実同定は、(株)古環境研究所に業務を委託している。それ以外の試料の種実同定は、(株 )古代の森研究舎の吉

川純子氏のご厚意による指導の下、九山が行つた。

出土 地 点 種 別 吾低イ立 AMS試料 N9 遺構名 出土地点 種 別
=低

イ立 AMS試料

l S BOを PPl埋 土 ムギ類 ユ 果実 (炭化 ) 6 S B02 PP8埋 土 ●オオムギ3、 0コ ムギ1 果実 (炭化 ) ●

2 SBα PP3埋 土 オオムギ 1、 コムギユ 果実 (炭化 ) 7 S B02 P P10埋 土 イネ 1 呆実 (炭化 )

3 SBC PP4埋 土 コムギユ 果実 (炭化 ) S R02 P P llJIP十 オオムギ 2 呆実 (炭化 )

4 S BOを PP5埋 土
●イネ 1、 ●オオムギ 3

コムギ 5
果実 (炭化 ) ● 9 S X01 ベルト2上F イネ 1、 コムギ 1 果実 (炭化 )

5 Bα PP5埋十 コムギ4 X01 ベルト5上層 イ不2 果 実 (元竜イヒ
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第 2図 杉の堂・跡呂井遺跡 遺構配置図
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SB01掘 立柱建物跡

PP I                                                                PP 8

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強                  1 75YR3/1黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 5/6黄 褐シルト粒 7%
2 10YR 4/5褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強                  2 75YR4/4褐 色シルト 粘性中 しまりやや弱 75YR 3/1黒 掲シルト粒 1%混
PP2                                         3 10YR 4/6褐 色シルト 粘性中 しまりやや弱

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 10YR 5/6 黄掲シルト粒15%混   PP9
2 75YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 75YR 5/5明褐シルト粒115%混   1 10YR/3暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄掲シルト粒50%
3 75YR 4/6掲 色シルト 粘性中 しまり中 75YR2/2黒褐シルト粒15%混      2 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/3暗 掲シルト粒 1%混
4 75YR2/3極 暗褐シルト 粘性中 しまり中 75YR 4/6褐色シルト粒15%混      3 10YR 6/8明黄褐シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 3/3明 褐シルト粒40%混
5 10YR 2/1黒 色シルト 粘性中 しまり中                      4 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 3/3暗 褐シルト粒 1%混
PP 3                                                                PPlo

l 10YR 2/2黒 褐色シルト 粘性中 しまり弱 10YR 4/6褐 色シルト粒 1%混      1 10YR 3/3暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐シルト粒 1%
2 10YR 4/6褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/2黒 褐シルト粒40%混     2 10YR 3/3暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐シル ト粒50%
3 10YR 4/6褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 7/6明 黄橙シルト粒50%混    3 10YR3/3暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐シルト粒40%
4 10YR 2/3黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 5/8黄 褐シルト粒10%    4 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 1侃駅3/3暗褐シルト粒50%
5 10YR 5/8黄褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒 褐シルト粒 5%混    5 10YR6/6明 黄褐シルト 粘性中 しまりやや強

PP 4                                         6 10YR 3/3暗 掲色シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐シルト粒50%
1 10YR 4/6掲 色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒 褐シルト粒70%混     7 10YR3/3暗 褐色シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐シルト粒70%
2 10YR 2/3黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 4/6掲 色シルト粒70%混    PPll
3 10YR 2/3黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 4/6掲 色シルト粒50%混    1 10YR 2/3黒褐色シルト 粘性やや弱 しまり強 10YR 5/6黄 褐シルト粒10%
4 10YR 5/8黄褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒 褐シルト粒10%混    2 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり強 10YR 7/6黄 橙シルト粒15%
5 10YR 5/8黄 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒 褐シルト粒 5%混    3 10YR6/8明 黄褐ンルト 粘性やや弱 しまり強 10YR 2/3黒 褐シルト粒30%
6 10YR 2/1黒色シルト 粘性中 しまり中 10YR 2/1 黒色シルト粒 5%混      4 10YR 6/8明黄褐シルト 粘性やや弱 しまり強 10YR 3/4暗 褐シルト粒 2%
PP 5                                                            PP12
1 10YR 3/4黒 褐色シルト 粘性中 しまりやや弱                   1 75YR4/2灰 掲ンルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR4/4掲 色シルト粒30%
PP 7                                         2 10YR 4/6褐 色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR4/2灰 褐シルト粒 1%
1 10YR 3/4暗褐色ンルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 4/6褐 色シルト粒 3%混
2 10YR 5/6黄褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 4/6褐 色シルト粒3%混
3 10YR 5/8黄掲色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 4/6褐 色ンルト粒 3%混
4 75YR4/4褐 色シルト 粘性中 しまりやや弱

第 3図 杉の堂・跡呂井遺跡 検出遺構
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SB02掘立柱建物跡
PPl
l 10YR 2/2黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト粒 1%
2 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 2/2黒褐シルト粒2%
3 10YR 6/8明 黄掲シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/2黒褐シルト粒50%
4 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや強 しまりやや弱 10YR 3/2黒褐ンルト粒15%
PP2
1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性 しまり共中 10YR 6/8明黄掲シルト粒 1%
2 10YR 6/8明 黄褐色ンルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/4暗褐シルト粒 1%
3 10YR 3/4暗 掲色シルト 粘性 しまり共中 10YR 6/8明黄褐シルト粒5%
4 10YR 3/4暗 掲色シルト 粘性 しまり共中 10YR 6/8明責褐シルト粒15%
5 10YR3/4暗 褐色シルト 粘性 しまり共中 10YR 6/8明黄褐シルト粒10%
6 10YR 6/8明 黄褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/4暗掲シルト粒3%
PP3
1 10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 5/6黄褐シルト粒 1%
2 10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 5/6黄褐シルト粒3%
3 10YR 2/3黒 掲色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 5/6黄褐シルト粒15%
4 10YR 5/6黄 lB4色 シルト 粘性 しまり共やや弱 75YR5/8明責掲シルト粒3%
5 10YR 5/6黄 掲色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 2/3黒掲色シルト粒25%
6 10YR 5/6黄 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 2/3黒掲色シルト粒30%
7 10YR 5/6黄 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 2/3黒褐色シルト粒2000

8 10YR 5/6黄 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 2/3黒褐色シルト粒15%
9 10YR5/6貨 掲色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 2/3黒褐色シルト粒10%

第 4図 杉の堂・跡呂井遺跡 検出遺構
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10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや強 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒 1%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒3%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒2000

10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒2%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒40%
10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒褐色シルト粒25%
10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 2/3黒掲色シルト粒50%

10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/6明黄掲シルト粒 1%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/6明黄褐シルト粒5%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/6明黄褐シルト粒7%
10YR 2/3黒 褐色ンルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 6/6明黄掲シルト粒40%

10YR 2/3黒 掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐ンルト粒 1%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト粒 1%
10YR 2/3黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト粒10%
10YR 6/8明 責褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 2/3黒掲シルト粒50e。

10YR 6/8明 責褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR1 7/1黒 色シルト粒 1%
10YR 6/8明 責褐ンルト 粘性中 しまりやや強 10YR1 7/1黒 色ンルト粒40%
10YR 6/8黒 掲色シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 2/3黒掲シルト粒15%
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PP 7

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 6/8明 黄褐シルト粒 1%
2 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性 しまり共やや弱 10YR 6/8明 黄褐シルト粒3%
3 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 10YR 5/6掲 色シルト粒3%
4 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまり中 10YR 5/6褐 色シルト粒 1%
5 10YR 6/8明 黄褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/4暗 褐シルト粒40%
6 10YR 5/8黄 掲色シルト 粘性中 しまりやや弱 10YR 3/4暗 褐ブロック10%
7 10YR6/8明黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/4暗 掲シルト粒15%
8 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや強 しまり弱 10YR 6/8明黄褐シルト粒20%
PP 8

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄掲シルト粒2%
2 10YR 3/2黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐ンルト粒30%
3 10YR 2/2黒 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト粒30%
4 10YR 6/8明 責褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 3/4暗褐シルト粒40%
5 10YR 3/2黒 掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト粒25%
6 10YR 6/8明 黄掲シルト 粘性やや強 しまり中 10YR 3/2黒 掲シルト粒15%
PP 9

1 10YR 3/4暗 掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄掲シルト粒 1%
2 10YR 3/4暗 掲色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄褐ンルト粒3%
3 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明 黄掲シルト粒5%
4 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強
PP10
1 10YR 3/4暗 掲シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 6/8明黄褐シルト
2 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強

10YR 3/4暗 掲シルト粒10%
3 10YR 6/8明 黄褐シルト 粘性やや弱 しまりやや強

10YR 3/4暗 褐シルト粒 1%

瑞 B4i

とL=127500m

SX01周 溝掛
A― A'
1 10YR 4/4褐 色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 7/4に ぶい黄橙粒 1%
2 10YR 5/6黄 褐色ンルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 4/4掲 色シルト塊50%
3 10YR 3/4賠 褐色ンルト 粘性やや弱 しまり弱 10YR 5/5に ぶい黄褐シルト粒10%
4 75YR3/3暗褐色シルト 粘性やや弱 しまり強 75YR 7/6橙 シルト粒15%混
B― B'

1 75YR4/2灰楊色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR6/5に ぶい橙シルト粒 1%
2 75YR6/5にぶい橙シルト 粘性やや弱 しまりやや強
3 75YR4/4掲色ンルト粘性やや弱 しまりやや強 75YR 7/6明黄褐シルト粒1%
4 75YR3/3暗褐色ンルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 7/6明 黄掲シルト粒25%
C― C'

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 7/4鈍 い黄橙ンルト粒2%
2 75YR3/4暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR5/4鈍 い褐ンルト粒 1%
3 75YR4/4褐色シルト 粘性中 しまりやや強 7 5YR 3/4暗 掲色シルト粒40%
4 75YR2/3極 暗褐シルト 粘性中 しまりやや強 10YR 5/6黄 褐粒10%
D― D'
1 75YR4/4褐色ンルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR6/6橙 シルト粒 1%
2 75YR3/4暗褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 75YR 5/4鈍い褐シルト粒 1%
3 75YR2/3極暗掲シルト 粘性中 しまりやや弱 10YR 6/6明 黄褐シルト塊10%

％Ａ

瑞A飢
N‐2m

SK02

4

札.竹
SK01土坑
1 10YR 3/2黒 褐色シルト 粘性中 しまり強
2 10YR3/3暗 褐色シルト 粘性中 しまり強
3 10YR4/2灰 黄褐シルト 粘性中 しまり強 10YR 5/6黄 褐色シルト粒 1%
4 10YR 3/3暗 褐色シルト 粘性やや強 しまり強 10YR 5/6黄 褐色シルト粒3%
5 10YR4/2灰 黄掲シルト 粘性中 しまり強
6 10YR 4/3鈍 い黄褐ンルトと10YR 5/6黄 掲色シルト塊30%
7 10YR6/6明 黄褐粘土質シルト 粘性強 しまり強
8 10YR5/6黄 掲色粘土質シルト 粘性強 しまり強

SK02土坑
1 10YR 2/1黒 色粘土質シルト 粘性やや強 しまり強
2 10YR 3/1黒 褐色粘土質シルト 粘性やや強 しまり強 10YR 5/6黄 掲色シルト粒3%
3 10YR4/2灰 黄褐粘土質シルト 粘性やや強 しまり強 10YR 5/6黄 褐色シルト粒2%
4 10YR5/6黄 掲色粘土質シルト 粘性やや強 しまり強

10YR 4/2灰 黄褐粘土質シルト50%

SK03土坑
1 10YR 2/3黒 褐色粘土質シルト 粘性 しまり共やや強 10YR 5/6黄 掲色シルト塊50%

・跡呂井遺跡 検出遺構
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AL=42.800m A'

第 5図 杉の堂



SD01溝 跡

AL=42.600m

ユL=42.600m B'

⊆L=42600m 皇

ー

Ψ

SD08溝 跡

生 L=42600m 坐 '

一ユL=42.600m =

ー

SD09溝跡

A L=42600m ど

ーB L=42600m 旦

ー

SD01溝跡
A― A'
1 10YR 3/1黒 掲色粘土質シルト

2 10YR 3/1黒 掲色粘土質シルト

3 10YR 3/2黒 褐色粘土質シルト

B― B'

1 10YR 3/1黒 掲色粘土質シルト

2 10YR 3/2黒 掲色粘土質シルト

C― C'
1 10YR 3/1黒 掲色粘土質シルト

2 10YR 3/2黒 掲色粘土質シルト

D― D'

1 10YR 3/1黒 掲色粘土質シルト

2 10YR 3/2黒 掲色粘土質シルト

SD08溝跡 (A B共通)

粘土中 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

粘性やや強 しまり強

10YR 5/6黄 褐色シルト泣 l%
10YR 5/6黄 掲色シルト粒5%

10YR 5/6黄 掲色シルト粒 1%
10YR 5/6黄 掲色シルト粒 590

10YR 5/6黄 掲色シルト粒 196

10YR 5/6黄 掲色シルト粒5%

10YR 5/6黄 褐色シルト粒 1%
10YR 5/6黄 褐色シルト粒 5%

10YR 5/6黄 褐シルト粒 5%1 10YR 5/4に ぶい黄褐色粘土質シルト 粘性中 しまり強

SD09(A B共 通)

1 10YR 3/1黒 褐色粘土質シルト 粘性中 しまり強
2 10YR 3/2黒 褐色粘土質シルト 粘性やや強 しまり強 10YR 5/6黄 褐シルト粒 1%

SD10溝跡 (A B共通)

1 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 5/8黄 掲ンルト粒 1%
2 10YR 3/4暗 褐色シルト 粘性やや弱 しまりやや強 10YR 5/8黄 掲シルト粒40%

SD10滞 跡

生L=42600m

端 Aそ

瑞Aそ

15m0                 1 :300

|

※ 断面は 1:50

第 6図 杉の堂・跡呂井遺跡 検出遺構

ユと=42600m
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＝

Ｈ

川

用

(S=■ 2)

出土遺物観察表

<土器>
No 出土地点 種類 器種 残存率 特徴

l S B01 掘立柱建物跡  PP2 須恵器 菱壺類 10%以下 外 :平行 タタキ 内 :ナ デ

2 S B01 掘立柱建物跡  PP3 土師器 長胴養 10%以 下 内外共にロクロナデ

3 S B02 掘立桂建物跡  PP6 土師器 不 明 10%以 下 器面摩耗著しや

4 S X01 区画溝 土師器 杯 ? 10%以 下 外 :摩耗  内面 :ミ ガキ 内面黒色処理

5 S X01 区画溝 土師器 長胴甕 10° O以 下 外 :ハ ケメ 内 :ナ デ 内面煤付落

6 S X01 区画溝 須恵器 大甕 10%以 下 外 :平行 タタキ 内 :平行 アテ グ ?

7 S X01 区画溝 須恵器 大 発 10%以 下 外 :平行 タタキ 内 :ナ デ

9 S D01 溝跡 土師器 杯 20% 内外共 にロクロナデ 底 :回転 イ トキ リ

0 S D01 溝跡 土師器 不 明 10%以 下 器面摩耗著し�

S D06 溝跡 須恵器 郭 10%以 下 内外共 にロクロナデ

S D06 溝跡 須恵器 大 甕 10%以 下 外 :平行タタキ 内 :同心円アテグ

3 S D09 溝跡 須恵器 甕壺類 10%以下 内外共にロクロナデ 外面 自然釉

S D09 溝跡 土師器 ネ ? 10%以下 内外共 にロクロナデ ?

<土製品>
No 出土地点 種類 器種 残仔率 重 量 特徴 備考

8 S X01周溝跡 羽 ロ 60 11 先端部一部溶解、黒掲色を呈する
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<石器>
No 出土地点 種類 器種 残存率 重 量 持 徴 備考

S D09溝跡 磨製石斧 32 05 奥羽山BFR デイサ イ ト 両端欠損

第 7図 杉の堂・跡呂井遺跡 出土遺物



SB01全採|(南から) SB01断面 (N一 N')

禅 驚
■静 |― 1募Ⅲ:

I:ェ嘉

SB02断面 (G一 G')

唱

為

醒

.r    ,  こ
 .1警   タ

ェ穀 .●

(N一N')              D区 土層断面

写真図版 1 杉の堂 。跡呂井遺跡 検出遺構

SB02完掘 (G一 G')

SX01断面 (N一 N')
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SD01断面 (A一 A')

慕
韓

・一一・一一一一・・一一・一・・．・一一・一一一一．・・一一一一一一一≡
祥

・一一

SK05完掘 (南から)

E区全景 (北西から)

写真図版 2

D区全景 (南東から)

杉の堂・跡呂井遺跡 検出遺構
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写真図版3 杉の堂・跡呂井遺跡 出土遺物

報 告 書 抄 録

ふ  り  が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
圭 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 呑 号 第455集

編 著 者 名 丸山直美・窓岩伸吾

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード 】ヒ糸車 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

途
跡

中囃仲瞬

鷲
杉
凝
跡

）市
め
目
め
目

一沢
”
丁
”
丁

一聯
”
町

２．

手ヽ
”
明
　
一　
６

一岩
レ神

２６

‐０

03204

N E27

-0100

N E17

-2087

曖

ひ

勒

３

　

０

　

４

度

分

秒

４

　
０

　
４

2003.04.10

2003.06.16

5,745rr

「水沢東バイ

パス建設事業」

に伴う緊急発

掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構  1  主な遺物 特記事項

杉の堂・

跡昌井遺跡
集落跡

平安
掘立柱建物跡2棟

区画溝   1条
土坑    3基
溝跡    17条
柱穴状ピット59基

土師器・須恵器

土製品・石器近世以降

(不明)

※緯度 。経度は世界測地系
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事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

発 掘 調 査 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(41)

胆沢郡胆沢町若柳字蜂谷 8ほか

国土交通省東北地方整備局

胆沢ダムエ事事務所

胆沢ダム建設事業

平成15年 6月 16日 ～ 8月 8日

20,000rド

16,700rド

N E21-0274・ HY-03

窓岩仲吾 。九山直美

胆沢町教育委員会

跡迫退
や谷

鵬
峰

地

者

在
　
託

所

委

遺跡位置 1:50,000 焼石岳

1。 調査に至る経緯

国土交通省は胆沢ダム建設事業の一環として、ダム堤体材料を運搬するための「ロック材運搬路」、材料採

取に伴って発生する不要な土砂を廃棄するための「建設発生土受け入れ地Jの建設を胆沢郡胆沢町若柳字蜂

谷地内に計画している。一方、当該地は縄文時代の「蜂谷遺跡」の存在が知られており、散布地の範囲が岩

手県遺跡台帳にも示されている。

胆沢ダム建設の事業主体である同省胆沢ダムエ事事務所は平成14年 9月 、岩手県生涯学習文化課に対 し「蜂

谷遺跡の試掘・発掘調査」を平成15年度中に実施したい旨を伝えた。これに対 し同課は、「試掘と発掘を一括

して埋蔵文化財センターに委託するのであれば、遺構の分布密度にもよるが、発掘調査を15年 に完了するこ

とも可能」と回答 した。そこで同事務所は、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに対 し、蜂

谷遺跡の試掘・発掘調査を委託することとした。 (国土交通省東北地方整備局胆沢ダムエ事事務所)

2.遺跡の立地

蜂谷遺跡は東流する胆沢川と南流する尿前渓谷の合支点を南東に見下す標高480～ 490mの 山間部に位置

し、調査区はその尾根部、谷部、平坦部に跨っている。

3.遺跡の基本層序

I層  10Y R3/1 黒褐色シル ト 粘性中 しまり弱い

植物根多量 (表土)層厚12～ 20cm

Ⅱ層 10Y R4/6 褐色砂質シル トと粘土質シル トの混合土 (盛土)

層厚10～ 120cm <D区 中央部のみ堆積>

Ⅲ層 10Y R8/1 灰白粘土質シル ト 炭化物ブロック2%

<谷部のみ堆積> 7.5Y R5/8 褐鉄鉱ブロック5%

粘性やや強 しまり中 (旧表土)層厚10cm

Ⅳ層 10Y R8/1 灰白粘土質シル トと7.5Y R5/8明 褐色 ブロック

の混合土 粘性やや強 しまり中 崖錘性堆積層 層厚不明
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第 1図 基本土層柱状図



4.調査の概要

調査区は北東から南西に延びる13,800ド と北西側の追加分2,900∬ の合わせて16,700討 を対象とした。試

掘は調査区をABCDの 4つの区画とし、A～ C区はその 3割 に当たる4,200∬ をトレンチ掘削した (Tlか

らT87)。 また、追加D区はプレハブや林道などの敷地内であるという制約上その1,7割 に当たる528∬ を試掘

調査 している (T88か らT108)。 試掘調査合計面積は4,728言である。

<出土遺物> 調査の結果、C tt T66か ら土器片 9ソ点・石器類 9ィ点 (石鐘 。凹石・台石各 1″点、剥片 6点 )

が出土 した。土器片は器面の摩耗が著しく時期不明である。石器No10は 、長軸の一端部に側縁から両面調整

が施されており、尖端部が磨減していて石錘として使用 していた可能性がある。また、近世以降の磁器片が

T45。 T49。 T51・ T66の表土面からそれぞれ 1点ずつ確認された。

5.ま とめ

試掘調査の結果、T66で遺物散布区を 1箇所確認 した。当初、竪穴住居等の遺構となることが予想された

が、遺物散布箇所に土層観察用のベル トを設定し精査を行った結果、床面となるような硬化面、炉跡、焼土

跡は確認できなかった。

一方土坑が、B tt T37・ T38。 T39・ T42・ T45・ T47・ T49か ら計14基、同様にD区 のT94・ T97か ら

計 5基の合計19基確認された。これらは全て径60～90cm内外に収まり20cm前 後の円形を呈するなど規格性が

強く、埋土に地山の褐色ブロックと炭化物を含むことも共通している。内、T45か ら近世の磁器片が 1点出

土 した。地元に詳 しい方の話によれば、調査区周辺は昭和19年頃に拓かれた畑地および宅地で、当時は数件

の家があり、昭和45年頃まで農業 (焼畑を含む)。 製炭業などを営んでいたとのことである。調査区で発見さ

れた土坑についてはこれをもって用途や時期決定の手がかりとはできないが、古い遺物が確認されないこと、

当時の住民の何らかの生産活動の痕跡である可能性が高いことから、調査の対象から除外 した。

なお、蜂谷遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

報 告 書 抄 録

ふ  り  が  な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう
圭 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 窓岩仲吾・丸山直美

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コード
】ヒ4阜 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

はち や  い せき

蜂 谷 遺 跡
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郡
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字
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沢
轄
柳
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胆
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悌
県
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町
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抄
沢
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谷

営
石
い
胆
盛
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03383
N E21

-0274

39度

08す)

00た少

140度

M分
乾,7秒

2003.06.16

2003.08.08

16,700∬

「胆沢ダム建

設事業」に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

蜂谷遺跡 散布地 近代の土坑19基
土器9点

石器9点

※緯度・経度は世界測地系
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A区検出作業風景

AttT l

B・ C区近景

AttT l断面

BttT55 BttT55深掘断面

CttT66

写真図版 1

DttT105

試掘状況写真蜂谷遺跡
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散布区断面

出土状況①(南から)

第 3図・写真図版 2

出土状況②(東から)

蜂谷遺跡試掘 C区遺物散布区
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遺物観察表

<土器>

晟繊

16(1/4)

S=1/2

陰4轟 5

け悦
12

01鋒

No 出土地点 層位 器種 部位 原 体 特徴 時期 写真

1 T66 層 深鉢 Л同都 不 明 器面摩耗 時期不明 1/2

2 T66 層 深 鉢 胴 部 不 明 器面摩耗 時期不明

3 T66 層 深鉢 胴部 不 明 器面摩耗 時期不明 1/2

4 T66 層 深鉢 胴部 不明 器面摩耗 時期不明 1/2

5 T66 層 深 鉢 胴 部 不 明 器面摩耗 時期不明 1/2

6 T66 層 深鉢 不 明 内面炭化物付着 時期不明 光/2

7 T66 層 深鉢 口縁部 不 明 器面摩耗 時期不明 1/2

8 T66 層 深鉢 不 明 外面炭化物付着 時期不明 1/2

9 T66 層 深鉢 胴部 不 明 焼成不 良 時期不明 1/2

<石器>
No 出土地点 層位 器種 長 さ (CII) 幅 (Cll) 厚さ(CI) 重量 (富 ) 石質 特徴 写真

T66 I層 石錘 16 09 買岩 (奥羽山脈 ) 長軸 一端部側縁 :両面調整

ll T66 I層 剥片 5190 買岩 (奥羽山脈)

T66 I層 剥片 1,70 頁岩 (奥羽山脈)

T66 I層 剥片 0.7 5.60 頁岩 (奥 羽山脈 :

T66 I層 剰片 0,7 頁岩 (奥羽山脈)

T66 I層 Fll片 頁岩 (奥羽山脈)

T66 I層 凹 石 763 21 安 山岩 (奥羽山脈 )

17 T66 I層 台石 2399.69 安山岩 (奥羽山脈)

T66 I層 剥 片 9.07 買岩 (奥羽山脈)

写真図版 3 蜂谷遺跡出土遺物
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委  託  者

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(42～ 49)一の台遺跡ほか 7遺跡

農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 10月 20日 ～11月 29日

192,221rゞ

8,180rド

N E34-1021 N E34-1058 N E34-1063 N E33-1339 N E45-1033

N E44-0370 N E44-1312 N E44-1228

吉田 充・野中真盛 。星 幸文・鈴木裕明・新妻伸也・藤原大輔

胆沢町教育委員会

却一＝曲爆
ヽ

ｉ

監
¨
％
遺跡位置
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―の台遺跡ほか10遺跡の試掘調査に至る経過

国営いさわ南部農地整備事業実施地区は、岩手県の南西部に位置し、胆沢川から北上川にかけての扇状地

の右辺部にあり、標高110～ 210mの 段丘地形を呈している。この地形のなかに位置する「上中沢 I遺跡」ほ

か29遺跡は、「国営いさわ南部農地整備事業」の施行に伴って、その事業地区内に存することから試掘調査を

実施することとなったものである。

この地区の農業は、水田を主体とした経営により発展 してきたものの、所有耕地が分散 し区画形状は未整

備もしくは昭和30年代に整備された10a区画がほとんどで、かんがい用水不足に加え用排水路も未整備なこ

とから農業の近代化が図れないまま生産性の低い農業経営を余儀なくされている。

このため、農用地の効率的利用と労働生産性の高い農業経営の展開が可能な生産基盤を形成するため、国

営かんがい排水事業により基幹的な用排水施設を整備 し、本事業では既耕地を再編整備する区画整理875ha

と地目変換による農地造成 8 haの地域を一体的に施行 し、併せて担い手への農地利用の集積による経営規模

の拡大と経営の合理化を図るとともに、土地利用の整序化を通じ農業の振興を基幹として本地域の活性化に

資することを目的に、現在事業を進めている。

この地区の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成 8年度に分布調査を実施し、「上中沢 I

遺跡」ほか29遺跡が確認されている。その結果に基づいて岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改

良建設事業所に対 し事業について照会した。回答を受けた岩手県教育委員会は東北農政局胆沢猿ケ石土地改

良建設事業所いさわ南部農地整備事業所と協議を行ない、試掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センターの受託事業とすることにした。

これにより、岩手県教育委員会は平成15年度事業について、平成15年 1月 14日 付け教文第1457号 により財

団法人岩手県文化振興事業団へ通知した。

これを受けて財団法人岩手県文化振興事業団は、「上中沢 I遺跡」ほか29遺跡の内平成15年度施工地区内に

存する「―の台遺跡」、「一の台遺跡Ⅱ」、「一の台遺跡Ⅲ」、「―の台遺跡Ⅳ」、「台 I遺跡」、「N E34-2200遺

跡」、「二の沢遺跡」、「鶴供養遺跡」、「二の台長根遺跡」、「浪人遺跡」、「屋敷遺跡」の11遺跡について、同年

9月 30日 付けをもって東北農政局いさわ南部農地整備事業所と委託契約を締結したが、諸般の事情により「台

I遺跡」、「N E34-2200遺 跡」、「浪人遺跡」を除外 し、残る8遺跡について同年10月 20日 から試掘調査事業

に着手した。

(農林水産省東北農政局いさわ南部農地整備事業所)
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いち  だい

(42)一 ノ台遺跡

地

者

在
　
託

所

委

胆沢君【胆沢町小山字上大畑平276-4

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 10月 23日 ～11月 27日

46,079rド

1,604rざ

N E34-1021

吉田 充・野中真盛 。新妻伸也

藤原大輔

胆沢町教育委員会

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 7k沢

1.遺跡の立地

一の台遺跡は、」R東北本線陸中折居駅の西方約1lkmに位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広がる

上野原段丘上に立地する。調査区の標高は190m前後である。現況は水田、牧草地である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団」による造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。本遺跡の中央付近は地山までの表土が厚 く、表土下部には西から東側にかけて旧表土の谷地

土壌が埋積されていることから、中央付近は全体的に盛土されていると推測される。なお、谷地であった部

分には十和田 a降下火山灰が堆積する場所がある。模式層序は次の通 りである。

Ia層  10Y R3/2 黒掲色砂質粘土と10Y R5/6黄 掲色の粘上の混合土 (2%)や やしまる 層厚20cl <水 田表土>
Ib層  7 5Y R3/2 黒褐色粘土と5/6明掲色粘土 (30/O)の 混合土 しまる 層厚20Cm <牧 草表土>

Ⅱa層  10Y R2/3 黒褐色粘土と10Y R4/6褐 色粘土 (7%)の 混合土 ややしまる 層厚10CI <盛土a>
Ib層  7_5Y R2/2黒 褐色シルトと7 5Y R6/6橙 色粘土 (5%)の混合土 層厚15Cm <盛 土b>
Ⅲa層  5YR17/1黒 色シルト しまる 層厚10Cm <旧表土a>

Ⅲb層  10Y R6れ にぶい黄橙色火山仄 層厚 3 cm <十 和田a火山灰>

Ⅲc層  7 5Y R2/1黒色粘上 しまる 層厚 5 CI<旧表土b>
Ⅲd層  10Y R2/3黒 褐色シルト質粘上 しまる 層厚20Cm <旧 表土c>
Ⅳ 層  10Y R3れ暗褐色粘土 しまる 層厚20cm <旧 表土d>
Va層  10Y R4/6掲 色粘土 堅くしまる <地山a>
Vb層  10Y R5ん にぶい責掲色粘土 ややしまる <地山b>

3.調査結果 模式土層柱状図

<検出遺構・出土遺物> T8、 T12、 T14 トレンチから陥し穴状遺構を合計 7基検出した。T8で検出

された遺構は直径75～95cm円 形状を呈する。 4～ 5m間隔で曲線的に配列 し、西側にそれる。平面形の一部

しか検出できないものが多い。遺物は出土していない。検出規模は次表の通 りである。

Ia Ib

Ⅱa Ⅱb

日

日

Ｈ

日

日

日

Ｈ

Ｍ

―
難
阻
　
　
　
　
　
�

―

封

ホ

ホ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

上

生

Ⅲa

Ⅲd

Ⅳ

:Cm)

トレンチ名 種類 規模 (長軸×短軸) トレンチ名 種 類 規模 (長軸×短軸) トレンチ名 種 類 規模 (長 軸 ×短軸 )

T08 陥し穴状A 75× 65 T08 陥 し穴状 D 95× 95 T14 陥 し穴状 220× 75

T08 陥 し穴状 B 80× 75 T08 陥 し穴状 E 89× 65以上

T08 陥し穴】犬C 94× 90 T12 陥 し穴状 50以上 ×60
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凡 例

陥し穴状遺構

T1211T19T14

―の台遺跡 トレンチ位置図

イ

報 告 書 抄 録
ふ   り  が   な いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 者 者 名 吉 田  充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふ りがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コート Яヒ糸厚 果 栓

調査期間 調査面積 調査原因
市町本↓ 遺跡呑号

』
跡

い
遺

か
台

の
の

壁
岩手県胆沢郡胆

挟Tホ首竿笙笑

畑平276-4

03383
N E34

-1021

度

分

秒

度

分

秒

2003.10.23

2003 11.27

1,604rヤ

国営い さわ南部

農地整備事業 に

伴 う緊急発掘調

査

所収遺跡名 種別  十 三な時代 主な遺構   1   主な遺物   1       特記事項

―の台遺跡 散布地  1 縄文時代 陥し穴状遺樗

※緯度 。経度は世界測地系
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T7土層断面 (東から)

―の台遺跡試掘状況写真

T8遺構検出状況 (南から)

T12陥し穴状遺構 (西から)
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い ち だい に

地

者

在
　
託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(43)―の台Ⅱ遺跡

胆沢郡胆沢町小山字上―の台203

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 10月 31日 ～11月 12日

4,480rド

380∬

N E34-1058

吉田 充・野中真盛 。新妻伸也

藤原大輔

胆沢町教育委員会

遺跡位置

1.遺跡の立地

―の台Ⅱ遺跡は、」R東北本線陸中折居駅の西方約10kmに位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広が

る上野原段丘上に立地する。調査区の標高は約185mで ある。現況は水田である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団」による造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。遺跡南西側に埋土が厚 く、下部に谷地状の堆積物が厚 く溜まっている。現地形と照らし合わ

せて考えると、遺跡南側に沢状の地形が北西南東方向に走つていたと考えられる。土層は地山上に旧表土層、

盛土、水田表土の順に堆積 し、旧地形標高が低いところほど厚 く溜まっている。本遺跡の基本層序は次の通

りである。

I層  10Y R3/3 暗褐色シル トと10Y R6/6明 黄褐色粘土 (20%)の

混合土 ややしまる 層厚15Cm <水 田表土>

Ⅱ層 10Y R4/3に ぶい黄褐色シル トに10Y R6/6明 黄褐色粘土(3%)

が塊状に混入 しまる 層厚10～ 80cm <盛 土>

Ⅲ層 10Y R2/3 黒褐色シル ト～3/2黒褐色粘土質シル ト しまる

層厚10～ 100cm <旧 表土>

Ⅳ層 10Y R6/6明 黄褐色粘土 粘性強 しまる <地山>

3.調査結果

<検出遺構 。出土遺物> 遺構は検出されず、遺物も出土 しなかった。

4,ま とめ

Tl～ T7には構造改善時のブル ドーザーキャタピラ痕や耕逗機のタイヤ痕が地山に残る部分がある。T

3、 T7～ 8南側半分は埋土が厚 く下部に自然堆積土が残る。水田造成時に北側の表土を削 りながら南側に

盛土 して、現水田を造成したと推測される。その時点で埋蔵文化財は消失 している可能性はあるが、本調査

I

Ⅱ

Ill

Ⅳ

基本土層柱状図
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では遺構・遺物は確認できなかった。 本遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。なお、

A

/

―の台 Ⅱ遺跡 トレンチ位置図 (1:2,500)

抄圭
日報

上
回

T8 土層断面 (北から)

―の台 Ⅲ遺跡試掘状況写真

録

T8 平面 (南から)
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圭 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 老 者 名 吉田 充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日
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いち  だいさん

(44)― の台Ш遺跡

地

者

在
　
託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

胆沢郡胆沢町小山字上中沢91

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 11月 14日 ～11月 27日

20,782rド

575rド

N E34-1063

野中真盛・吉田 充 。新妻仲也

胆沢町教育委員会

遺跡位置

¶.遺跡の立地

―の台Ⅲ遺跡は、」R東北本線陸中折居駅の西方約10.6kmに 位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広

がる上野原段丘上に立地する。調査区の標高は184～ 185mで ある。現況は水田である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団」による造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。本遺跡の現水田標高は一の台遺跡南端水田標高より約1.6m低 く造成されている。遺跡東側は

生活用道路より最大 2m下 に水田がある。土層は地山上に盛土、水田表土の順に堆積 し、旧地形標高が低い

ところほど厚 く溜まっている。本遺跡の基本層序は次の通 りである。

I層   10Y R4/2 灰黄褐色粘土 ややしまる 層厚13cm <水 田表土>

Ⅱa層  7.5Y R2/1 黒色シルト質粘土 ややしまる 層厚10cm <盛± 1>

Ⅱb層  10Y R3/2黒 褐色シル トと6/8明 黄褐色粘土の混合土 しまる

層厚約15cm <盛± 2>

Ⅲ層  10Y R6/8 明黄褐色粘土 しまる <地 山>

3.調査結果

<検出遺構・出土遺物> T2で 陥し穴状遺構 1基、

検出した。いずれも平面形の一部しか検出できなかった

T4bで 土坑状遺構 1基を

(下表参照)。

遺物は出土 しなかった。 単位 :cm)

トレンテ名 種 類 規模 (長軸 ×短軸 )

T2 陥し穴状 140以 上 ×70

T4b 土坑状 50以上 ×50

4。 まとめ 基本土層柱状図

西側の溜池は旧沢地形をさらに掘 り下 tデて造られている。その西側Tlでは厚 く盛土をされていることか

ら、東西方向に沢地形が埋没していると推測される。遺跡東側は生活用道路が旧地表面と推測され、現水田

面は最大 2m削平を受けていると考えられる。遺跡台帳上は散布地で縄文土器が出土していることから今回
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検出された遺構は同時期 とみられるが、水田造成時に埋蔵文化財が消失 している可能性が大 きく、本調査で

は遺跡の性格を明らかにするまでには至 らなかった。

なお、本遺跡に関わる幸R告は、これをもって全てとする。

/

凡 例
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土坑状遺構
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シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 著 者 名 野中貞盛・吉田 充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185   TEL(019)638-9001,9002
発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日
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発掘調査

所収遣跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物  1     特記事項

―の台Ⅲ遺跡 散布地 縄文時代
陥し穴状遺構

土坑状遺構

※緯度・経度は世界測地系
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―の台Ⅲ遺跡検出遺構 (1:800)

T3 土層断面 (南から)

―の台Ⅲ遺跡試掘状況写真

T4b 土坑状遺構 (南から)T2 陥し穴状遺構 (南から)
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いち  だいよん

地
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所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(45)―の台Ⅳ遺跡

胆沢郡胆沢町小山字上―の台116-1

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 10月 20日 ～11月 6日

22,227rド

979rド

N E33-1339

吉田 充・野中真盛

胆沢町教育委員会

遺跡位置

1.遺跡の立地

―の台Ⅳ遺跡は、」R東北本線陸中折居駅の西方約1lkmに位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広が

る上野原段丘上に立地する。調査区の標高は約190mで ある。現況は水田、牧草地である。

2.模式層序

本遺跡の模式層序は次の通 りである。

Ia層 10Y R3/2 黒掲色砂質粘土と7.5Y R5/6明 褐色粘土 (7%)

の混合土 しまる 層厚20～30cm <牧 草地撹乱土>

Ib層  7.5Y R3/2黒褐色砂質粘土 酸化鉄染込み しまる

層厚10～ 15cm <水 田表土>

Ⅱ層  7.5Y R2/2黒 褐色シル ト質粘土と4/3褐色粘土の混合土

しまる 層厚15～43cm <盛 土>

ma層  7.5Y R2/1黒色粘土 堅 くしまる 層厚10～ 32cm <旧 表土 a>
Ⅲb層 7.5Y R3/2黒褐色シル ト質粘土 しまる 層厚10cm <旧表土 b>
Ⅳ層  7.5Y R6/6橙 色粘土 堅くしまる <地山>

3.調査結果

<検出遺構・出土遺物>

一部しか検出できなかった。

模式上層柱状図

T3～ T5ト レンチから陥し穴状遺構を合計 3基検出した。いずれも平面形の

遺物はT6水田表土から無文の土器片 2点が出土 した。検出規模は次表の通 り

である。 トレンチ名 種類 規模 (長軸×短軸)Cm トレンチ名 種類 規模 (長 軸 ×短軸 )

T3 陥 し穴状 lЮ以上 ×45以上 T5 陥 し穴状 200以上 ×100以上

T4 陥 し穴状 130以 上 ×75以上

4。 まとめ

T4、 T5北縁は緩やかに低 くなり、Tlでは地山まで約 lmと 深い。現地形の北側はやや緩 く傾斜 しな

がら溜池へとつながる。これらのことから地形改変前は小規模な谷状地形が北側にあり、部分的に谷地となっ
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ていた可能性がある。遺構は谷状地形とは反対側の高い部分にある。昭和30年代の農地整備に伴う撹乱とそ

の後の小規模な撹乱を考えあわせても遺物が 2点 しか出土 していないことは、遺跡の生活の中心ではない可

能性が大きい。なお、本遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。
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編 著 者 名 吉田 充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡ll-185 TEL (019)638-9001・ 9002

発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日
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所収遺跡名 種別  1 主な時代 主な遺構   1   主な遣物   1      特記事項

―の台Ⅳ遣跡 散布地  1 縄文時代 陥し穴状遣構  1   土器 2片

※緯度 。経度は世界測地系
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(46)

胆沢郡胆沢町小山字屋敷31-1

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 11月 18日 ～11月 29日

29,323rド

1,602rド

N E44-1228

吉田 充・野中真盛・新妻伸也

星 幸文・鈴木裕明・藤原大輔

胆沢町教育委員会
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所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺勘番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 7k沢

1。 遺跡の立地

屋敷遺跡は、」R東北本線前沢駅の約7.2km北西に位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広がる上野原

段丘上に立地する。調査区の標高は143～ 149mで ある。現況は水田、畑および荒地である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団」による造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。遺跡は西側から東側に向けて緩 く傾斜 し、北西南東方向にのびる凹地形 (沢跡)に繋がる。

南側の墓石周辺は旧地形をかろうじて残している。水田は東側に向かって最大10段の階段状に配置され、斜

面上側を削 り、その剥土を下側に盛 り1枚の水田を作つている。したがって、 1枚の水田東側は旧地形の保

存状態が良好である。本遺跡の模式層序は次の通 りである。
Ia Ib

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲc

Ⅳ

模式上層柱状図

10Y R4/6褐 色粘土 ややしまる 層厚10～ 22cm <水 田表土>

10Y R3/3暗 褐色粘土に10Y R4/6褐 色粘土塊状混入 (径数Cm l%)や やしまる

層厚 20Cll <荒地表土>

Ⅱ 層
普醤解 :温員

褐

監 ∵

5Y R3/2黒 褐色ンルト に 数Cm塊、10%)の混合土 堅くしまる

Ⅲa層  7 5Y R2/2黒 掲色シルト質粘上 しまる 層厚 7～ 85Cm <旧 表± 1>

Ⅲb層  7 5YR4/3褐 色粘土酸化鉄の染込み しまる 層厚10～「90Cm <旧表±2>

Ⅲc層  7 5Y R3/2黒 褐色粘上 しまる 層厚20cI <旧 表±3>

Ⅳ 層  10Y R5/6黄 褐色粘土 堅くしまる <地山>

3.調査結果

T2・ 4・ 8。 1l b。 16・ 30d～ fか ら陥し穴状遺構を合計10基検出し

た(遺構規模を第 1表に示す)。 平面形の一部しか検出できないものが多い

が、円形や楕円形状を呈すると推測される。地形との関わりで分布を見る

と、凹地形との段丘状縁辺 (T2・ 4、 T30d～ f)、 墓所があるため旧地

形を残す部分 (T16)で検出される。このことから過去の水田造成工事の状況

Ia層

Ib層
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少ない部分)に より、さらに遺構を検出できる可能性がある。遺物は剥片 1点が出土した。

4.ま とめ

水田造成工事により旧表上がほとんど削剥されているため、本来的な遺構分布と遺物出土状況は不明であ

るが、段丘崖付近に遺構状の濁 りが分布する傾向がある。遺跡台帳上は縄文時代の散布地となっているが、

今回の調査では遺跡の性格ははっきりとしなかった。

なお、本遺跡に関わる報告はこれをもって全てとする。
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▲ 陥し穴状遺構

屋敷遺跡 トレンチ位置図 (1
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杏

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構   1   主な遺物   1       特記事項

屋敷遣跡 散布地 縄文時代 陥し穴状遺構 剥片 1点

※緯度・経度は世界測地系
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(単位 :Cm)

トレンチ名 種類 規模 (長軸×短軸)

T02 陥 し穴状 80× 80

T04 陥 し穴状 A 80以上 ×45

T04 陥 し穴状 B 160以上 ×40

T08 陥 し穴状 1∞以上 ×40

THb 陥 し欠状 60× 60

T16 陥 し穴】大 12以 上 ×70

T30d 陥 し穴状 A 215以上 ×85

T30d 陥 し穴状 B 190× 65

T30e 陥し穴状 100以上 ×90

T30f 陥 し穴状 120以上 ×90

第 1表 遺構状規模表
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T30d 陥し穴状遺構 (南から)
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T2 陥し穴状遺構 (南から)

T20 土層断面 (南から)



(47)

胆沢郡胆沢町小山字屋敷11-2他

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 11月 5日 ～H月 20日

7,060rド

252rド

N E44-0370

吉田 充・野中真盛 。新妻伸也

藤原大革南

胆沢町教育委員会

跡ヒ退
わ
養

く
供勇鶴

地

者

在

託

所

委

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置 1:50,000 7k沢

1.遺跡の立地

鶴供養遺跡は、」R東北本線前沢駅の北西約7.2kmに 位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広がる上野

原段丘上に立地する。調査区の標高は145～ 147mで ある。現況は水田である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団」による造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。遺跡東端には用水路が北東―南西方向に流れ、この用水路に沿った水田は西側の水田より約

lm低い。この部分は扇状地末端に流れる白鳥川そそぐ小川が流れていたような小谷状地形を呈 している。

土層は地山上に旧表土、盛土、水田表上の順に堆積 している。本遺跡の基本層序は次の通 りである。

Ia層  7.5Y R4/4褐色シル ト質粘土と10Y R7/6明 責褐色粘土 (3%)の混

合土 しまる 層厚20cm <水 田表土>

H層  7.5Y R2/2黒 褐色シル トに10Y R6/6明 黄褐色粘土・7.5Y R4/3褐 色

砂質粘土 。10Y R2/3黒 掲色砂質シル トが塊状に混入 しまる

層厚30cm <盛 土>

Ⅲ層  7.5Y R3/4暗褐色砂質粘土 酸化鉄染込み しまる 層厚12cm <旧表土>

Ⅳ層  7.5Y R4た暗褐色砂質粘土 堅くしまる <地山>

3.調査結果
基本土層柱状図

<検出遺構・出土遺物> T5で 陥し穴状遺構を 1基検出した。平面形の一部しか検出できなかったが、

長楕円形状で長軸は lm以上ある。遺物は出土 しなかった。

4。 まとめ

本遺跡の北側は昨年度の試掘で遺構 。遺物ともに検出されていないが、今年度調査分では一段高い水田地

山で陥し穴状遺構を 1基検出した。遺構上部は構造改善に伴う撹乱を受けて、剥失 している。全 トレンチの

底面には構造改善時のブル ドーザーキャタピラ痕や耕運機のタイヤ痕が残る部分があり、とくに地形的に高
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A

い部分は大規模に撹乱を受けていると見られる。したがって、調査時点ではほとんどの埋蔵文化財は削剥を

受けている可能性が大きい。なお、本遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

鶴供養遺跡 トレンチ位置図 (1:2500)

込

凡 例

▲ 陥し穴状遺構

鶴供養遺跡検出 1 :1000)

鶴供養遺跡試掘状況写真
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日 名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第455集

編 者 者 名 吉田 充

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡11-185 TEL (019)638-9001,9002
発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな
所在地

コー ド 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号
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252 rf

国営いさわ南部農

地整備事業に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種別  1 主な時代 主な造構   1   主な遺物   1      特記事項

鶴供養遺跡 散布地  1 縄文時代 陥し穴状遺構

※緯度 経度は世界測地系
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に  だいなが ね

(48)二の台長根遺跡

地
　
者

在

託

所

委

胆沢郡胆沢町小山字二の台長根100-4

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 11月 6日 ～11月 20日

28,012rド

1,148雷

N E44-1312

吉田 充・野中真盛・新妻伸也

鈴木裕明・藤原大輔

胆沢町教育委員会

事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号 。略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

遺跡位置

1.遺跡の立地

二の沢遺跡は、」R東北本線前沢駅の約 6 km北西に位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広がる上野

原段丘上に立地する。調査区の標高は125～ 130mで ある。現況は水田、畑および荒地である。

2.地形と土層

昭和30年代の構造改善事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が始まっている。遺跡中央を

道路が南北方向に走 り、ここを頂点として東西に緩やかに傾斜する。遺跡東端は白鳥川支流および沢状地形

を呈する。さらに西端は沢状地形を挟んで屋敷遺跡と接する。全体的に表土は削剥を受け、黒沢尻火山灰上

部層の黄褐色粘土が水田地山として確認されるが、地形の傾斜方向に直交する畦畔部分の盛土下には旧表土

が残っている。また、東端付近地山には構造改善前に利用していたとみられる幅30cmの水路跡が 2条検出さ

れた。土層は地山上に旧表土、改良土、水田表土 (ま たは畑表土、荒地表土)の順に堆積 している。本遺跡

の基本層序は次の通 りである。

I層  蓬雛 晶4/3<県 岳筆圭笙
:OY R6/6橙

色粘土塊状混入 (平均径数剛、10%)堅 くしまる

I層  蓬雛 晶4ん <握皇管
土に6/6橙色粘土塊状混入 碗 最大径5～ 6伽、20%)し まる

Ⅱa層  10Y R2/2黒 褐色シルト質粘土 含水比やや高い しまる 層厚14Cm <旧表土 l>
Ⅲb層  10Y R3々暗褐色粘土と7 5Y R4ん 褐色粘上の混合土 しまる 層厚13cm <旧表±2>
Ⅲc層  7 5Y R4/3褐 色粘土に地山 (塊状 3%)混入 しまる 層厚10Cm <旧表±3>

3.  ヨⅣ 層  10Y R5/6責 褐色粘土 堅くしまる <地山>

T17か ら住居状遺構 1棟、T2・ 6・ 8・ 16・ 17か ら陥し穴状遺構 5基、

T8・ 12・ 19か ら柱穴状遺構 3基を検出した。柱穴状遺構を除いて平面形の

一部のみ検出された (遺構規模を第 1表に示す)。 遺構の検出状況から考えると

度の高い分布が推定される。遺物は出土 していない。

4.ま とめ

道路面を旧地形面とすると、現水田面まで最大約0。 8mで、水田表土が約20cmであることから、最大約 lm

基本土層柱状図

道路を挟んで南側でやや密
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の削剥を受けている。遺跡東側では地山上に造成時のブル ドーザーのキャタピラ痕が残る。遺構の保存状態

は良くないが、他遺跡に比して遺構検出密度は高い。今回調査ができなかった西側荒地のT13・ 14は 旧地形

面を残 し、地元の人が遺物を表採 したということから遺構を検出できる可能性がある。遺跡台帳上は散布地

となっているが、西側は集落跡等遺構密度の高い遺跡であつた可能性はある。なお、本遺跡に関わる報告は

これをもって全てとする。

第 1表 遺構状規模表

凡 例

■ 住居跡状遺構
▲ 陥し穴状遺構

土坑状遺構
● 柱穴状遺構

珠、E>式
｀

二の台長根遺跡 トレンチ位置図 (1:2,500)

録抄圭
日

上
口

報

トレンチ名 種類 規模 (長軸 ×短軸 ) トレンチ名 種類 規模 (長軸×短軸)CE トレンチ名 種類 規模 (長軸×短軸)Cm

T02 陥 し穴状 55以上 ×34以上 T08 柱穴状 rD3× 33 T14 陥 し穴状 83以上 ×50

T06 陥し穴状 120以上 ×60 T12 柱穴状 37× 37 T17 住居跡状 133以上 ×30以上

T08 陥 し穴状 110以上 ×55 T16 陥 し穴状 180以上 ×80 T19 柱穴状 45× 45

ふりがな いわてけんまいぞうぶんかざいはっくつちょうさりゃくほう

書名 岩手県埋蔵文化財発掘調査略報

シリーズ名 肴手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第455集

編著者名 吉田 充

編集機関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所在地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡文1-185 TEL (019)638-9001,9002
発 行 年 月 日 西暦2004年 3月 25日
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市町村 遺跡番号
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国営いさわ南部農

地整備事業に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種別  1 主な時代 主な遺構   1   主な遺物   1      特記事項

二の台長根

遺跡
散布地 縄文時代

住居跡状遺構
陥し穴状遺構
柱穴穴状遺構

※緯度 。経度は世界測地系
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二の台長根遺跡検出遺構 (1:800)

二の台長根遺跡試掘状況写真

T17 住居跡状遺構 (北から)

T2 土層断面 (南西から)
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事  業  名

発 掘 調 査 期 間

調 査 対 象 面 積

試 掘 面 積

遺跡番号・略号

調 査 担 当 者

協 力 機 関

(49)

胆沢郡胆沢町小山字新田322

農林水産省東北農政局

いさわ南部農地整備事業所

国営いさわ南部農地整備事業

平成15年 11月 18日 ～11月 29日

34,258rド

1,640rド

N E45-1033

吉田 充 。野中真盛・星 幸文

鈴木裕明

胆沢町教育委員会

跡迫退
渤
沢の

に
一
一

地
　
者

在
　
託

所

委

遺跡位置 1:50,000  7kttR

1.遺跡の立地

二の沢遺跡は、」R東北本線前沢駅の約 6 km北西に位置する。胆沢扇状地の北西―南東方向に広がる上野

原段丘上に立地する。調査区の標高は125～ 130mで ある。現況は水田、畑および荒地である。

2.地形と土層

昭和34年 9月 からの「農地機械公団Jに よる造成事業により旧地形が整備され、現地形による土地利用が

始まっている。遺跡南側は農免道路が東西方向に走 り、ここを頂点として南北側に緩やかに傾斜し、北端で

は白鳥川支流と約10mの段丘崖で接する。土層は地山上に旧表土、盛土、水田表土 (ま たは畑表土、荒地表

土)の順に堆積 している。本遺跡の模式層序は次の通 りである。

Ial層  10Y R4/3に ぶい責褐色粘土 しまる 層厚10～ 30Cn <水 田表土a>

Ia2層
響柔品婁笙尋綴

色シルトとЮYR72責橙色粧 の混合土 しまる 層厚7～ %伽

Ibl層  7 5YR3/3暗 掲色シルト質粘上 しまる 層厚15～ 20cm <畑 表土a>

恥 2層
盈置 で写

褐色シル朴 とЮY離 お褐色粘土

“

均 の混合土 堅くしまる 駆 8弓∝m

lc層   10Y R3/4暗 褐色粘上 しまる 層厚13～ 24Cm <荒 地表土>
Ⅱa層   10Y R5/6黄 褐色粘土 竪くしまる 層厚 5～ 53Cm <盛 土a>

・
b層  蓬獣 評 宅最

褐
里監生志蜃

粘土と25Y7/4浅 黄色粘土 傲0%)の混合土 堅くしまる

Ⅲ層   10R l,71赤黒シルト質粘上 しまる 層厚 7～ 50Cm <旧 表土>

Ⅳ層   10Y R8/3浅責橙色粘土 竪くしまる 層厚 7～ 16CI <漸 移層>

V層    10Y R5/6責褐色粘土 堅くしまる <地山>

3.調査結果

T34～ 38、 42～ 44、 25付近ではT36を 中心に埋土下部に旧表土の谷地状堆

積物があり池状の地形が推定された。埋土厚は最大 2mである。T5、 6、 10

北端は約 lm埋土厚を持ち、道路の傾斜に平行 した旧地形が推定される。後

者 トレンチ付近の水田下では旧表上の保存状態が良好である。検出遺構は、

陥し穴状遺構 6基、T16、 25、 33c、 38か ら土坑状遺構 6基、柱穴状遺構 1

T6、 10、 21、 27、 28、 49か ら

基が検出された。平面形の一部

Ial Ibl

Ia2 Ib2

Ela

Ⅱb

Ⅲ

Ⅳ

V

模式土層柱状図
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しか検出できないものが多い。T25、 38の土坑状遺構は重複 していると判断された。検出規模は第 1表の通

りである。出土遺物は、T8の表土最下部層から縄文時代中期頃の土器片が 1点出土 した。

4.ま とめ

検出された13基の遺構は遺跡北辺の段丘崖に沿って分布 しているようにも見えるが、地形改変に伴う削剥

が大きい部分もあり言及はできない。農免道路周辺の畑地は削剥が小規模であること、遺物が少量出土 して

いることを考えるとさらに遺構が検出される可能性はある。遺跡台帳では散布地であり、今回の調査でも遺

跡の性格をはっきりとは推定できなかった。なお、本遺跡に関わる報告は、これをもって全てとする。

遺構状規模表

Om

二の沢遺跡 トレンチ位置図 (1:2,500)
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